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コールカバレッジ機能について

通話対応概要

コールカバレッジ機能を使用すると、Cisco Unified CMEへのすべての着信コールに対して、
その着信番号が話中である場合や、応答がない場合であっても、誰かが必ず応答するようにな

ります。

ハントグループなどの一部の単一ダイヤル番号コールカバレッジ機能は、電話機エージェン

トのプールにつながる単一の内線番号に着信コールを送信することができます。一方、コール

ハント、コール待機、コール自動転送などの他の機能を使用すると、ダイヤルされた番号が使

用不可の場合に接続の可能性が得られるため、コールが応答される可能性が高まります。

コールピックアップ、ナイトサービス、オーバーレイディレクトリ番号などの複数のダイヤ

ル番号コールカバレッジ機能を使用すると、さまざまな方法で1人のユーザが複数の番号で着
信コールに応答できるようになります。

すべてのコールカバレッジ機能は、他のコールカバレッジ機能、共有回線、およびセカンダ

リ番号と組み合わせて、ニーズに最も適したコールカバレッジプランを設計できます。

表 1 :通話対応機能の概要（2ページ）に、コールカバレッジ機能の概要を示します。
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表 1 :通話対応機能の概要

設定方法例説明特長

ディレクトリ番号に

Call Forwardingを許
可

または

SIP電話機間の Call
Forwarding構成

話中または無応答時に内線番号

3555にコールが転送されるよう、
内線番号 3444を設定します。

コールは指定した番号に

自動的に転送されます。

話中、無応答時に加え、

すべてのコール、あるい

はナイトサービス時間の

みに転送することができ

ます。

コール自

動転送

SCCP電話機での通
話ハント構成（48
ページ）

または

SIP電話機での通話
ハント構成（51
ページ）

3つの ephone-dnが同じ内線番号
755を持ちます。1つはマネージャ
の電話機で、もう 1つはアシスタ
ントの電話機です。優先設定とハ

ントストップを使用することで、

通話が常にマネージャの電話機に

先につながりますが、マネージャ

が応答できない場合は、1人目の
アシスタントの電話機につなが

り、応答できない場合は、2人目
のアシスタントの電話機につなが

ります。

コールが応答されるま

で、あるいはハントが停

止されるまで、システム

によって自動的にディレ

クトリ番号の一致するグ

ループから使用可能な

ディレクトリ番号が検索

されます。

コールハ

ント

コールピックアップ

の有効化（52ペー
ジ）

内線番号 201と 202の両方を、
ピックアップグループ 22にしま
す。コールを 201で受信しました
が、そこには応答する人がいませ

ん。202にいるエージェントが [G
ピック（GPickUp）]ソフトキーを
押して、そのコールに応答しま

す。

無人電話機へのコールに

対して、ソフトキーを使

用したり、短縮コードを

ダイヤルしたりして、他

の電話機ユーザが応答す

ることができます。

コール

ピック

アップ

SCCP電話機での通
話中着信インジケー

タトーンの構成

（56ページ）

または

SIP電話機での通話
中着信の許可（62
ページ）

コール待機ビープ音が聞こえまし

たが、内線番号 564は会話中の状
態です。電話機の画面に内線番号

568からのコールであることが表
示され、電話機ユーザはそのコー

ルをボイスメールに送ることにし

ました。

話中の番号へのコールが

電話機ユーザに表示され

るため、ユーザはその

コールに応答したり、転

送したりすることができ

ます。

通話中着

信
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設定方法例説明特長

「Cisco Unified Cisco
Mobility Express
B-ACDおよび Tcl通
話処理アプリケー

ション」を参照して

ください。

DID番号 555-0125は XYZ社のパ
イロット番号です。このパイロッ

ト番号にコールが着信すると選択

メニューが流れます。要件が販売

に関する場合は 1を押し、サービ
スに関する場合は 2を押すことが
できます。また、3を押してメッ
セージを残すこともできます。発

信者が選択を行うと、コールは適

切に転送されます。

パイロット番号へのコー

ルは対話型アプリケー

ションによって自動的に

応答されます。このアプ

リケーションは、ハント

グループ用のキューに

コールを送信する前に、

発信者に選択メニューを

示します。

CiscoCME
B-ACD

SCCP電話機での
ephone-Huntグルー
プの構成（63ペー
ジ）

または

音声ハントグループ

の構成（74ペー
ジ）

内線番号 200は販売部門のパイ
ロット番号です。内線番号 213、
214、および 215はハントグルー
プの販売エージェントに属してい

ます。内線番号 200へのコールを
受信すると、誰かが応答するま

で、コールはエージェントのリス

ト内を進んでいきます。すべての

エージェントが話中か、応答しな

い場合、コールはボイスメールに

送られます。

コールは、応答されるか

最後の番号に送信される

まで、エージェントの

プールを通って転送され

ます。

ハントグ

ループ

SCCP電話機での夜
間サービスの構成

（91ページ）

SIP電話機での夜間
サービスの構成

（95ページ）

内線 7544はレジ係のデスクです
が、レジ係は午後 3時までの影響
です。この場合。午後 4時 30分
に電話がかかってくると、サービ

スマネージャの電話機に接続され

ます。サービスマネージャはコー

ルピックアップを使用して、その

コールに応答します。

コールピックアップを使

用すると、特定の期間に

無人状態になる

ephone-dnsおよび音声登
録 dnsへの通話を、他の
電話機から応答できま

す。

夜間サー

ビス

SCCP電話機での
オーバーレイ

Ephone-dnの構成
（104ページ）.

内線番号 451、452、および 453は
すべて電話機にボタン 1に表示さ
れています。これらのどの番号に

掛かったコールも、ボタン 1から
応答できます。

複数の番号へのコールを

単一のエージェントまた

は複数のエージェントが

応答できます。

オーバー

レイ
ephone-dn

Out-of- Dialog REFER
Out-of-dialog REFER（OOD-R）は、リモートアプリケーションが、最初の INVITEなしに
REFERメッセージを Cisco Unified CMEに送信することによってコールを確立することを可能
にします。REFERが送信された後、コールセットアップの残りの部分はアプリケーションか

通話対応機能

3

通話対応機能

Out-of- Dialog REFER

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/bacd/configuration/guide/cme40tcl.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/bacd/configuration/guide/cme40tcl.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/bacd/configuration/guide/cme40tcl.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/bacd/configuration/guide/cme40tcl.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/bacd/configuration/guide/cme40tcl.html


ら独立し、メディアストリームはアプリケーションを通過しなくなります。OOD-Rを使用す
るアプリケーションは、Request-URIで Refereeアドレスを指定し、Refer-Toヘッダーで
Refer-Targetを指定するコールセットアップ要求をトリガーします。Cisco Unified CMEとの通
信に使用されるSIPメッセージングは、エンドユーザのデバイスプロトコルに依存せず、SIP、
SCCP、H.323、POTSのいずれかになります。クリックツーダイヤルは、OOD-Rを使用して作
成できるアプリケーションの例です。

クリックツーダイヤルアプリケーションを使用すると、ユーザは、複数のステップをコール

セットアップの 1回のクリックに組み合わせることができます。たとえば、ユーザは PCから
Webベースのディレクトリアプリケーションをクリックすることで、電話番号を検索し、デ
スクトップ電話機をオフフックにして、着信者番号をダイヤルできます。ユーザが自分の電話

機からアウトダイヤルする必要なく、アプリケーションがコールセットアップを開始します。

ディレクトリアプリケーションが REFERメッセージを Cisco Unified CMEに送信し、
Cisco Unified CMEがこの REFERに基づいて、両者の間のコールをセットアップします。

図 1 : Out-of-Dialog REFERを使用したクリックツーダイヤルアプリケーション（4ページ）
に、クリックツーダイヤルアプリケーションで使用されるOOD-Rの例を示します。このシナ
リオでは、次のイベントが発生します（図のイベント番号を参照してください）。

1. リモートユーザがクリックしてダイヤルします。

2. アプリケーションが、out-of-dialog REFERを Cisco Unified CME 1に送信します。

3. Cisco Unified CME 1が SIP電話機 1（Referee）に接続します。

4. Cisco Unified CME 1が Cisco Unified CME 2に INVITEを送信します。

5. Cisco Unified CME 2が SIP電話機 2（Refer-Target）に INVITEを送信し、コールが受け入
れられます。

6. 2台の SIP電話機の間で、音声パスが作成されます。

図 1 : Out-of-Dialog REFERを使用したクリックツーダイヤルアプリケーション

最初のOOD-R要求は、RFC 2617ベースのダイジェスト認証で認証および許可できます。認証
をサポートするため、Cisco Unified CMEはフラッシュに保存されているテキストファイルか
らクレデンシャル情報を取得します。このメカニズムは、CiscoUnifiedCMEで、電話機ベース
のクレデンシャルに加えて使用されます。プレゼンスサービスなど要求ベースの認証および許
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可を必要とする他のサービスと、同じクレデンシャルファイルを共有できます。システムで設

定し、ロードできるクレデンシャルファイルは、最大 5つです。これら 5個のファイルの内容
は相互排他的で、ユーザ名とパスワードのペアは、すべてのファイルを通じて一意にする必要

があります。ユーザ名とパスワードのペアは、Cisco Unified CMEシステムで SCCPまたは SIP
電話機に設定されているものとも異なっている必要があります。

構成情報については、Out-Of-Dialog REFERの有効化（109ページ）を参照してください。

コールハント

コールハントにより、複数のディレクトリ番号を使用して、単一の着信者番号用のカバレッジ

を提供できます。これは、同じ番号を複数のプライマリまたはセカンダリ ephone-dnに割り当
てるか、ディレクトリ番号に関連付けられた番号でワイルドカードを使用して行います。

コールは、ダイヤルされた番号と、ダイヤルピアに関連付けられた宛先パターンの間の照合に

基づいてルーティングされます。宛先パターンでワイルドカードを使用することで、複数のダ

イヤルピアを特定の着信番号と照合できます。コールハントとは、コールが応答されるまで、

着信者番号と一致するダイヤルピア内を検索する機能です。コールハントはプリファレンスと

いう技術を使用して、ダイヤルピアが着信コールと照合される順序を制御し、ハントストップ

という技術を使用して、ピアを照合するための検索を終了するタイミングを決定します。

CiscoUnifiedCMEでは、着信コールは、ユーザがディレクトリ番号を定義すると自動的に作成
される仮想ダイヤルピア内を検索します。これらの仮想ダイヤルピアは直接設定することはで

きません。仮想ダイヤルピア用のコールハントを制御するには、ディレクトリ番号を設定する

必要があります。

チャネルハントストップを使用すると、デュアルラインディレクトリ番号の 2つのチャネル
に対する検索を停止できます。チャネルハントストップは、最初のチャネルが話中であるか、

応答しない場合に、ハントからの着信コールを2番めのチャネルに保持します。これにより、
2番めのチャネルに対して、コール転送、コール待機、または 3者間会議を行えるようになり
ます。

ハントストップは、hunt-on-busy状態の場合に、話中の電話機から、catch-allデフォルト宛先
を使用してセットアップされたダイヤルピアにコールがリダイレクトされないようにします。

構成の詳細については、「SCCP電話機での通話ハント構成（48ページ）」または「SIP電話
機での通話ハント構成（51ページ）」を参照してください。

コールピックアップ

コールピックアップを使用すると、電話機ユーザは別の電話機を呼び出しているコールに応答

できます。Cisco Unified CME 7.1では、SIP電話機用のコールピックアップ機能が導入されま
した。SCCP電話機は、次の 3つのタイプの通話ピックアップをサポートしています。

•ダイレクトコールピックアップ：明示的に呼び出している内線のコールピックアップ。
すべてのローカル電話機ユーザは、ソフトキーを押して内線番号をダイヤルすることで、

別の電話機を呼び出しているコールをピックアップできます。電話機ユーザは、ピック
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アップグループに属していなくても、この方法を使用できます。設定に応じて、ユーザは

[Gピック（GPickUp）]または [ピック（PickUp）]のどちらのソフトキーを押します。

•異なるグループのグループピックアップ：明示的にグループが呼び出している内線のコー
ルピックアップ。電話機ユーザは [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを押し、ピックアッ
プグループ番号をダイヤルすることで、すべてのピックアップグループの呼び出し中の

電話機に応答できます。CiscoUnifiedCMEシステムに定義されているピックアップグルー
プが 1つのみである場合、電話機ユーザは単に [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを押す
だけで、コールをピックアップできます。電話機ユーザは、ピックアップグループに属し

ていなくても、この方法を使用できます。

•ローカルグループピックアップ：ローカルグループが呼び出している内線のコールピッ
クアップ。電話機ユーザは、ある電話機と自分の電話機が同じピックアップグループであ

る場合、ソフトキーを押した後にアスタリスク（*）を押すことで、その別の電話機を呼
び出しているコールをピックアップできます。設定に応じて、ユーザは [Gピック
（GPickUp）]または [ピック（PickUp）]のどちらのソフトキーを押します。

SIP電話機は、ローカルピックアップとグループピックアップのみをサポートします。直
接通話ピックアップはサポートされていません。

（注）

Cisco Unified CMEでの設定に応じて、SCCP電話機と SIP電話機のさまざまなコールピック
アップ機能にアクセスするために、特定のソフトキーが使用されます。詳細については、

『CiscoUnified CiscoMobility Expressコマンド参照資料』の「service directed-pickupコマンド」
を参照してください。

各ディレクトリ番号を1つのピックアップグループのみに割り当てることができます。また、
ディレクトリ番号には、ローカルグループピックアップを使用するように設定されたピック

アップグループが必要です。単一のピックアップグループに割り当てることができるディレ

クトリ番号の数に制限はありません。また、Cisco Unified CMEシステムに定義できるピック
アップグループの数にも制限はありません。

複数のコールが同じ番号を呼び出している場合、コールは受信された順序でピックアップされ

ます。つまり、最も長い時間呼び出しを行っているコールが、内線番号からピックアップされ

る最初のコールになります。リモートコールピックアップはサポートされていません。

コールピックアップ機能は、Cisco Unified CMEを介するすべての電話機に対してグローバル
に有効にできます。[ピック（PickUp）]と [Gピック（GpickUp）]ソフトキーは、サポートさ
れる SCCP電話機と SIP電話機にデフォルトで表示され、電話機テンプレートを使用して修正
できます。構成情報については、コールピックアップの有効化（52ページ）を参照してくだ
さい。

図 2 :コールピックアップ（7ページ）に、4つのコールピックアップシナリオを示します。
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図 2 :コールピックアップ
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通話中着信

コール待機を使用すると、電話機ユーザは別のコールに出ているときに着信コールを受信した

場合にアラートが表示されるようにできます。別の通話者が電話機ユーザに電話を掛けようと

すると、その電話機ユーザにはコール待機トーンが流れ、IP Phoneの場合は電話機の画面に
コールしている通話者の情報が表示されます。

ソフトキーを持つ IPPhoneへのコール待機コールには、[応答（Answer）]ソフトキーを使用し
て応答できます。CiscoUnifiedCMEシステムで制御されているアナログ電話機へのコール待機
コールには、フックフラッシュを使用して応答できます。電話機ユーザがコール待機コールに

応答すると、元のコールは自動的に保留状態になります。電話機ユーザーが、通話中着信通知

に返信しない場合通話は、その内線番号に call-forward noanコマンドが指定したとおり、転送
されます。

SCCPを実行している IP Phoneの場合、単一回線の ephone-dnを待機しているコールには、2
つのコールを処理するための 2つの ephone-dnが必要になります。デュアルライン ephone-dn
でのコール待機では、ephone-dnの 2つのチャネルが 2つのコールを処理するため、必要な
ephone-dnは 1つだけです。音声コール待機インジケータは、コール待機ビープ音またはコー
ル待機呼び出し音のいずれかにすることができます。構成情報については、SCCP電話機での
通話中着信インジケータトーンの構成（56ページ）を参照してください。

SIP電話機の場合、音声レジスタプールを設定すると、コール待機は自動的に有効になりま
す。CiscoUnifiedCMEに直接接続されているSIP電話機の場合、コール待機は電話機レベルで
無効にできます。構成情報については、SIP電話機での通話中着信の許可（62ページ）を参
照してください。

オーバーレイ ephone-dnを使用した通話中着信については、「オーバーレイ ephone-dn（42
ページ）」を参照してください。

SCCP電話機の通話中着信ビープ音

コール待機ビープ音は、デフォルトで有効になります。ディレクトリ番号から生成されて、受

け入れられたコール待機ビープ音を無効にできます。ビープ音の生成が無効になると、その

ディレクトリ番号への着信コールによってコール待機ビープ音が生成されなくなります。ビー

プ音の受け入れが無効になっている場合、アクティブコールに対してディレクトリ番号を使用

しているときに、電話機ユーザにはビープ音が聞こえなくなります。

表 2 :通話中着信ビーブ音の動作 （8ページ）に、ある ephone-dnが、別の発信者に接続さ
れている別の ephone-dnを呼び出している場合に発生するビープ音の動作を示します。

表 2 :通話中着信ビーブ音の動作

予期される動

作

DNの着信通
話

DNのアクティ
ブコール

ephone-dn 2の設定ephone-dn 1の設定

ビープ音なしDN 2DN 1no call-waiting beep—

ビープ音なしDN 2DN 1—no call-waiting beep
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予期される動

作

DNの着信通
話

DNのアクティ
ブコール

ephone-dn 2の設定ephone-dn 1の設定

ビープ音なしDN 2DN 1no call-waiting beep
generate

—

ビープ音ありDN 2DN 1no call-waiting beep
accept

—

ビープ音なしDN 2DN 1no call-waiting beep
acceptno
call-waiting beep
generate

—

ビープ音なしDN 1DN 1—no call-waiting beep

ビープ音なしDN 1DN 1—no call-waiting beep
generate

ビープ音なしDN 1DN 1—no call-waiting beep
accept

ビープ音なしDN 1DN 1—no call-waiting beep
accept no call-waiting
beep generate

ビープ音ありDN 2DN 1—no call-waiting beep
generate

ビープ音なしDN 2DN 1—no call-waiting beep
accept

ビープ音ありDN 1DN 1no call-waiting beep—

SCCP電話機の通話中着信呼び出し

ハンドセットからの標準のコール待機ビープ音の代わりに、コール待機通知用の短い呼び出し

音を使用できます。デフォルトでは、ディレクトリ番号はコール待機などのコール中断を受け

入れ、通知用のビープ音を発生します。

呼び出し音を使用するには、ディレクトリ番号がコール待機インジケータトーンを受け入れる

必要があります。構成の詳細については、「SCCP電話機での通話中着信インジケータトーン
の構成（56ページ）」または「SIP電話機での通話中着信の許可（62ページ）」を参照して
ください。

通話中着信のキャンセル

コール待機のキャンセル（CCW）を使用すると、SCCP電話機ユーザは自分が発信したコール
のコール待機を無効にできます。ユーザは CCWをアクティブ化して、コール待機のキャンセ
ル用のソフトキー（[待機オフ（CWOff）]）を押すか、機能アクセスコード（FAC）をダイヤ
ルすることで、コール待機を無効にします。コール待機はそのコールの間、非アクティブにな

ります。つまり、そのユーザにコールしている相手には通常の話中での処理が行われ、ユーザ

のアクティブなコールを中断するコール待機トーンは流れません。ユーザがコールから切断さ
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れると、CCWは自動的に非アクティブになります。CCWは、デュアルラインとオクトライン
を含む、コール待機機能をサポートするすべての回線でサポートされます。

この機能は、SCCP IP Phoneと SCCPアナログ電話機の場合、Cisco Unified CME 8.0以降のバー
ジョンでサポートされています。SIP電話機ではサポートされていません。

構成情報については、SCCP電話機での通話中着信キャンセルの構成（59ページ）を参照し
てください。

ビジーサブスクライバのコールバック

この機能を使用すると、着信者番号を利用可能な場合、内線番号にダイヤルして話中だった発

信者が、システムからのコールバックを要求できます。発信者は、応答のない内線番号に対し

てコールバックを要求することもできます。システムは、コールされた電話機が次に使用され

た後に、発信者に通知します。

特定の内線番号に対して保留を要求するコールバックは1つのみですが、発信者は異なる番号
に対して複数のコールバックを開始できます。発信者が、すでに保留中のコールバック要求の

ある番号に対してコールバック要求を行おうとすると、その発信者に速いビジー音が流れま

す。着信者番号でコール自動転送が有効になっている場合、最終的な宛先番号に対してコール

バック要求が行われます。

この機能を使用するために設定する必要はありません。保留コールバックリクエストがある電

話機の一覧を表示するには、show ephone-dn callbackコマンドを使用します。

ハントグループ

ハントグループを使用すると、特定の番号（パイロット番号）への着信コールを、定義済みの

内線番号グループに振り向けられます。

着信コールは、設定で定義されているとおりに、パイロット番号から最初の内線番号にリダイ

レクトされます。最初の番号が話中か応答しない場合、コールはリスト内の次の電話機にリダ

イレクトされます。話中または応答がない場合、コールが応答されるか、最後の番号として定

義された番号にコールが到達するまで、コールはリスト内の番号を順番にリダイレクトされま

す。

あるディレクトリ番号からリスト内の次のディレクトリ番号にリダイレクトすることは、ホッ

プとも呼ばれます。ハントグループの内外両方で、特定のピア、または最長アイドルハント

グループに対してリダイレクトの最大数を設定したり、CiscoUnifiedCMEシステムで許可され
ているリダイレクトの最大数に対してリダイレクトの最大数を設定したりできます。コールが

応答されずに、最大数のホップまたはリダイレクトが行われると、コールはドロップされま

す。

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョンでは、コール統計情報のサポートが音声ハントグルー
プに追加されています。すべての ephoneおよび音声ハントグループ統計情報をファイルに書
き込むには、ephone-hunt statistics write-allコマンドを拡張し、hunt-group statistics write-all
コマンドに改名します。該当する場合は、TFTP統計情報レポートは ephoneと音声ハントグ
ループ統計情報の両方で構成されます。
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Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以降のバージョンでは、hunt-group statistics write-v2コ
マンドが追加されたので、すべての ephoneハントグループ統計情報を、エージェントの合計
ログイン時間と合計ログアウト時間と一緒にファイルに書き込めます。音声ハントグループの

合計ログイン時間とログアウト時間の統計を追加できるように、Unified Cisco Mobility Express
Release 11.5でコマンドを強化しました。

統計情報収集がオンに設定されている ephoneと音声ハントグループの総数を表示できるよう
show telephony-service allコマンドも強化しました。

音声ハントグループの通話統計を収集できるように、音声ハントグループ構成モードでの

statistics collectコマンドが導入されました。

音声ハントグループの通話統計を表示するために、show voice hunt-group statisticsコマンドが
導入されました。

Unified Cisco Mobility Express 11.5以降のバージョンでは、音声ハントグループに以前参加した
動的エージェントの統計を新しく参加した動的エージェントで上書きする overwrite-dyn-stats
(voice hunt-group)コマンドが導入されました。動的エージェントの統計は、32個の使用可能
なスロットがすべて使用された場合にのみ上書きされます。詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Expressコマンド参照ガイド』を参照してください。

Unified CiscoMobility Express 12.2以降のバージョンの場合、Sequential、Parallel、Peer、Longest
Idleの音声ハントグループが、SIP共有回線と混合回線（SIP電話機および SCCP電話機）ディ
レクトリ番号をサポートします。Hold and Remote resume、Barge、cBarge、Privacyなどのすべ
ての共有回線機能および B-ACDを経由する通話は、音声ハントグループを介して発信される
通話に対してサポートされます。

次に、Unified Cisco Mobility Express Release 12.2で導入された、共有回線サポートによる音声
ハントグループ拡張の既知の動作パターンを示します。

•着信通話の音声ハントグループ内の共有回線DN（電話機関数で構成済み）の1つでDecline
ソフトキーを押すと、別の電話機の共有回線DNが鳴り続けます。これは、音声ハントグ
ループの共有回線DNにとって一般的な動作です。音声ハントグループに属していないす
べての共有回線で、Declineソフトキーを押すと、対応するすべての共有回線 DNで着信
音が停止します。

• Hlog機能は、共有 DNではサポートされていません。Hlogが構成された電話機に音声ハ
ントグループの一部として共有DNがある場合、Hlog機能は、その電話機の音声ハントグ
ループの一部である他の回線に対してのみサポートされます。

ハントグループの統計表示についての詳細は、「Cisco Unified Cisco Mobility Express B-ACDお
よび Tcl通話管理アプリケーション」を参照してください。

ハントグループには、4つのタイプがあります。各タイプは異なる方法を使用して、下記で説
明するように、パイロット番号に連続したコールが行われた場合に最初に呼び出す番号を決定

します。

•シーケンシャルハントグループ—番号は常に、ハントグループを定義するときにリスト
された順番の左から右の順に呼び出されますリスト内の最初の番号は、常に、パイロット

番号がコールされたときに試行される最初の番号になります。ホップの最大数は、シーケ
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ンシャルハントグループのパラメータとして設定できません。図 3 :シーケンシャルハ
ントグループ（14ページ）に例を図示します。

•ピアハントグループ—最初に呼び出される番号は、パイロット番号が最後に呼び出され
た際に最後に呼び出されたディレクトリ番号の右側の番号です。呼び出しは、ハントグ

ループ指定で設定したホップの数だけ、左から右へ循環して行われます。図 4 :ピアハン
トグループ（15ページ）に例を図示します。

•最長アイドルハントグループ—通話が最初に応答される番号は、ハントグループを定義
した際に指定されたホップ数で最長のアイドル状態だった番号です。最長アイドル時間

は、電話機が登録された、再登録された、またはオンフック状態になった最後の時刻から

の時間で決まります。図 5 :最長アイドルハントグループ（16ページ）に例を図示しま
す。

•パラレルハントグループ（通話ブラスト）—通話は、ハントグループのすべての番号を
同時に呼び出します。

ephoneハントグループチェーンは、任意の長さで構成できますが、チェーンに到達したホップ
の実際の番号は、max-redirectコマンド構成によって決定されます。次の例では、発信者が最
後の番号 5000に到達するには、最大リダイレクト数に 15以上を設定する必要があります。こ
れよりも小さい数値が設定されていると、コールは切断されます。

ephone-hunt 1 sequential

pilot 8000

list 8001, 8002, 8003, 8004

final 9000

ephone-hunt 2 sequential

pilot 9000

list 9001, 9002, 9003, 9004

final 7000

ephone-hunt 3 sequential

pilot 7000

list 7001, 7002, 7003, 7004

final 5000

Cisco Unified Cisco Mobility Express 4.3以降のバージョンは、次の音声ハントグループ機能をサ
ポートします。

•パラレル音声ハントグループへのコール自動転送（コールブラスト）

•音声ハントグループへのコール転送

•音声ハントグループのメンバは、SIP電話機、SCCP電話機、FXSアナログ電話、DS0グ
ループ、PRIグループ、または SIPトランクが可能です。
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• Unified CiscoMobility Expressは、音声ハントグループと別の音声ハントグループのチェー
ニング（ネスト）をサポートします。音声ハントグループのチェーンは、2番目の音声ハ
ントグループのパイロット番号として1番目の音声ハントグループの最終番号を構成する
ことで、確立されます。

Unified Cisco Mobility Express B-ACDの場合、音声ハントグ
ループの最終接続先は、B-ACDサービスが判断します。

（注）

• Unified Cisco Mobility Expressは、最大 2つの音声ハントグループのチェーニング（ネス
ト）をサポートします。この構成により、音声ハントグループに発信される通話はループ

されません。

Ephoneハントグループおよび音声ハントグループの比較

SIP電話機は、音声ハントグループをサポートします。SCCP電話機は ephoneハントグループ
をサポートし、Cisco Unified Cisco Mobility Express 4.3以降のバージョンでは、SCCP電話機も
音声ハントグループをサポートします。表 3 : Ephoneハントグループおよび音声ハントグルー
プの比較機能（13ページ）は、ephoneハントグループと音声ハントグループを比較します。

表 3 : Ephoneハントグループおよび音声ハントグループの比較機能

音声ハントグループephoneハント機能

SIP、SCCP、PSTN、およ
び FXS

SCCPのみサポートされるエンドポイント

はいいいえ（別の方法について

は、「共有回線オーバーレ

イ（44ページ）」を参照）

パラレルハントグループ（通話ブ

ラスト）

はいはいハント統計情報のサポート

はいはいB-ACDのサポート

はいはい共有回線

はい（SIPおよび SCCP電
話のみ）

はい現在のコールおよびログイン/ログ
アウトなどの機能

シーケンシャルハントグループ

シーケンシャルハントグループでは、内線番号は常にハントグループが定義されたときにリ

ストされた順番で左から右に向かって呼び出されます。リスト内の最初の番号は、常に、パイ

ロット番号がコールされたときに試行される最初の番号になります。ホップの最大数は、シー

ケンシャルハントグループのパラメータとして設定できません。

通話対応機能

13

通話対応機能

Ephoneハントグループおよび音声ハントグループの比較



Unified Cisco Mobility Express 12.2以降、順次ボイスハントグループは共有回線と混合共有回
線をサポートします。連続音声ハントグループに通話が発信され、共有DNがハントグループ
の一部である場合、通話は連続して発信されます。共有 DNの場合、この共有 DNのすべての
電話機部分で通話が鳴ります。どの電話機も応答しない場合、通話はハントグループの次の

DNに続行されます。

現在の通話アイドル状態（CLIコマンドpresent-call idle-phoneを使用して構成）が、True
に設定されている場合、同じ電話機の連番を Sequential Voice Hunt Groupのメンバーにす
ることはできません。この制限は、SIP電話機と SCCP電話機の両方に適用されます。

（注）

図 3 :シーケンシャルハントグループ

ピアハントグループ

ピアハントグループでは、内線番号はラウンドロビン方式で順番に呼び出されます。最初に

呼び出される内線番号は、リスト内で、そのパイロット番号が前回コールされたときに呼び出

された最後の内線番号の右側にある番号です。呼び出しは、ハントグループを定義するときに

指定したホップの数だけ、左から右へ循環して行われます。

Unified CiscoMobility Express 12.2以降、ピア音声ハントグループは共有および混合共有回線を
サポートします。ピア音声ハントグループで通話が発信され、共有DNがハントグループの一
部である場合、通話はラウンドロビンの順序で発信されます。共有 DNの場合、この共有 DN
のすべての電話機部分で電話が鳴ります。どの電話機も応答しない場合、通話はハントグルー

プの次の DNに続行されます。

図 4 :ピアハントグループ（15ページ）に、ピアハントグループを示します。
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図 4 :ピアハントグループ

最長アイドルハントグループ

最長アイドルハントグループでは、コールを受信する次の内線番号の選択に使用するアルゴ

リズムは、オンフックのタイムスタンプの比較に基づきます。次のコールがハントグループに

着信すると、オンフックのタイムスタンプ値が最小の内線番号が選択されます。

デフォルトの動作では、内線番号のオンフックタイムスタンプ値はエージェントがコールに応

答した場合にのみ更新されます。Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、コールによっ
て内線番号が呼び出されたとき、およびエージェントがコールに応答したときにも、オンフッ

クのタイムスタンプが更新されるように指定できます。

Unified CiscoMobility Express 12.2以降、最長アイドル音声ハントグループは共有回線と混合共
有回線をサポートします。最長アイドル音声ハントグループで通話が発信され、共有DNがハ
ントグループの一部である場合、通話は、オンフックタイムスタンプの比較に基づいて発信さ

れます。共有 DNの場合、この共有 DNのすべての電話機部分で通話が鳴ります。どの電話機
も応答しない場合、通話は、ハントグループの次の DNに続行されます。

図 5 :最長アイドルハントグループ（16ページ）に、最長アイドルハントグループを示しま
す。
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図 5 :最長アイドルハントグループ

パラレルハントグループ（通話ブラスト）

パラレルハントグループでは、コールによって同時に複数の電話機が呼び出されます。パラ

レルハントグループを使用することで、1つのコールを複数の宛先に分岐できるため、これは
アプリケーションレベルの分岐とも呼ばれます。Cisco Unified CME 4.3よりも前のバージョン
では、SIP電話機のみがパラレルハントグループをサポートしています。UnifiedCiscoMobility
Express 4.3以降のバージョンでは、SCCP電話機も音声ハントグループをサポートします。

共有回線に ephone-dnオーバーレイ機能を使用することで、SCCP電話機でパラレルハントグ
ループに類似する機能を使用できます。「共有回線オーバーレイ（44ページ）」を参照して
ください。

Unified CiscoMobility Express 12.2以降、平行音声ハントグループは共有回線と混合共有回線を
サポートします。並行音声ハントグループの場合、共有回線と通常のディレクトリ番号を含む

最大32の通話ブラストがサポートされます。たとえば、3つの異なる電話機に割り当てられた
3つの共有回線を含む、20のディレクトリ番号で構成された音声ハントグループについて考え
てみます。このシナリオでは、共有回線のディレクトリ番号の数は 9 (3*3)と見なされます。
この場合、このハントグループの通話ブラストの合計数は 26のディレクトリ番号 (17 + 9)で
す。32の通話ブラスト制限を超えると、制限を超えた音声ハントグループのディレクトリ番号
に対して通話は発信されません。

通話対応機能
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次のパラレルハントグループの例では、発信者が内線番号 1000、内線番号 1001、1002、と順
にダイヤルすると、同時に呼び出しが行われます。応答する最初の内線番号が接続されます。

いずれの内線番号も応答しない場合、コールは内線番号 2000に転送されます。これは、ボイ
スメールサービス用の内線番号です。

voice hunt-group 4 parallel
pilot 1000
list 1001, 1002, 1003, 1004
final 2000
timeout 20

パラレルハントグループがサポートできる呼び出しコールの数は、SIP電話機でコール待機が
有効になっているかによって異なります。

コール待機が有効の場合（デフォルト）、パラレルハントグループは、特定の SIP電話機モ
デルでサポートされているコール待機コールの制限まで、複数のコールをサポートします。た

だし、エージェントがすでにコールを処理しているときに、多数のコールを待機中にしたくな

い場合、パラレルハントグループを使用して、コール待機を無制限に使用しないほうがよい

場合もあります。

コール待機が無効になっている場合、パラレルハントグループは、呼び出し中の状態のコー

ルを同時に 1つのみサポートします。（ハントグループ内の電話機の 1つによって）コールが
応答されると、2番めのコールが許可されます。2番め以降のコールは、ハントグループ内の
アイドル電話機のみを呼び出し、最初のコールに応答した話中の電話機をバイパスします（こ

の電話機は最初のコールに接続されているため）。2番めのコールが応答されると、3番めの
コールが許可され、パラレルハントグループ内のすべての電話機が話中になるまで、同様の

処理が続けられます。少なくとも1台の電話機がアイドル状態またはオンフック状態に戻るま
で、ハントグループは追加コールを受け入れません。

同じパラレルハントグループ内の2台以上の電話機が同じコールに応答しようとした場合は、
1台の電話機のみがそのコールに接続できます。接続できなかった電話機が後続のコールを受
信するには、オンフック状態に戻る必要があります。電話機がオンフック状態になる前に到着

したコールは、電話機に表示されません。たとえば、Phone1が元のコールに応答した後、Phone
2がオンフックに戻る前に 2番めのコールが到着すると、2番めのコールは Phone 2をバイパス
します（Phone 2がオフフック状態であるため）。

電話機がアイドルまたはオンフック状態に戻っても、応答を待機している次のコールと自動的

には再同期されません。たとえば、前のシナリオでは、Phone2がオンフックになったときに、
2番めのコールがまだ Phone 3を呼び出し続けている場合、2番めのコールが到着したときに
Phone 2はオフフックであったため、Phone 2は呼び出されません。

構成情報については、音声ハントグループの構成（74ページ）を参照してください。

音声ハントグループの表示と参加

電話機のメニューを使用すると SIP電話機と SCCP電話機の音声ハントグループ関連情報が表
示されます。次のハントグループ関連情報は、電話機のディスプレイで表示できます。

•名前

通話対応機能
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•パイロット番号

•ステータス

音声ハントグループが構成されている場合、電話機のサービスボタンを使用して、[My Phone
アプリ（My Phone Apps）]> [音声ハントグループ（Voice Hunt Groups）]の順に選択すると、
音声ハントグループ情報を表示できます。音声ハントグループのオプションを選択すると、音

声ハントグループの一覧が表示されます。

音声ハントグループには、ハントグループ名、パイロット番号、DNがハントグループのメン
バーかどうかを示す DNの状態が含まれます。この情報は、次のメソッドで表示されます。

• DNがハントグループの静的メンバーである場合、状態は #（シャープ）記号で表示され
ます。

• DNが動的メンバーの場合、ステータスは *（アスタリスク）記号で表示されます。

電話機のユーザーインターフェイスでは、次の操作を実行できます。

•音声ハントグループページに表示される Joinまたは Unjoinソフトキーを選択すると、
ユーザーは、音声ハントグループに参加・退出できます。上下のボタンを使用すると必要

な音声ハントグループを選択できます。

• Next/Previousソフトキーオプションを選択すると、音声ハントグループの次または前のレ
コードにアクセスできます。

電話機に音声ハントグループを表示するには、音声ハントグループ配下の phone-displayコマ
ンドを構成する必要があります。

制約事項と制限

• DNは、最大 6つの音声ハントグループに参加できます。

•表示されるハントグループ情報は、電話機のプライマリ回線のみに適用されます。

•プライマリDNは、電話機の [サービス（Service）]ボタンを使用して音声ハントグループ
に参加・退出できます。電話機に複数の DNが構成されている場合、プライマリ DN以外
の DNは、FAC標準にダイヤルすることによって音声ハントグループに参加できます。

•音声ハントグループ情報表示機能は、[My Phoneアプリ（My Phone Apps）]メニュー対応
の電話機のみに適用されます。たとえば、78xx、88xx電話機ファミリがサポートされてい
ます。ただし、69xx、39xx電話機ファミリはサポートされていません。

SCCP電話機で音声ハントグループを表示、参加、および不参加する
ためのユーザーインターフェイスを有効にする

この機能により、SCCP電話機のユーザーは、音声ハントグループに関連する情報を表示し、
電話機のメニューから音声ハントグループに参加または退出できます。この機能は、デフォル

通話対応機能
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トで有効にされています。この作業を実行する必要があるのは、この機能が電話機で無効に

なっている場合のみです。

始める前に

Cisco Unified CME 10.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone phone-tag

4. phone-ui voice-hunt-groups
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 3

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。

Router(config)# ephone 12

SCCP電話機ユーザーが、音声ハントグループに関
連する情報を表示したり、音声ハントグループに参

加または退出したりできるようにします。

phone-ui voice-hunt-groups

例：

Router(config-ephone)# phone-ui voice-hunt-groups

ステップ 4

•このコマンドは、デフォルトで有効になってい
ます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-ephone)# end
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例

次の例では、SCCP電話機で voice-hunt-groupsコマンドが有効になっていることを示
しています。

ephone-dn 10 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

ephone-dn 11 dual-line

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 10.5以降、SIP電話機はデフォルトで音声ハ
ントグループ情報を表示します。

（注）

SCCP電話回線キーのサービス URLボタンの構成
Cisco Unified SCCP電話機でサービス PLK機能の回線キーボタンを実装するには、次の手順を
実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone template template-tag

4. url-button index type| url [name]
5. exit
6. ephone phone-tag

7. ephone-template template-tag

8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

通話対応機能
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目的コマンドまたはアクション

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始して、ephoneテンプレートを作成します。

ephone template template-tag

例：

ステップ 3

• template-tag—作成される ephoneテンプレート
の固有識別子。範囲は 1～ 10です。

Router(config)# ephone template 5

回線キーのサービスURL機能ボタンを構成します。url-button index type| url [name]

例：

ステップ 4

• Index—一意のインデックス番号。範囲：1～
8。Router#(config-ephone-template)#url-button 1

myphoneapp

• typeサービス PLKボタンのタイプ。次のタイ
プの URLサービスボタンを使用できます。

Router(config-ephone-template)#url-button 2 em
Router(config-ephone-template)#url-button 3 snr
Router(config-ephone-template)#url-button 4
voicehuntgroups

• myphoneapp：電話機のユーザインターフェ
イスで設定された電話アプリケーション。

Router(config-ephone-template)#url-button 5
park-list
Router(config-ephone-template)#url-button 6
http://www.cisco.com • em：エクステンションモビリティ

• snr：シングルナンバーリーチ

• voicehuntgroups：音声ハントグループ情報

• park-list：パークされた通話

• url name—最大長が 31文字のサービス URL。

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-template)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 6

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意のシーケンス番号。

Router(config)#ephone 36

ephoneテンプレートを、設定する ephoneに適用し
ます。

ephone-template template-tag

例：

ステップ 7

Router(config-ephone)# ephone-template 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-ephone)# end
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例

次の例では、回線キー用に設定される 3つの URLボタンを示します。
!
!
!
ephone-template 5
url-button 1 em
url-button 2 mphoneapp mphoneapp
url-button 3 snr
url-button 4 voicehuntgroups
url-button 5 park-list
!
ephone 36
ephone-template 5

次のタスク

Cisco Unified CMEで電話機の URLボタンの設定が完了したら、電話機を再起動します。

SIP電話回線キーのサービス URLボタンの構成
Cisco Unified IP Phoneでサービス URL機能の回線キーボタンを実装するには、次の手順を実
行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register template template-tag

4. url-button [index number] [url location] [label]
5. exit
6. voice register pool phone-tag

7. template template-tag

8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始して、ephoneテンプレートを作成します。

voice register template template-tag

例：

ステップ 3

• template-tag—作成される ephoneテンプレート
の固有識別子。範囲は 1～ 10です。

Router(config)# voice register template 5

回線キーのサービスURL機能ボタンを構成します。url-button [index number] [url location] [label]

例：

ステップ 4

• xxxx — Cisco Mobility Expressの IPアドレス。
Router(config-register-temp)url-button 1
http://x.x.x.x:80/CMEserverForPhone/vhg_root_menu
VHG_List

•インデックス番号—1～ 8の一意のインデック
ス番号。

Router(config-register-temp)url-button 2
http://x.x.x.x:80/CMEserverForPhone/park_list
Park_List

• URL location —URLのロケーション。

• label —電話機に表示されるラベル名。

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-register-temp)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

voice register pool phone-tag

例：

ステップ 6

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。

Router(config)# voice register pool 12

ephoneテンプレートを電話機に適用します。template template-tag

例：

ステップ 7

• template-tag —手順 3で作成したテンプレート
の固有識別子。Router(config-register-pool)# template 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-register-pool)# end

例

次の例では、音声登録テンプレート 1で構成される URLボタンを示します。
Router# show run
!
voice register template 1

url-button 1 http://x.x.x.x:80/CMEserverForPhone/vhg_root_menu VHG_List
url-button 2 http://x.x.x.x:80/CMEserverForPhone/park_list Park_List
url-button 5 http://www.cisco.com Cisco
!
voice register pool 50
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!

次のタスク

CiscoUnifiedCMEで電話機のURLボタンの設定が完了したら、新しい構成ファイルを生成し、
電話機を再起動します。「SIP電話機用構成プロファイルの生成」を参照してください。

着信側音声ハントグループの名前に対するサポートを表示

音声ハントグループは、パイロット番号に関連付けられます。ただし、通話が音声ハントグ

ループから最終番号に転送される場合、音声ハントグループの名前との関連付けがないため、

転送番号は転送元の名前なしで送信されます。最終番号は、音声メール、基本自動着信呼分配

（BACD）または別の内線番号のフォームになる場合があります。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5では、発信元音声ハントグループパイロットの名前は、
音声ハントグループまたは ephoneハント構成モードで次のコマンドを構成することでサポー
トされます。

[no] name “primary pilot name” [secondary“secondary pilot name”]

セカンダリ名はオプションであり、セカンダリパイロット名が明示的に構成れていない場合、

プライマリパイロット名は両方のパイロット番号に適用されます。

次の例では、プライマリパイロット番号とセカンダリパイロット番号の両方にプライマリパイ

ロット名を構成します。

name SALES

次の例では、プライマリパイロット番号とセカンダリパイロット番号に異なる名前を設定して

います。

name SALES secondary SALES-SECONDARY

次の 3つの例に示すように、入力文字列の間にスペースがある場合は、引用符（"）を使
用します。

（注）

次の例では、プライマリパイロット番号の 2単語の名前とセカンダリパイロット番号の 1単語
の名前を関連付けます。

name “CUSTOMER SERVICE” secondary CS

次の例では、プライマリパイロット番号の 1単語の名前とセカンダリパイロット番号の 2単語
の名前を関連付けます。

name FINANCE secondary “INTERNAL ACCOUNTING”

次の例では、プライマリパイロット番号とセカンダリパイロット番号の2単語の名前を関連付
けています。
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name “INTERNAL CALLER” secondary “EXTERNAL CALLER”

構成情報については、名前と着信側音声ハントグループの関連付け（88ページ）を参照して
ください。

その他の構成例については、「名前と着信側音声ハントグループの関連付け（118ページ）」
を参照してください。

構成情報については、SCCP電話機での ephone-Huntグループの構成（63ページ）を参照して
ください。

次の showコマンドは、構成されたプライマリおよびセカンダリパイロット名を反映するよう
に変更されています。

• show ephone-hunt

• show voice hunt-group

ephoneハントグループと音声ハントグループの名前に関連する情報が電話機に送信され、電話
機のユーザーインターフェイスに表示されます。

•ディスプレイサポートは、音声ハントグループと ephoneハント構成モードの Cisco
Unified SCCP IP phoneに適用されますが、Cisco Unified SIP IP phoneではサポートさ
れません。

•発信者の電話機に表示される着信者名と着信者番号の情報は、既存の動作に従いま
す。着信者名と着信者番号は、連続したハントが呼び出し中の電話機の名前と番号を

反映するように更新されます。

制約事項

音声ハントグループの説明のサポート

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5では、音声ハントグループ構成モードで descriptionコ
マンドを使用して、音声ハントグループの説明を指定できます。

構成例については、音声ハントグループの説明を指定する例（119ページ）を参照してくださ
い。

音声ハントグループの最終エージェントへの国内通話転送の防止

国内通話または内部通話は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressシステムの Cisco Unified SIP
または Cisco Unified SCCP IP Phoneから発信される通話です。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以前は、no forward local-callsコマンドを ephone-huntグ
ループで構成し、次のエージェントに国内通話が転送されることを防いでいました。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以降では、変更構成モードまたはシーケンシャル音声ハ
ントグループモードで no forward local-calls to-finalコマンドを使用して、国内通話が最終接続
先に転送されないようになっています。
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no forward local-calls to-finalコマンドが、シーケンシャル音声ハントグループ構成モードで構
成され、ハントグループパイロット番号への国内通話が、rotary-hunt技術を使用して、グルー
プのメンバーリストのみに順次送信されます。音声ハントグループのすべてのグループメン

バーがビジーの場合、発信者に話中音が流れます。グループメンバーが応答可能であるが、応

答しない場合、発信者には、リングバックトーンが流れ、指定されたタイムアウト後に最終的

に切断されます。通話は、最終番号には転送されません。

no forward local-calls to-finalコマンドを、平行音声ハントグループ構成モード構成され、ハン
トグループパイロット番号への国内通話が、blast技術を使用して、グループのメンバーリスト
に同時送信されます。音声ハントグループのすべてのグループメンバーがビジーの場合、発信

者に話中音が流れます。グループメンバーが応答可能であるが、応答しない場合、発信者に

は、リングバックトーンが流れ、指定されたタイムアウト後に最終的に切断されます。通話

は、最終番号には転送されません。

構成情報については、音声ハントグループの最終エージェントへの国内通話転送の防止（90
ページ）を参照してください。

構成例については、パラレル音声ハントグループでの国内通話転送防止の例（118ページ）を
参照してください。

音声ハントグループエージェント統計情報のサポート強化

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.5以前は、合計ログイン時間と合計ログアウト
時間の統計は、Ephoneハントグループエージェントに対してのみサポートされていました。
Cisco Unified Cisco Mobility Express 11.5では、音声ハントグループエージェントに対しても、
合計ログイン時間と合計ログアウト時間の統計がサポートされます。

• show voice-hunt tag statisticsコマンドの出力を、統計で追加情報を表示できるように修正
します。

その他の構成例については、「音声ハントグループからの通話統計の例（125ページ）」を参
照してください。

Ephoneハントグループエージェント統計情報のサポート強化

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以前は、ephoneハントグループごとおよび ephone-hunt
グループエージェントごとに統計が維持されていました。統計には、エージェントの最大数と

最小数、平均応答時間、平均通話時間、平均保留時間が含まれていました。

Cisco Unified CiscoMobility Express 9.5では、Cisco Unified SCCP IP Phoneのハントグループエー
ジェント統計情報のサポートが拡張され、次の情報が含まれるようになりました。

•合計ログイン時間：特定のエージェントがハントグループにログインしてからの経過時間
（秒単位）を時間単位で表示します。

•合計ログアウト時間：特定のエージェントがハントグループからログアウトしてからの経
過時間（秒単位）が時間単位で表示されます。

show ephone-hunt tag statisticsの出力を、統計で追加情報を表示できるように修正します。
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その他の構成例については、「ハントグループエージェントごとの総ログイン時間と総ログア

ウト時間の表示例（120ページ）」を参照してください。

• Cisco Unified SRSTでの Cisco Unified SCCPおよび SIP IP Phoneの統計収集はサポー
トされていません。

制約事項

ハントグループエージェント応答可能オプション

3つのオプションを使用することで、ハントグループエージェントはハントグループに動的
に参加したり、脱退することができます。また、コールを受信しない受信不可状態を一時的に

設定することもできるため、柔軟性が高まります。

表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機能の比較 （27ページ）に、次のエージェン
トアベイラビリティ機能の比較を示します。

•動的 Ephoneハントグループのメンバーシップ（30ページ）

•複数音声ハントグループの動的参加または退出（31ページ）

• Ephoneハントグループのエージェント状態制御（33ページ）

•音声ハントグループのエージェント状態制御（34ページ）

• Ephoneハントグループの自動エージェント状態である応答不可（37ページ）

表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機能の比較

自動エージェントステータス

受信不可

エージェントステータス制

御

動的メンバーシップ比較要

素

エージェントの電話機によっ

て、指定された数のハントグ

ループ通話が応答されなかっ

た後、エージェントの電話機

を自動的に応答不可状態にし

ます。

エージェントが手動でトグ

ル動作をアクティブ化し

て、一時的に応答不可状態

にすることができます。こ

の状態では、ハントグルー

プ通話はエージェントの電

話機をバイパスします。

承認されたエージェント

がハントグループに参加

したり、グループから脱

退したりできるようにし

ます。

目的
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自動エージェントステータス

受信不可

エージェントステータス制

御

動的メンバーシップ比較要

素

エージェントBは、電話機を
手動で受信不可ステータスに

する前に、突然呼ばれて席を

立ちました。エージェント B
の電話機でハントグループ通

話に応答しなかった後、電話

機は、自動で応答不可状態に

変わり、今後のハントグルー

プ通話に表示提示されなくな

ります。エージェントBが戻
り、自分の電話機を受信可ス

テータスに戻します。

エージェント Aは午前 10
時に休憩を取り、休憩中に

電話機を応答不可状態にし

ました。休憩から戻ると、

エージェントAは電話機を
受信可状態に戻し、すぐに

ハントグループのコールを

もう一度受信し始めます。

エージェントAは、受信不
可ステータスになっている

間、自分のワイルドカード

スロットを保持します。

エージェント Aがハント
グループに午前 8時に参
加し、午後 1まで電話対
応をし、ハントグループ

から退出しました。エー

ジェント Aがハントグ
ループのメンバである

間、エージェント Aはハ
ントグループ用に設定さ

れた番号リストにあるワ

イルドカードスロットの

1つを占有しています。
午後 1時に、エージェン
ト Bは、エージェント A
がグループを脱退したと

きに放棄したもとの同じ

ワイルドカードスロット

を使用して、ハントグ

ループに参加します。

例

受信不可になったエージェン

トは、ハントグループのス

ロットを放棄しません。エー

ジェントが受信不可ステータ

スであるかどうかに関係な

く、エージェントはスロット

を占有し続けます。

受信不可状態になったエー

ジェントは、ハントグルー

プのスロットを放棄しませ

ん。エージェントが受信不

可ステータスであるかどう

かに関係なく、エージェン

トはスロットを占有し続け

ます。

ハントグループに参加し

ているエージェントは、

ハントグループリスト内

のワイルドカードスロッ

トを占有します。グルー

プを脱退したエージェン

トはスロットを放棄し、

他のエージェントがその

スロットを使用できるよ

うになります。

ハント

グルー

プス

ロット

のアベ

イラビ

リティ
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自動エージェントステータス

受信不可

エージェントステータス制

御

動的メンバーシップ比較要

素

auto logoutコマンドを使用し
て構成したハントグループの

メンバーであるエージェント

が、通話の指定番号に応答し

ない場合、エージェントの電

話機は自動で応答不可状態に

なります。エージェントは[ハ
ント（HLog）]ソフトキーま
たはFACを使用して受信可ス
テータスに戻ります。

[ハント（HLog）]ソフトキー
または FACが設定で有効に
なっていない場合、エージェ

ントは [サイレント（DND）]
ソフトキーを使用して受信可

ステータスに戻ります。

エージェントは [ハント
（HLog）]ソフトキーを使
用して、受信可と受信不可

の間でエージェントのス

テータスを切り替えます。

FACが有効な場合、エー
ジェントも HLog FACを使
用して、応答可能と応答不

可を切り替えることができ

ます。

[ハント（HLog）]ソフト
キーが有効ではない場合、

[サイレント（DND）]ソフ
トキーを使用して、エー

ジェントを受信不可ステー

タスにし、エージェントが

すべてのコールを受信しな

いようにすることができま

す。

承認されたエージェント

は機能アクセスコード

（FAC）を使用してハン
トグループに参加し、別

の FACを使用してハント
グループから脱退しま

す。

エー

ジェン

トをア

クティ

ブにす

る方法

システム管理者は、auto
logoutを使用して、ハントグ
ループに対して自動エージェ

ント状態の応答不可を有効に

します。

この機能は、デフォルトで無

効になっています。

SCCP電話機での ephone-Hunt
グループの構成（63ページ）
を参照してください。

音声ハントグループの構成

（74ページ）を参照してくだ
さい。

システム管理者は、

hunt-group logout コマンド
の HLogキーワードを使用
して、HLogソフトキーが
電話機のディスプレイに表

示されるようにし、facコ
マンドを使用して、標準

FACを有効化するか、カス
タムFACを作成できます。

「SCCP電話機での
ephone-Huntグループの構
成（63ページ）」を参照
してください。

システム管理者は、listコ
マンドを使用して、最大

20のワイルドカードス
ロットをハントグループ

に構成し、ephone-hunt
loginコマンドを使用し
て、特定のディレクトリ

番号がこれらのワイルド

カードスロットを使用す

るよう許可します。

「SCCP電話機での
ephone-Huntグループの構
成（63ページ）」を参照
してください。

設定
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自動エージェントステータス

受信不可

エージェントステータス制

御

動的メンバーシップ比較要

素

システム管理者は、auto
logout コマンドを使用して、
エージェントの状態が応答不

可に変更される条件となる通

話の無応答数を指定できま

す。また、この機能が動的ハ

ントグループ、または静的ハ

ントグループ、あるいはそれ

らの両方のいずれに適用され

るのかを指定できます。

システム管理者は、

hunt-group logoutコマンドを
使用して、応答信不可状態へ

の自動変更も DNDモードの
電話機に構成されるかどうか

を指定できます。

システム管理者は、softkeys
コマンドを使用して、個々

の電話機での HLogソフト
キーの表示位置を変更した

り、非表示にしたりできま

す。

システム管理者は、エー

ジェントがハントグルー

プに参加したり、グルー

プから脱退したりするた

めに使用できるカスタム

FACを作成できます。

オプ

ション

のカス

タマイ

ズ

動的 Ephoneハントグループのメンバーシップ

ハントグループを使用すると、着信コールに応答する内線番号のプールをセットアップできま

す。最大 20個のワイルドカードスロットをハントグループの内線番号リストに追加して、動
的グループメンバーシップを行えるようにします。これにより、認可された電話機ユーザは、

空いているワイルドカードスロットを使用できるときは必ずハントグループに参加できるよ

うになり、いつでも自由に脱退できるようになります。グループに参加している各電話機ユー

ザは、1つのスロットを占有します。スロットを使用できない場合、ユーザがグループに参加
しようとすると、ビジー信号が流れます。

ハントグループで動的メンバーシップを使用できるようにするには、次の3つのステップを実
行します。

1. ephoneハント構成モードで listコマンドを使用すると、ハントグループで最大 20までのワ
イルドカードスロットを指定できます。

2. 動的にハントグループに参加・退出できる各ディレクトリ番号で、ephone-hunt loginコマ
ンドを使用します。ディレクトリ番号はデフォルトでは、ephoneハントグループへの参加
は許可されていないため、ハントグループにログインできるようにするディレクトリ番号

ごとに、この動作を明示的に許可する必要があります。

3. fac standardコマンドを使用すると、標準 FACまたはカスタム FACを定義する fac custom
コマンドを有効にします。エージェントが FACを使用して ephoneハントグループへの参
加・退出を許可するには、FACを有効にする必要があります。

通話対応機能

30

通話対応機能

動的 Ephoneハントグループのメンバーシップ



ephoneハントグループに動的に参加するには、電話機ユーザーは標準 FACまたはカスタム
FACにダイヤルしてハントグループに参加します。ephoneハントグループに参加するための
標準 FACは、*3です。

動的メンバーショップを許可する複数のephoneハントグループが作成された場合、電話機ユー
ザーは、ephoneハントグループパイロット番号にもダイヤルする必要があります。たとえば、
ephoneハントグループが定義された後に、電話機ユーザーが *38000をダイヤルして、販売ハ
ントグループに参加したとします。

voice hunt-group 24 sequential
pilot 8000
list 8001, 8002, *, *
description Sales Group
final 9000

voice hunt-group 25 sequential
pilot 7000
list 7001, 7002, *, *
description Service Group
final 9000

ephoneハントグループから退出するには、電話機ユーザーは、標準 FACまたはカスタム FAC
をダイヤルします。ephoneハントグループから退出するための標準 FACは、#3です。「ソフ
トキーのカスタマイズ」を参照してください。

動的メンバーシップ機能は、エージェントステータス制御機能や自動エージェントス

テータス受信不可機能とは異なります。表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機
能の比較 （27ページ）に、機能の比較を示します。

（注）

複数音声ハントグループの動的参加または退出

Cisco Unified Cisco Mobility Express 10.5以降のバージョンでは、電話機が音声ハントグループ
に動的に参加するためのサポートが追加されています。この機能は、SIP電話と SCCP電話の
両方でサポートされています。単一のDNは、複数の音声ハントグループに動的に参加および
退出できます。このアクションは、最大 6つの異なる音声ハントグループで実行できます。

単一の SCCPまたは SIP DNは、音声ハントグループのパイロット番号を持つ既存の FAC標準
を使用して、複数の音声ハントグループに動的に参加できます。電話機のプライマリDNは、
サービスボタンを使用して、My Phoneアプリの [音声ハントグループ情報表示（Voice Hunt
Group information display）]ページにある Joinまたは Unjoinソフトキーを使用しても音声ハン
トグループに参加および退出できます。

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 10.5以降では、動的エージェントがハントグルー
プに参加すると、ステータスメッセージが SCCP電話機に表示されます。SIP電話機のハント
グループに参加する動的エージェントのステータスメッセージ表示のサポートは、CiscoUnified
Cisco Mobility Expressリリース 11.6以降でサポートされています。
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SIPまたは混合共有回線 DN（複数回線）が複数の音声ハントグループに参加する場合、電話
機のインターフェイスに着信番号情報が 5秒間表示されます。SCCP電話機の場合、電話機の
プライマリ回線の音声ハントグループ関連情報が表示されます。

ハントグループを使用すると、着信コールに応答する内線番号のプールをセットアップできま

す。最大32までのワイルドカードスロットを音声ハントグループ内線番号リストに入力して、
動的グループメンバーシップを許可します。これにより、ワイルドカードスロットが空いてい

るときはいつでも、電話機ユーザーは音声ハントグループに参加または退出できます。グルー

プに参加している各電話機ユーザは、1つのスロットを占有します。スロットが空いていない
場合、ユーザーは、グループに参加できません。

音声ハントグループの動的メンバーシップを許可するには、3つの手順を実行します。

1. 音声ハント構成モードで listコマンドを使用して、ハントグループで 32までもワイルド
カードスロットを指定します。

2. ハントグループへの動的参加や退出を許可する各ディレクトリ番号で voice-hunt-groups
loginコマンドを使用します。デフォルトでは。ディレクトリ番号はハントグループへの参
加は許可されていないため、音声ハントグループに参加・退出できるようにする各ディレ

クトリ番号にこの動作を明示的に許可する必要があります。

3. fac standardコマンドを使用すると、標準 FACまたはカスタム FACを定義する fac custom
コマンドを有効にします。FACを有効にすると、エージェントは、それを使用して、ハン
トグループに参加・退出できます。

音声ハントグループに動的参加するには、電話機ユーザーは、標準またはカスタム FACにダ
イヤルし、音声ハントグループに参加します。音声ハントグループに参加する標準FACは、*3
です。

動的エージェントが複数の音声ハントグループを構成した場合、電話機ユーザーは、音声ハン

トグループパイロット番号をダイヤルする必要があります。動的エージェントがSIP電話機で
1つのみ音声ハントグループを構成した場合、FACだけで十分です。一方、SCCP電話では、
パイロット番号は必須です。次の音声ハントグループが定義された場合、電話機ユーザーは、

*38000をダイヤルして、販売ハントグループに参加します。
voice hunt-group 24 sequential
pilot 8000
list 8001, 8002, *, *
description Sales Group
final 9000

voice hunt-group 25 sequential
pilot 7000
list 7001, 7002, *, *
description Service Group
final 9000

音声ハントグループから退出するには、電話機ユーザーは、標準 FACまたはカスタム FACを
ダイヤルします。すべてのハントグループから退出する標準 FACは、#3です。「ソフトキー
のカスタマイズ」を参照してください。DNが複数の音声ハントグループに参加している場合、
特定の音声ハントグループから退出するには、ユーザーは、標準 FACの #4の後に、パイロッ
ト番号をダイヤルします。
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Unified Cisco Mobility Express 12.2以降、SIP、SCCP、および混合（SIPと SCCPの両方）の共
有 DNは、音声ハントグループに動的に参加または退出できます。

Ephoneハントグループのエージェント状態制御

[エージェント状態制御（Agent StatusControl）]機能を使用すると、ephoneハントグループエー
ジェントは電話機が受信可状態または受信不可状態のいずれであるかを制御できます。受信可

ステータスの電話機は、ハントグループからのコールを受信できます。受信不可ステータスの

電話機は、ハントグループからのコールをブロックします。エージェントは、短時間の休憩

中、またはハントグループのコールを受信したくない他の一時的な中断中に、受信不可ステー

タスを使用する必要があります。

電話機を受信不可ステータスにしたエージェントは、ハントグループリスト内のスロットを

放棄しません。

エージェントは、HLogソフトキーまたはDNDソフトキーを使用して電話機を応答不可状態に
変更できます。HLogソフトキーを使用して、電話機を応答不可状態にした場合、この電話機
では、ハントグループ通話は受信しませんが、その他の通話は受信します。[サイレント（DND）]
ソフトキーを使用すると、電話機は受信可ステータスに戻されるまで、すべてのコールを受信

しなくなります。[ハント（HLog）]および [サイレント（DND）]の各ソフトキーを使用して、
機能を切り替えることができます。電話機が受信可ステータスである場合にキーを押すと、電

話機は受信不可ステータスになり、その反対にも切り替えることができます。

DNDソフトキーは、電話機でデフォルトで表示されますが、HLogソフトキーは、構成時に
hunt-group logoutコマンドを使用して有効化する必要があります。コマンドには次のオプショ
ンがあります。

• HLog—HLogソフトキーと DNDソフトキーの両方を、アイドル、補足、接続済み通話状
態の電話機で有効にします。HLogソフトキーを押すと、電話機は応答可能状態から応答
不可状態に変わるか、応答不可状態から応答可能状態に変わります。電話機が受信不可ス

テータスである場合、ハントグループからのコールは受信しませんが、ハントグループ

を通さずに着信するコール（内線番号を直接ダイヤルしたコール）は受信できます。必要

であれば、電話機へのすべてのコールをブロックする [サイレント（DND）]ソフトキー
を使用することもできます。

• DND—電話機でDNDソフトキーのみを有効化します。[サイレント（DND）]ソフトキー
でも、電話機が受信可ステータスから受信不可ステータスに変化したり、受信不可ステー

タスから受信可ステータスに変化しますが、電話機はハントグループの外部からのコール

を含めて、すべての着信コールを受信しなくなります。

ソフトキーの表示がない電話機では、FACを使用してステータスを受信可から受信不可に切り
替えたり、受信可に戻すことがきます。facコマンドは、telephony-service構成モードのでみ構
成し、FACの表示セットを有効化するかカスタム FACを作成します。ディレクトリ番号（内
線番号）レベルで受信不可ステータスを切り替える標準 FACは *4で、ephoneレベル（電話機
のすべてのディレクトリ番号）で受信不可ステータスを切り替える標準 FACは *5です。「次
の作業（137ページ）」を参照してください。
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エージェントステータス制御機能は、動的メンバーシップ機能や自動エージェントス

テータス受信不可機能とは異なります。表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機
能の比較 （27ページ）に、機能の比較を示します。

（注）

音声ハントグループのエージェント状態制御

エージェントステータス制御機能を使用すると、音声ハントグループエージェントは電話機が

応答可状態または応答不可状態のいずれであるかを制御できます。受信可ステータスの電話機

は、ハントグループからのコールを受信できます。受信不可ステータスの電話機は、ハント

グループからのコールをブロックします。エージェントは、短時間の休憩中、またはハントグ

ループのコールを受信したくない他の一時的な中断中に、受信不可ステータスを使用する必要

があります。

電話機を受信不可ステータスにしたエージェントは、ハントグループリスト内のスロットを

放棄しません。

エージェントは、HLogソフトキーまたはDNDソフトキーを使用して電話機を応答不可状態に
変更できます。HLogソフトキーを使用して、電話機を応答不可状態にした場合、この電話機
では、ハントグループ通話は受信しませんが、その他の通話は受信します。エージェントが

DNDボタンを使用した場合、電話機は応答不可状態となり、ハントグループ通話は、ルート
されません。ただし、通常の通話や直接の通話はルートされますが、音声通知はありません。

DNDソフトキーは、電話機でデフォルトで表示されますが、HLogソフトキーは、構成時に
hunt-group logoutコマンドを使用して有効化する必要があります。コマンドには次のオプショ
ンがあります。

• HLog—HLogソフトキーとDNDソフトキーの両方をアイドル状態、呼び出し状態、接続
住通話状態の電話機で有効化します。HLogソフトキーを押すと、電話機は応答可能状態
から応答不可状態に変わるか、応答不可状態から応答可能状態に変わります。電話機が受

信不可ステータスである場合、ハントグループからのコールは受信しませんが、ハント

グループを通さずに着信するコール（内線番号を直接ダイヤルしたコール）は受信できま

す。DNDソフトキーは、直接通話の音声通知を抑制します。

• DND—電話機で DNDソフトキーのみを有効化します。DNDソフトキーは、音声ハント
グループ通話に対して、電話機を応答可能状態から応答不可状態または、応答不可状態か

ら応答可能状態に変更します。電話機は、内線番号に直接ダイヤルする通話を受信しま

す。

ソフトキーの表示がない電話機では、FACを使用してステータスを受信可から受信不可に切り
替えたり、受信可に戻すことがきます。FACの表示セットを有効化するかカスタム FACを作
成するには、telephony-service構成モードで構成した facコマンドを使用する必要があります。
応答不可状態をトグルする標準 FACは、*4で、電話機レベル（電話機のすべてのディレクト
リ番号）で応答不可状態をトグルする標準 FACは、*5です。「次の作業（137ページ）」を
参照してください。

通話対応機能

34

通話対応機能

音声ハントグループのエージェント状態制御



Cisco Unified Cisco Mobility Express 10.5以降、SCCPおよび SIP電話機は、音声ハントグループ
のエージェント状態制御でサポートされます。SCCP電話機は、HLogまたはDNDソフトキー、
または標準またはカスタム FACを使用して、電話機レベルだけでなく回線レベルでも、音声
ハントグループにログインまたは音声ハントグループからログアウトできます。一方、SIP電
話機は、回線レベルでのみ、標準またはカスタム FACのみを使用して、音声ハントグループ
にログインまたは音声ハントグループからログアウトできます。

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6以降では、HLogソフトキーまたは FACを使
用した音声ハントグループの場合、SIP電話機もエージェント状態制御でサポートされます。
したがって、SIP電話機は、HLogソフトキー、機能ボタン、または電話機レベルの FACを使
用して、音声ハントグループからログアウトまたはログインできます。電話機が1つまたは複
数の回線で構成されていて、これらの回線が音声ハントグループのメンバーである場合、電話

機レベルのログアウトまたはログインにより、電話機のすべての回線がログアウトまたはログ

インします。

SIPまたは SCCP電話機でHLog機能を機能させるには、hunt-group logout HLogでコマンドを
構成する必要があります。ユーザーがハントグループからログアウトすると、ユーザーがハン

トグループからログアウトしたことを示すメッセージが電話機に表示されます。ユーザーがハ

ントグループにログインすると、エージェントの電話に、ユーザーがハントグループにログイ

ンしていることを示すメッセージが表示されます。Unified CiscoMobility Express 12.1以前のリ
リースでは、音声ハントグループの一部である電話番号が電話機間で共有されている場合、電

話機レベルでのログアウトは許可されません。

Unified CiscoMobility Express 12.2以降のリリースでは、音声ハントグループの一部であるいず
れかの電話番号が共有回線である場合、共有回線を除くすべての回線の電話レベルでログアウ

トが許可されます。音声ハントグループの共有回線状態（常にログイン状態）は、エージェン

ト状態制御機能を使用して切り替えることはできません。共有回線が混在する SCCP電話機
は、電話回線（共有回線を除く）の回線レベルのログアウトのみをサポートしますが、共有回

線が混在するSIP電話機は、電話回線（共有回線を除く）の電話レベルのログアウトをサポー
トします。

FACを有効にするには、fac standardまたは fac customコマンドを使用して、テレフォニー
サービス構成モードで標準またはカスタム FACを構成する必要があります。

SIPおよび SCCP電話の動作は、次のシナリオで異なります。

•電話機の DNがハントグループのメンバーではなく、電話機に HLog機能ボタンが構成さ
れている場合、SIP電話機では電話機の LEDがオフになり、SCCP電話機ではオンになり
ます。

• SIP電話機がすでにログイン状態にある場合、その電話機（音声ハントグループ内）のDN
に新しく参加すると、自動的にログイン状態になります。

• SIP電話機がすでにログアウト状態になっている場合、その電話機（音声ハントグループ
内）の DNに新しく参加すると、自動的にログアウト状態になります。

• SCCP電話機がログアウト状態かログイン状態かに関係なく、音声ハントグループに参加
しているその電話機のDNは、以前の状態（ログアウトまたはログイン）を維持します。
たとえば、DN8002がログアウト状態のボイスハントグループ1のメンバーである場合、
8002は音声ハントグループ2に参加してもログアウト状態のままになります。同じ電話機
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（どのハントグループにも属していなかった）のDN8001が音声ハントグループに参加す
ると、ログイン状態になります。

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6以降、回線レベルのログアウトまたは
FAC *4を使用したログインは、SIP電話機ではサポートされません（SCCP電話機でのみ
サポートされます）。SIP電話機は、電話レベルのログアウトまたは FAC *5を使用した
ログインのみをサポートします。

（注）

エージェント状態制御用の hlog-blockコマンドまたは voice hunt-groupを使用します。voice
hunt-groupのこのコマンドを有効化するには、音声ハントグループのログアウトまたはログイ
ン機能を無効化します。たとえば、HLogソフトキー（または FAC）を使用したログアウトま
たはログイン機能を制限する必要がある音声ハントグループのhlog-blockコマンドを使用でき
ます。デフォルトでは、hlog-blockコマンドは無効です。

エージェントステータス制御機能は、動的メンバーシップ機能や自動エージェントス

テータス受信不可機能とは異なります。表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機
能の比較 （27ページ）に、機能の比較を示します。

（注）

Ephoneハントグループのメンバーのログアウト

ephoneハントで構成されたすべてのメンバーは、デフォルトで HLoginで初期化されます。
ephoneハントグループの非共有静的メンバーまたはエージェントは、[メンバーのログアウト
（Members Logout）]機能を使用して、Hlogoutの初期状態で構成できます。この機能を有効化
するには、ephone-hunt構成で構成されたmembers logout CLIコマンドを使用できます。 Cisco
Unified Cisco Mobility Expressリリース 9.1以降、ephoneハントグループでメンバーのログアウ
トがサポートされています。

メンバーのログアウトは、共有 DNには使用できません。また、listおよび hunt-group logout
DNDの CLIコマンドが構成されている場合、この機能は、サポートされません。

音声ハントグループのメンバーのログアウト

音声ハントグループで構成されたすべてのメンバーは、デフォルトで HLoginで初期化されま
す。音声ハントグループの非共有静的メンバーまたはエージェントは、[メンバーのログアウ
ト（Members Logout）]機能を使用して、Hlogout初期状態で構成できます。この機能を有効に
するには、音声ハントグループ構成モードで設定された CLIコマンド members logoutを使用
します。Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6以降、音声ハントグループでメン
バーのログアウトがサポートされます。

SIP電話機のハントグループのメンバーがCLIコマンドmembers logoutを使用してログアウト
すると、ハントグループのその電話機の他のすべてのDNもログアウトされます。これは、SIP
電話が電話レベルのログアウトのみをサポートしているためです。SCCP電話機の場合、CLI
コマンド members logoutで構成された DNだけがハントグループからログアウトされます。
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SCCP電話機は回線レベルのログアウトをサポートしているため、他のメンバー DNはログア
ウトしません。

メンバーのログアウトは、共有DNには使用できません。CLIコマンド hunt-group logout DND
が構成されている場合、この機能はサポートされません。また、members logout コマンドが
構成されている場合は、CLIコマンド listを構成できません。

Ephoneハントグループの自動エージェント状態である応答不可

CiscoUnified CME4.0よりも前のバージョンでは、この機能は自動ハントグループログアウト
と呼ばれていました。auto logoutコマンドがハントグループに対して有効で、timeoutコマン
ドで指定された時間制限内にそのハントグループの通話に電話機が応答しなかった場合、電話

機は DNDモードになります。

Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、この機能の名前と動作は変更されましたが、
Cisco IOSコマンドは同じです。auto logoutコマンドで、ディレクトリ番号のエージェント状
態が自動的に応答不可に変更される条件となる、ハントグループ通話に対する無応答数を指定

できるようになりました。自動エージェント状態応答不可を動的ハントグループメンバ（list
コマンドでワイルドカードスロットを使用してログインするメンバー）に限定するか、静的ハ

ントグループメンバ（ listコマンドで明示的に指定されるメンバー）に限定することができま
す。あるいは、この動作をすべてのハントグループメンバーに適用することができます。

関連コマンドである hunt-group logoutは、応答不可状態に自動変更される電話機がDNDモー
ドになるかどうかを指定します。受信不可ステータスの電話機はハントグループからのコール

を受け入れませんが、内線番号を直接ダイヤルしたコールは受け入れます。DNDモードの電
話機は、すべてのコールを受け入れません。hunt-group logoutコマンドが使用されなかった場
合、自動で応答不可状態になる電話機は、デフォルトで DNDモードにも設定されます。

受信不可ステータスに自動的に設定される電話機のエージェントは、ハントグループリスト

内のスロットを放棄しません。

自動エージェントステータス受信不可機能は、動的メンバーシップ機能やエージェント

ステータス制御機能とは異なります。表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機能
の比較 （27ページ）に、機能の比較を示します。

（注）

音声ハントグループの自動エージェント状態である応答不可

Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6以降、自動ハントグループログアウトは音声
ハントグループでサポートされます。auto logoutCLIコマンドがハントグループに対して有効
な場合、ディレクトリ番号のEメールアドレスが、自動で応答不可に変更される条件となる、
ハントグループ通話の継続的な無応答数を指定します。auto logoutコマンドで構成される無応
答呼び出し数の範囲は、1～20です。自動ログアウトに値が構成されていない場合、デフォル
ト値である 1が適用されます。

音声ハントグループで、auto logoutコマンドが有効な場合、自動ログアウト動作は、すべての
ハントグループメンバー（静的メンバーと動的メンバー）に適用されます。
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関連コマンドである hunt-group logoutは、電話機が応答不可状態に自動変更されたかどうか
を指定します。応答不可状態の電話機は、ハントグループからの通話を受け付けませんが、内

線番号に直接ダイヤルした通話には応答できます。

hunt group logout HLogが構成されている場合、auto logoutコマンドで指定した無応答呼び出
し数を超えると、そのハントグループの DNはログアウト状態になります。hunt group logout
DNDが構成されている場合、auto logoutコマンドで指定した無応答呼び出し数を超えると、
電話機は、DNDモードになり、DNDメンバーをログアウトします。ハントグループのメン
バーがログアウトされている場合、メンバーは、HLogソフトキー、FAC、機能ボタンまたは
DNDソフトキーを使用して再度ログインできます。

受信不可ステータスに自動的に設定される電話機のエージェントは、ハントグループリスト

内のスロットを放棄しません。エージェントが準備完了状態に戻ると、音声ハントグループは

エージェントの DNへの通話信を再開します。

通話ハントが進行中のシーケンシャル、ピア、または最長アイドル構成モードの音声ハントグ

ループを検討してください。次に、通話に応答しないエージェントに対して、自動ログアウト

数が増分されます。通話に応答したエージェントに対しては、自動ログアウト数は増分しませ

ん。こおのシナリオでは、エージェントは、 SCCP DNまたは SIP DNのいずれかです。

ハントグループのすべてのログインしたDNに進行中の通話ブラストがあるパラレル構成モー
ドの音声ハントグループを考えてみましょう。エージェントの誰かが通話に応答した場合、そ

のハントグループの他の残りのエージェントに対して自動ログアウト数は増分されません。た

だし、どのエージェントも通話に応答しない場合、自動ログアウト数は、すべてのログイン済

みエージェントに対して増分されます。この場合、エージェントは SCCP DNまたは SIP DN
のいずれかです。

自動エージェントステータス受信不可機能は、動的メンバーシップ機能やエージェント

ステータス制御機能とは異なります。表 4 :ハントグループエージェントの応答可否機能
の比較 （27ページ）に、機能の比較を示します。

（注）

SIP電話機でのすべてのエージェントログアウトディスプレイ

Unified Cisco Mobility Express 12.2リリースから、「すべてのエージェントがログアウト済み
（All agents logged out）」ステータスメッセージが SIP電話機で表示されます。この機能は、
Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータの Unified Cisco Mobility Express用 Cisco 8800 Series
IP Phoneでサポートされています。たとえば、3つの異なる IP Phoneに構成された 3つのディ
レクトリ番号（DN）4002、4003、および 4004を持つ音声ハントグループについて考えてみま
す。音声ハントグループの最後のメンバーがログアウトした際、「すべてのエージェントがロ

グアウト済み（All agents logged out）」というメッセージがハントグループのすべてのメン
バーに回線レベルで表示されます。すべてのメンバーがログアウトしている音声ハントグルー

プの DNの 1つで不在転送が有効な場合。電話機の回線レベルのディスプレイは、「すべて
のエージェントがログアウト済み（All agents logged out）」メッセージと「ディレクトリ番号
に転送（Forwarded to directory number）」メッセージ間で切り替わります。切り替え前のメッ
セージ表示時間は 1.5秒です。SIP電話機の「すべてのエージェントがログアウト済み（All
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agents logged out）」表示では、ローカリゼーションがサポートされています。詳細について
は、図を参照してください。

図 6 : SIP電話機の「すべてのエージェントがログアウト済み（All agents logged out）」メッセージ

Ephoneハントグループの通話の提示

Ephoneハントグループ構成モードで構成された電話機の場合、通話の提示は present-call の
CLIコマンドを使用してサポートされます。CLIコマンドが構成されている場合、ephoneハン
トグループからの通話は、すべての回線がオンフックまたはアイドル状態の場合にのみ表示さ

れます。

idle-phoneを CLIコマンドである present-call のサブモードオプションとして構成すると、
hunt-group回線が表示される電話機ですべての回線がアイドル状態の場合のみ、ephone-huntグ
ループからの通話が提示されます。このオプションは、buttonmコマンドを使用して電話機に
構成された監視対象回線を無視します。

onhook-phoneをCLIコマンドである present-call のサブモードオプションとして構成すると、
番号が表示される電話機がオンフック状態の場合のみ、ephone-huntグループからの通話が提示
されます。このキーワードが設定されると、ハントグループと関連しない呼び出し中または保

留状態のコールによって、ephoneハントグループからのコールが表示されなくなることはあ
りません。

音声ハントグループの通話の提示

音声ハントグループ構成モードで構成した電話機の場合、CLIコマンド present-call を使用し
て、通話の提示をサポートします。この機能は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース
11.6以降でサポートされています。present-call CLIコマンドが構成されている場合、音声ハ
ントグループからの通話は、ハントグループ回線が表示される電話機ですべての回線がアイド

ルの場合のみ、提示されます。
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present-call CLIコマンドが構成されていない場合、音声ハントグループ通話は、電話機の別
の電話回線の状態を考慮せずに表示されます。したがって、音声ハントグループは、音声ハン

トグループのリスト内の番号に対応する電話回線（ephone-dnまたは音声登録 dn）が利用可能
な際に、ephoneまたは音声登録プールへの通話を提示します。よって、present-call CLIコマ
ンドを構成する際は、ハントグループ通話が未応答にならないようにするための追加制御を取

得できます。

夜間サービス

[夜間サービス（night-service）]機能を使用すると、「夜間サービス」時間として指定した時間
内に無人になる内線番号に対してサービス提供範囲を提供できます。夜間サービス時間中、夜

間サービスディレクトリ番号または夜間サービス回線として知られる専用内線番号への通話

は、「バースト」という特殊な呼び出し（SCCP電話機および SIP電話機）をこの特殊な呼び
出しを受けるように指定された夜間サービス電話機に送信します。ナイトサービス電話機の電

話機ユーザは、コールピックアップ機能を使用して、ナイトサービスディレクトリ番号から

の着信コールに応答できます。

たとえば、[夜間サービス（night-service）]機能を使用すると、残業をしている従業員は、無人
の受付用電話機に発信された通話を代行受信して応答できます。この機能は、すべての公衆電

話交換網（PSTN）の着信通話を受付担当が転送しなければならない拠点で有効活用できます。
これは、すべてのダイヤルイン方式（DID）通話が、Cisco Unified Cisco Mobility Expressシス
テムのPSTNに公開されていないからです。夜間サービスキューとして指定された時間中に無
人受付電話に着電した場合、呼び出しバーストは、指定した電話機一式に着信通話の通話を行

います。どのナイトサービス電話機の電話機ユーザも、コールピックアップ機能を使用して

コールを代行受信できます。コールが応答されるか、中断されるまで、ナイトサービスコー

ル通知は 12秒ごとに送信されます。

ユーザはナイトサービスコードを入力して、ナイトサービスに割り当てられている回線を持

つどの電話機からも、手動でナイトサービス処理をオフおよびオンに手動で切り替えられま

す。Cisco Cisco Mobility Express 3.3以前は、夜間サービスコードを使用すると、そのコードが
入力された電話機のディレクトリ番号からのみでしか、夜間サービスのオン/オフを切り替え
ることができませんでした。Cisco Cisco Mobility Express 3.3以降のバージョンでは、夜間サー
ビスディレクトリ番号が設定されている任意の電話機で夜間サービスコードを使用すると、夜

間サービスディレクトリ番号が設定されているすべての電話機で、夜間サービスのオン/オフ
を切り替えることができます。Unified Cisco Mobility Express 11.5以降、[夜間サービス（night
service）]機能は、SCCP電話機とともに SIP電話機でサポートされます。

SIP電話と SCCP電話の混合配置は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6からサ
ポートされています。SIP電話と SCCP電話の任意の組み合わせは、着信通話、無人の DN、
およびエージェントの電話全体でサポートされます。夜間サービスが有効になっているDNの
場合、通知は、混合配置で夜間サービスエージェントとして指定されている SIP電話と SCCP
電話の両方に送信されます。

図 7 : SCCP電話機の夜間サービス（41ページ） SCCP電話機の夜間サービスを表していま
す。

通話対応機能

40

通話対応機能

夜間サービス



図 7 : SCCP電話機の夜間サービス

図 8 : SIP電話機の夜間サービス（42ページ）は、SIP電話機の夜間サービスを表していま
す。
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図 8 : SIP電話機の夜間サービス

オーバーレイ ephone-dn
オーバーレイephone-dnは、1台の電話機で同じボタンを共有するディレクトリ番号です。オー
バーレイ ephone-dnを使用すると、着信コールを受信し、進行中のコールを行うことができま
す。1つの電話機ボタンには、最大で 25個の ephone-dnを割り当てることができます。これら
には、同じ内線番号を指定することも、異なる番号を指定することもできます。同じephone-dn
を複数の電話機に表示することも、複数の電話機に同じセットのオーバーレイ ephone-dnを指
定することもできます。

オーバーレイされた ephone-dnsが着信通話によって使用される順番は、preferenceおよび
huntstopの通話ハントコマンドによって決まります。たとえば、ephone-dn 1から ephone-dn 4
までに同じ内線番号 1001を設定します。これらの電話は、button 1o1,2,3,4コマンドを使用し
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て構成されます。1001へのコールが行われると、プリファレンスが最も高い ephone-dnの呼び
出し音が鳴り、オンフック状態のすべての電話機に発信者 IDが表示されます。1番目の通話
が進行中に、別の通話が 1001に着信すると（および最優先設定の 1番目の ephone-dnがno
huntstopコマンドで構成されていると）、2番目の通話は、次に優先順序が高い優先設定の
ephone-dnに転送され、それ以降も同様に処理されます。詳細については、コールハント（5
ページ）を参照してください。

ephone-dnオーバーレイの ephone-dnで異なる番号が使用されると、着信コールはプリファレン
スが最も高い ephone-dnに送られます。優先設定が構成されていない場合、dial-peer huntコマ
ンド設定を使用して、着信通話に使用する ephone-dnsを判断します。dial-peer huntコマンド
のデフォルト設定は、発信者番号と一致する ephone-dnsをランダムに選択することです。

ephone-dnsの検索を続行または停止する場合、各 ephone-dnのno huntstop およびhuntstop
コマンドを個別に使用します。ハントストップ設定は、テレフォニーサービスモードの、

ephone-dnコマンドに影響されるダイヤルピアのみに適用されます。グローバル設定モー
ドで設定されたダイヤルピアは、グローバル設定のハントストップ設定に従います。

（注）

図 9 :オーバーレイ ephone-dn（単純なケース）（43ページ）に、2つのディレクトリ番号を
持ち、2台の電話機で共有されている 1つの番号を持つオーバーレイセットを示します。
ephone-dn 17にはデフォルトのプリファレンス値 0が設定されているため、内線番号 1001への
最初のコールを受信します。電話機 9の電話機ユーザはそのコールに応答します。内線番号
1001への 2番めの着信コールはディレクトリ番号 18を使用して電話機 10で応答できます。

図 9 :オーバーレイ ephone-dn（単純なケース）

コールが ephone-dnで応答されると、その ephone-dnは、ephone-dnをオーバーレイモードで共
有している他の電話機に使用できなくなります。たとえば、内線番号 1001が電話機 1によっ
て応答されると、内線番号 1001の発信者 IDが電話機 1に表示され、電話機 2と電話機 3の画
面からは削除されます。内線番号1001（ephone-dn17）へのコールに関連するすべてのアクショ
ンが電話機 1にのみ表示されます。電話機 1によって内線番号 1001が保留状態になると、他
の電話機は単純な共有回線ピックアップを使用して保留状態のコールをピックアップできなく

なります。また、他の 4つのいずれの電話機も、使用中である場合はその ephone-dnからコー
ルを発信できません。電話機ユーザーが、1を押すと、buttonコマンドで一覧されている次に
使用可能な ephone-dnに接続されます。たとえば、電話機1と電話機2が ephone-dn1と ephone-dn
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2をそれぞれ使用している場合、電話機 3は発信コール用に ephone-dn 3をピックアップする必
要があります。

ephone-dnオーバーレイセットに関連付けられた ephone-dnよりも多くの電話機がある場合、
いくつかの電話機で、それらのオーバーレイセット内のすべての ephone-dnが他の電話機に
よって使用される可能性があります。たとえば、5台の電話機に、button 1o1, 2, 3コマンドが
構成した回線ボタンがある場合、オーバーレイセット内の 3台すべての ephone-dnが使用中に
なっている場合があります。このような場合、他の 2台の電話機はオーバーレイセット内の
ephone-dnを使用できません。オーバーレイセット内のすべての ephone-dnが使用されている
場合、このオーバーレイセットを持つ電話機には、対応する回線ボタンに対して、リモート回

線が使用中であることを示すアイコン（電話機の絵の上に点滅する Xが描かれているアイコ
ン）が示されます。オーバーレイセット内で少なくとも 1つの ephone-dnが使用できるように
なると（ある ephone-dnがアイドル状態か呼び出し状態になると）、電話機の画面は使用可能
な ephone-dn（アイドル状態または呼び出し状態）のステータスを示す画面に戻ります。

共有回線オーバーレイ

デュアルライン ephone-dnもオーバーレイを使用できます。構成パラメータは、単一回線の
ephone-dnと同じですが、異なる点として、huntstop channelコマンドを使用して、ハンティン
グから ephone-dnの 2つ目のチャネルに通話を保持する必要が挙げられます

発信コールに使用できる回線を電話機に確保し、残りの共有ラインのオーバーレイセットに使

用可能なアイドル回線がない場合でも、電話機ユーザがデュアルトーンを確実に取得できるよ

うにするには、共有回線のオーバーレイセットにあるプライマリ ephone-dnが電話機に対して
一意になっている必要があります。一意の ephone-dnを使用すると、電話機によって行われた
発信コールに固有の発信者パーティ IDを設定し、コールを受けたユーザが、具体的にどの電
話機が呼び出しを行っているのかがわかるようにできます。

次の例は、単純な共有回線のオーバーレイセットの設定を示しています。電話機ごとに設定さ

れたプライマリ ephone-dnは固有ですが、残りの ephone-dn 10、11、および 12は両方の電話機
のオーバーレイセットで共有されます。

ephone 1

mac-address 1111.1111.1111

button 1o1,10,11,12

!

ephone 2

mac-address 2222.2222.2222

button 1o2,10,11,12

複雑なディレクトリ番号設定では、オーバーレイディレクトリ番号が、同じ電話機の共有ディ

レクトリ番号およびプレーンデュアルラインディレクトリ番号と混合されます。図 10 :オー
バーレイ ephone-dn（複雑なケース）（45ページ）に、2人のアシスタントを持つマネージャ
の例を示します。マネージャの電話機では、同じ番号である 2001がボタン 1とボタン 2に表
示されます。内線番号 2001の 2つのラインアピアランスは 2つの単一回線ディレクトリ番号
を使用するため、マネージャはこの番号で同時に 2つのアクティブなコールを各ボタンで 1つ
ずつ使用できます。ディレクトリ番号がセットアップされるため、ボタン 1が先に呼び出さ
れ、2番めのコールが着信すると、ボタン2が呼び出されます。各アシスタントには、個別ディ
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レクトリ番号があり、マネージャのディレクトリ番号も共有されます。アシスタント1の場合
は 1つのボタンにオーバーレイセットの 3つすべてのディレクトリ番号が設定されています
が、アシスタント 2の場合はオーバーレイセットに、1つめのボタンが専用回線用に設定さ
れ、2つめのボタンがマネージャの両方の回線に設定されています。コールの順序は、次のよ
うになります。

1. 着信コールが、ボタン 1（ディレクトリ番号 20）の内線番号 2001でマネージャによって
応答されます。

2. 2番目の通話が 2001を呼び出し、マネージャの電話機（ディレクトリ番号 21）の 2番目
のボタンにロールオーバーします。これは、両方のアシスタントの電話機も呼び出し、

ディレクトリ番号 21で、共有ディレクトリ番号になっています。

3. アシスタント 2がコールに応答します。これは共有オーバーレイ回線です（1つのディレ
クトリ番号 21が 3台の電話機で共有され、それらの中の 2台でこのディレクトリ番号が
オーバーレイセットに含まれています）。これはマネージャの電話機のボタン 2と共有さ
れているため、アシスタント 2が通話に応答すると、マネージャはそれを確認できます。

4. アシスタント 1はディレクトリ番号 22で発信コールを行います。アシスタント 1の電話
機にオーバーレイセットの追加ディレクトリ番号があるため、ボタンを使用できます。

この時点で、マネージャはディレクトリ番号 20で会話し、アシスタント 1はディレクトリ番
号 22で会話し、アシスタント 2はディレクトリ番号 21で会話しています。

図 10 :オーバーレイ ephone-dn（複雑なケース）
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構成情報については、SCCP電話機でのオーバーレイ Ephone-dnの構成（104ページ）を参照
してください。

オーバーレイ Ephone-dnの通話中着信

コール待機を使用すると、電話機ユーザは、電話で会話しているときに別の人が自分にコール

していることを知ることができます。電話機ユーザには、別の相手が自分と通話しようとして

いることを知らせるコール待機トーンが流れます。ソフトキーを持つ IP電話機へのコールに
は、[応答（Answer）]ソフトキーを使用して応答できます。アナログ電話機へのコールは、
フックフラッシュを使用して応答します。電話機ユーザがコール待機コールに応答すると、元

のコールは自動的に保留状態になります。無応答時コール転送が設定されている場合、電話機

ユーザがコール待機コールを無視すると、発信者は転送されます。

Cisco CME 3.2.1以降のバージョンでは、オーバーレイ ephone-dnにコール待機を使用できま
す。コール待機のあるオーバーレイ ephone-dnとコール待機のないオーバーレイ ephone-dnの
違いは、コール待機のあるオーバーレイ ephone-dnは buttonコマンドで cキーワードを使用す
るのに対し、コール待機のないオーバーレイ ephone-dnは oキーワードを使用する点です。構
成情報については、SCCP電話機でのオーバーレイ Ephone-dnの構成（104ページ）を参照し
てください。

コール待機のあるオーバーレイ ephone-dnと、コール待機のないオーバーレイ ephone-dnの動
作は、次の点を除いて同じです。

•コール待機のあるオーバーレイephone-dnに含まれている番号にコールすると、非アクティ
ブな電話機が呼び出され、他の通話者に接続されているアクティブな電話機でコール待機

通知音が鳴ります。デフォルトの音はビープ音ですが、呼び出し音を使用するように

ephone-dnを設定できます。（SCCP電話機での通話中着信インジケータトーンの構成（56
ページ）を参照）。仮想通話中着信通知には、ヘッドセットインジケータライトの点滅

や、発信者 IDの表示などが含まれます。

たとえば、4台中 3台の電話機が、コール待機のある同じオーバーレイ ephone-dnの番号
へのコールに接続している場合に別のコールが着信すると、1台の非アクティブな電話機
が呼び出され、3台のアクティブな電話機は聴覚的および視覚的なコール待機通知を発生
します。

• Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、Cisco Unified IP Phone 7940G、7941G、
7941G-GE、7960G、7961G、7961G-GE、7970G、および 7971G-GEに、最大 6つの待機
コールを表示できます。他のすべての電話機と、CiscoUnifiedCMEの以前のバージョンで
は、オーバーレイ ephone-dnセット内の番号への 2つのコールにアナウンスできます。後
続のコールは、2つの元のコールのいずれかが終了するまで、順番に待機する必要があり
ます。順番を待っている発信者には、リングバック音が流されます。

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7910（最大通話中着信通話）には、通話中着信
（button 1c1,2,3,4）が搭載されたオーバーレイ ephone-dn一式で構成されたボタンがあります。
ephone-dn 1へのコールが応答されます。ephone-dn 2へのコールによってコール待機通知が生
成されます。ephone-dn 3と ephone-dn 4へのコールは順番に待機し、2つの元のコールのいず
れかが終了するまで、電話機ユーザには表示されないままになります。ephone-dn1へのコール
が終了すると、電話機ユーザは ephone-dn 2にコールした人と通話できるようになります。
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ephone-dn 3へのコールによってコール待機通知が発生しますが、ephone-dn 4へのコールは順
番を待機します。（Cisco Unified IP Phone 7960は、6つの通話中着信をサポートします。）通
話中着信が構成された電話機が通話を転送した場合アまたは会議通話をホストする場合、通話

中着信が構成された電話機は、通話中着信通知を生成しません。

オーバーレイ ephone-dnで無応答時コール転送が設定されている場合、無応答タイムアウトが
期限切れになるまで無応答であったephone-dnへのコールは、設定済みの宛先に転送されます。
無応答時コール転送が設定されていない場合、着信コールにはコールが応答されるまでリング

バック音が流されます。

複数の電話機が、同じセットのオーバーレイ ephone-dnを使用できます。この場合、コール待
機の動作は少し異なります。次の例は、2台の電話機で共有されているオーバーレイephone-dn
のコール待機を表しています。

ephone 1

button 1c1,2,3,4

!

ephone 2

button 1c1,2,3,4

1. ephone-dn 1へのコールで ephone 1と ephone 2が呼び出されます。ephone 1が応答し、その
コールは ephone 2に表示されなくなります。

2. ephone-dn 2へのコールで、コール待機通知が ephone 1に発行され、phone 2が呼び出され
て応答します。2番めのコールは ephone 1に表示されなくなります。

3. ephone-dn 3へのコールで、コール待機通知が ephone 1と ephone 2に発行されます。ephone
1は ephone-dn 1へのコールを保留し、ephone-dn 3へのコールに応答します。ephone-dn 3
へのコールが ephone 2に表示されなくなります。

4. ephone-dn 4へのコールで、ephone 2にコール待機通知が発行されます。ephone-dn 1と
ephone-dn3へのコールを処理することで2つのコールという最大値を満たしたため、ephone
1でコールは表示されなくなります。（前述のとおり、6つのコール待機コールを処理で
きる電話機のコール最大値は 6です）。

ephone-dnはデフォルトで、コール待機などのコール中断を受け入れます。コール待機が
機能するためには、デフォルトでアクティブにする必要があります。詳細については、

SCCP電話機での通話中着信インジケータトーンの構成（56ページ）を参照してくださ
い。

（注）

オーバーレイされた Ephone-dnの通話を同じ電話機の別のボタンに拡張

オーバーレイされた ephone-dnの電話機は、xキーワードがある buttonコマンドを使用して、
1つ以上の追加ボタンをオーバーフロー通話受信専用にすることができます。オーバーレイボ
タンが話中の場合、オーバーレイセットの他のいずれかの ephone-dnは、オーバーフローを受
信するように設定されている各電話機で最初に使用可能なオーバーフローボタンを呼び出しま
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す。この機能は、buttonコマンドと oキーワードで構成されたオーバーレイ ephone-dnのみで
機能します。これは、buttonコマンドおよび cキーワードまたはオーバーレイされていない
ephone-dnの別のタイプを使用して構成されたオーバーレイ ephone-dnではサポートされていま
せん。

cキーワードがある buttonコマンドを使用すると、1つのボタンに複数の通話が設定されます
が（ボタンは、通話中着信が設定されている複数の ephone-dnでオーバーレイされます）、 o
キーワードと xキーワードがある buttonコマンドを使用すると、各ボタンに 1つの通話、そ
して複数のボタンに複数の通話が設定されます。

たとえば、buttonコマンドとoキーワードを使用して、10個の番号が割り当てられたオーバー
レイボタンを Ephoneに割り当てることができます。電話機の次の 2つのボタンは、buttonコ
マンドおよびxキーワードを使用して構成されます。これらのボタンは、最初のボタンが使用
中の場合に、最初のボタンのオーバーレイ内線番号への追加コールを受信するために予約され

ています。

ephone 276

button 1o24,25,26,27,28,29,30,31,32,33 2x1 3x1

構成情報については、SCCP電話機でのオーバーレイ Ephone-dnの構成（104ページ）を参照
してください。

通話対応機能の構成

SCCP電話機での通話ハント構成
単一の着信者番号用のコールカバレッジを提供するディレクトリ番号のグループを設定するに

は、グループ内のディレクトリ番号ごとに、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn dn-tag [dual-line]
4. number number [secondary number] [no-reg [both | primary]]
5. preference preference-order [secondary secondary-order]

6. no huntstopまたは huntstop
7. huntstop channel
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable •プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ディレクトリ番号を設定するために、ephone-dnコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

ephone-dn dn-tag [dual-line]

例：

ステップ 3

Router(config)# ephone-dn 20 dual-line

電話番号または内線番号をディレクトリ番号に関連

付けます。

number number [secondary number] [no-reg [both |
primary]]

例：

ステップ 4

•同じ番号を複数のプライマリまたはセカンダリ
ephone-dnに割り当てて、仮想ダイヤルピアのグRouter(config-ephone-dn)# number 101

ループを作成します。着信する着信者番号は、

このグループを使用して検索する必要がありま

す。

ephone-dnのプリファレンスを設定します。preference preference-order [secondary
secondary-order]

ステップ 5

•デフォルト：[0]。
例：

•同じ番号を持つ後続のephone-dnには、プリファ
レンスの順序値を増やしながら設定します。つ

Router(config-ephone-dn)# preference 2

まり、最初のディレクトリ番号のデフォルト優

先設定は 0なので、同じ番号の 2つ目の
ephone-dnには、1と設定します。次の ephone-dn
には、2と設定する必要があります。

• secondary secondary-order —（オプション）
ephone-dnのセカンダリ番号の優先設定値。デ
フォルトは 9です。

ディレクトリ番号に対して、コールハントの動作を

明示的に有効にします。

no huntstopまたは huntstop

例：

ステップ 6

•同じ番号を持つ ephone-dnのセット内で、最後
の ephone-dn以外のすべての ephone-dnに対して
no huntstopを構成します。

Router(config-ephone-dn)# no huntstop

または

Router(config-ephone-dn)# huntstop

•同じ番号を持つ ephone-dnのセット内で、最後
の ephone-dnに対して huntstopコマンドを構成
します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）チャネルハントストップを有効にします。

チャネルハントストップにより、最初のチャネルが

huntstop channel

例：

ステップ 7

通話中か応答しない場合に、コールはディレクトリ

番号の次のチャネルをハントしなくなります。
Router(config-ephone-dn)# huntstop channel

•コールハントに使用されるデュアルライン
ephone-dnに必要です。

endステップ 8

例：

Router(config-ephone-dn)# end

次のタスク

ハントグループの統計を収集する場合は、「Cisco Unified Cisco Mobility Express B-ACDおよび
Tcl通話処理アプリケーション」を参照してください。

SCCP電話機での通話ハント構成確認
コールハントの設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. show running-config
2. show telephony-service ephone-dn

3. show telephony-service allまたは show telephony-service dial-peer

手順の詳細

ステップ 1 show running-config

このコマンドによって設定が表示されます。プリファレンスとハントストップ情報は、出力の ephone-dn
の部分にリストされます。

Router# show running-config

ephone-dn 2 dual-line

number 126

description FrontDesk

name Receptionist

preference 1

call-forward busy 500

huntstop channel
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no huntstop

ステップ 2 show telephony-service ephone-dn

このコマンドによって、ephone-dnのプリファレンスとハントストップ設定の情報が表示されます。

ステップ 3 show telephony-service allまたは show telephony-service dial-peer

これらのコマンドによって、ephone-dnダイヤルピアのプリファレンスとハントストップの設定が表示され
ます。

Router# show telephony-service dial-peer

!

dial-peer voice 20026 pots

destination-pattern 5002

huntstop

call-forward noan 5001 timeout 45

port 50/0/2

SIP電話機での通話ハント構成
コールハント機能を設定して、hunt-on-busy状態の場合に、話中の電話機から、catch-allデフォ
ルト宛先を使用してセットアップされたダイヤルピアにコールがリダイレクトされないように

するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register dn dn-tag

4. number number

5. preference preference-order

6. huntstop
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

voice register dnコンフィギュレーションモードを開
始して、SIP電話機のディレクトリ番号、インター
コム回線、音声ポート、またはMWIを定義します。

voice register dn dn-tag

例：

Router(config)# voice register dn 1

ステップ 3

電話番号ディレクトリ番号に関連付けます。number number

例：

ステップ 4

•同じ番号を複数のディレクトリ番号に割り当て
て、仮想ダイヤルピアのグループを作成しまRouter(config-register-dn)# number 5001

す。着信する着信者番号は、このグループを使

用して検索する必要があります。

ディレクトリ番号に関連付けられた番号用に作成さ

れた VoIPダイヤルピアの照合に使用するプリファ
preference preference-order

例：

ステップ 5

レンスの順序を作成し、着信コールのハント方法を

確立します。
Router(config-register-dn)# preference 4

•デフォルトは 0です。これが最も高いプリファ
レンスです。

SIP電話機の内線番号に対して、コールハントの動
作を無効にします。

huntstop

例：

ステップ 6

Router(config-register-dn)# huntstop

コンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7

Router(config-register-dn)# end

次のタスク

ハントグループの統計を収集する場合は、「Cisco Unified Cisco Mobility Express B-ACDおよび
Tcl通話処理アプリケーション」を参照してください。

コールピックアップの有効化

SCCP電話機または SIP電話機でコールピックアップ機能を有効にするには、次の手順を実行
します。
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• [ピック（PickUp）]および [Gピック（GpickUp）]ソフトキーをサポートしていない
SIP電話機は、機能アクセスコード（FAC）を使用してこれらの機能にアクセスする
必要があります。

•同じ内線番号を持つ異なるディレクトリ番号は、同じピックアップ設定にする必要が
あります。

•ディレクトリ番号は、1つのピックアップグループにのみ割り当てることができま
す。

•ピックアップグループ番号の長さは異なってもかまいませんが、先頭の複数の数字
は一意にする必要があります。たとえば、グループ番号 17を設定した場合、グルー
プ番号177を設定することはできません。そうしないと、ユーザが177の最後の数字
の 7を入力する前に、常にグループ 17のピックアップが開始されてしまいます。

• H.323トランクからのコールは、SIP電話機ではサポートされません。

制約事項

始める前に

• SIP電話機では、Cisco Unified CME 7.1以降のバージョンが必要。

•サポートされる SCCP電話機および SIP電話機には、デフォルトで [ピック（PickUp）]お
よび [Gピック（GPickUp）]ソフトキーが表示されます。以前、無効にしていた場合、
softkeys idleコマンドを使用してこれらのソフトキーを有効にします。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. service directed-pickup [gpickup]
5. fac {standard | custom pickup {direct | group | local} custom-fac}
6. exit

7. ephone-dn dn-tag [dual-line | octo-line]または voice register dn dn-tag

8. pickup-group group-number

9. pickup-call any-group
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

ダイレクトコールピックアップを有効にして、[G
ピック（GPickUp）]および [ピック（PickUp）]ソ
フトキーの機能を修正します。

service directed-pickup [gpickup]

例：

Router(config-telephony)# service directed-pickup
gpickup

ステップ 4

• gpickup—（オプション）GPickUpソフトキー
を使用できるようにし、SCCP電話機でDirected
Call Pickupを実行します。このキーワードは、
Cisco Unified CME 7.1以降のバージョンでサ
ポートされています。

•このコマンドによって、SCCP電話機や SIP電
話機でさまざまなコールピックアップ機能に

アクセスするために使用される特定のソフト

キーが決定されます。詳細については、

「Cisco Unified Cisco Mobility Expressコマンド
参照資料」の「 service directed-pickupコマン
ド」を参照してください。

SCCP電話機と SIP電話機で、標準 FACを有効に
するか、カスタム FACまたはピックアップ機能の
エイリアスを作成します。

fac {standard | custom pickup {direct | group |
local} custom-fac}

例：

ステップ 5

• standard—すべての電話機に対して標準 FAC
を有効化します。パーク取得の標準 FACは
**10です。

Router(config-telephony)# fac custom pickup group
#35

• custom—機能のカスタム FACを作成します。

• custom-fac— IP Phoneまたはアナログ電話で
キーパッドを使用してダイヤルするユーザー定

義のコード。カスタム FACには、0～ 9の数
字と *および #を含めて、最大 256文字を指定
できます。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 6

Router(config-telephony)# exit
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目的コマンドまたはアクション

directory numberコンフィギュレーションモードを
開始します。

ephone-dn dn-tag[dual-line | octo-line]または voice
register dn dn-tag

例：

ステップ 7

Router(config)# ephone-dn 20 dual-line

または

Router(config)# voice register dn 20

ピックアップグループを作成して、ディレクトリ

番号をグループに割り当てます。

pickup-group group-number

例：

ステップ 8

• group-number —最大 32文字までの文字列。グ
ループ番号の長さは異なってもかまいません

Router(config-ephone-dn)# pickup-group 30

または
が、先頭の複数の数字は一意にする必要があり

Router(config-register-dn)# pickup-group 30
ます。たとえば、グループ番号17がある場合、
グループ番号 177を使用することはできませ
ん。

•このコマンドは、ephone-dnテンプレートコン
フィギュレーションモードで設定して、1つ以
上の ephone-dnに適用できます。ephone-dnの
設定には、テンプレートコンフィギュレーショ

ンを使用したプライオリティが含まれていま

す。

[Gピック（GPickUp）]ソフトキーとアスタリスク
（*）を押すことで、電話機ユーザが、ピックアッ

pickup-call any-group

例：

ステップ 9

プグループに属しているすべての内線番号で呼びRouter(config-ephone-dn)# pickup-call any-group
出し中のコールをピックアップできるようにしま

す。または

Router(config-register-dn)# pickup-call any-group
•呼び出し中の内線番号は、pickup-groupコマ
ンドを使用してピックアップグループで構成す

る必要があります。

•このコマンドが設定されていない場合、ユーザ
は [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを押し
て、ピックアップグループ番号をダイヤルす

ることで、他のグループのコールをピックアッ

プできます。

設定モードを終了します。end

例：

ステップ 10

Router(config-ephone-dn)# end

または
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-register-dn)# end

例

次の例は、service directed-pickup gpickupコマンドを使用して有効化される [グループ
ピックアップ（Group Pickup）]と [ローカルグループピックアップ（Local Group
Pickup）]機能を示しています。電話機 5の内線番号 1005と電話機 6の内線番号 1006
は、ピックアップグループ 1に割り当てられています。
telephony-service
load 7960-7940 P00308000500
load E61 SCCP61.8-2-2SR2S
max-ephones 100
max-dn 240
ip source-address 15.7.0.1 port 2000
service directed-pickup gpickup
cnf-file location flash:
cnf-file perphone
voicemail 8900
max-conferences 8 gain -6
call-park system application
transfer-system full-consult
fac standard
create cnf-files version-stamp 7960 Sep 25 2007 21:25:47
!
!
!
ephone-dn 5
number 1005
pickup-group 1
!
!
ephone-dn 6
number 1006
pickup-group 1
!
!
ephone 5
mac-address 0001.2345.6789
type 7962
button 1:5
!
!
!
ephone 6
mac-address 000F.F758.E70E
type 7962
button 1:6

SCCP電話機での通話中着信インジケータトーンの構成
SCCP電話機に、音声コール待機インジケータのタイプを指定するには、次の手順を実行しま
す。デフォルトでは、ディレクトリ番号はコール待機などのコール中断を受け入れ、ピープ音
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を発生します。標準のコール待機ビープの代わりに、コール待機に呼び出し音を使用できま

す。

• ephone-dnを no call-waiting beep acceptコマンドで構成した場合、通話中着信呼び出
しオプションは、サポートされません。

•サイレント呼び出しを行えるようにボタンを設定すると、そのボタンに関連付けられ
た ephone-dnがコール待機ビープ音またはコール待機呼び出し音を生成するように設
定されているかどうかに関係なく、コール待機ビープ音またはコール待機呼び出し音

は流れなくなります。サイレント呼び出しを行えるようにボタンを設定するには、

「SCCP電話機にディレクトリ番号を割り当てる」を参照してください。

• Cisco Unified IP Phone 7902G、Cisco Unified IP Phone 7905G、Cisco Unified IP Phone
7912G、Cisco ATA-186、および Cisco ATA-188では、コール待機ビープ音の音量を
Cisco Unified CMEから調整できません。

•コール待機呼び出し音のオプションは、CiscoUnified IP Phone 7902G、CiscoUnified IP
Phone 7905G、または Cisco Unified IP Phone 7912Gではサポートされていません。

制約事項

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn dn-tag [dual-line]
4. call-waiting beep [accept | generate]
5. call-waiting ring
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始し、
ephone-dnを作成し、任意でデュアルラインステー
タスを割り当てます。

ephone-dn dn-tag [dual-line]

例：

Router(config)# ephone-dn 20 dual-line

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ephone-dnを有効にして、コール待機ビープ音を生
成または受け入れます。

call-waiting beep [accept | generate]

例：

ステップ 4

•デフォルトでは、ディレクトリ番号はコール待
機ビープ音の受け入れと生成の両方を行いま

す。

Router(config-ephone-dn)# no call-waiting beep
accept

•別の ephone-dnがコール待機ビープ音を受け入
れるように設定されている場合（デフォルト）

にのみ、ビープ音は流れます。

（任意）ephone-dnが、コール待機通知用に呼び出
しインジケータを使用できるようにします。

call-waiting ring

例：

ステップ 5

•このコマンドを使用するためには、no
call-waiting beep acceptコマンドを使用して通
話中着信ビープ音を無効にしないでください。

Router(config-ephone-dn)# call-waiting ring

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-ephone-dn)# end

SCCP電話機での通話中着信インジケータトーンの確認

ステップ 1 show running-configコマンドを使用して構成を確認します。コール待機設定は、出力の ephone-dnの部分
にリストされます。no call-waiting beep generateおよび no call-waiting beep acceptコマンドを構成する場
合、show running-configコマンド出力が、no call-waiting beep コマンドに表示されます。

例：

Router# show running-config

!

ephone-dn 3 dual-line

number 126

name Accounting

preference 2 secondary 9

huntstop

huntstop channel

call-waiting beep

!

ステップ 2 show telephony-service ephone-dnコマンドを使用して、通話中着信構成情報を表示します。

通話対応機能

58

通話対応機能

SCCP電話機での通話中着信インジケータトーンの確認



例：

Router# show telephony-service ephone-dn

ephone-dn 1 dual-line

number 126 secondary 1261

preference 0 secondary 9

no huntstop

huntstop channel

call-forward busy 500 secondary

call-forward noan 500 timeout 10

call-waiting beep

SCCP電話機での通話中着信キャンセルの構成
[待機オフ（CWOff）]ソフトキーまたは FACを使用して電話機ユーザがコール待機をキャン
セルできるようにするには、次の手順を実行します。

•コール待機は、コールを行う前に [待機オフ（CWOff）]ソフトキーを押すか、FAC
を使用して無効にする必要があります。コール中にアクティブ化または非アクティブ

化することはできません。

• [待機オフ（CWOff）]ソフトキーは、コール転送を開始しているときには使用できま
せん。

制約事項

始める前に

標準 FACとカスタム FACの詳細については、機能アクセスコードを参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-template template-tag

4. softkeys seized{[CallBack][Cfwdall][CWOff][Endcall][Gpickup][HLog][MeetMe]
[Pickup] [Redial]}

5. exit
6. ephone phone-tag

7. ephone-template template-tag

8. exit
9. telephony-service
10. fac {standard | custom ccw custom-fac}
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11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始して、ephoneテンプレートを作成します。

ephone-template template-tag

例：

ステップ 3

• template-tag—Ephoneテンプレートの固有識別
子。範囲：1～ 20。

Router(config)# ephone-template 5

（任意）補足されたコール状態のときに IP Phone
に表示されるソフトキーの順序とタイプを変更しま

す。

softkeys seized {[CallBack] [Cfwdall] [CWOff]
[Endcall][Gpickup][HLog][MeetMe][Pickup]
[Redial]}

例：

ステップ 4

•いずれのキーワードも任意の順序で入力できま
す。Router(config-ephone-template)# softkeys seized

CWOff Cfwdall Endcall Redial

•デフォルトでは、すべてのソフトキーがアル
ファベット順に表示されます。

•明示的に定義されていないソフトキーは無効で
す。

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-template)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 6

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。

Router(config)# ephone 12

ephoneテンプレートを電話機に適用します。ephone-template template-tag

例：

ステップ 7

• template-tag—ステップ 3（60ページ）で作成
した ephoneテンプレートの固有識別子。Router(config-ephone)# ephone-template 5
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目的コマンドまたはアクション

ephoneコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：

ステップ 8

Router(config-ephone)# exit

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 9

Router(config)# telephony-service

標準 FACを有効にするか、カスタム FACまたはエ
イリアスを作成します。

fac {standard | custom ccw custom-fac}

例：

ステップ 10

• standard—すべての電話機に対して標準 FAC
を有効化します。コール待機のキャンセルの標

準 FACは *1です。

Router(config-telephony)# fac custom ccw **8

• custom—FACタイプのカスタム FACを作成し
ます。

• custom-fac— IP Phoneまたはアナログ電話の
キーパッドを使用してダイヤルする、ユーザ定

義のコード。カスタム FACは最大で 256文字
の長さにすることができ、0～ 9の数字と、*
および #を使用できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

Router(config-telephony)# end

例

次の例は、ephoneテンプレート5で捕捉されたコール状態に応じて[待機オフ（CWOff）]
ソフトキーの順序が修正され、ephone12に割り当てられる設定を示しています。コー
ル待機のキャンセルのカスタム FACは **8に設定されています。
telephony-service

max-ephones 100

max-dn 240

voicemail 8900

max-conferences 8 gain -6

transfer-system full-consult

fac custom cancel call waiting **8

!

!
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ephone-template 5

softkeys seized CWOff Cfwdall Endcall Redial

!

!

ephone 12

ephone-template 5

mac-address 000F.9054.31BD

type 7960

button 1:10 2:7

SIP電話機での通話中着信の許可
個々の SIP電話機でコール待機を有効にするには、次の手順を実行します。

始める前に

• Cisco Unified CME 3.4以降のバージョン。

• mode cmeコマンドをCisco Unified Cisco Mobility Expressで構成する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register pool pool-tag

4. call-waiting
5. exit
6. voice register global
7. hold-alert
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

音声登録プール構成モードを開始し、Cisco Unified
Cisco Mobility Expressの SIP電話機に対して電話機
固有パラメータを設定します。

voice register pool pool-tag

例：

Router(config)# voice register pool 3

ステップ 3

設定対象の SIP電話機にコール待機を設定します。call-waiting

例：

ステップ 4

この手順は、コマンドが無効になっていた

場合に、コマンドを有効にする方法を示す

ために含まれています。

（注）

Router(config-register-pool)# call-waiting

•デフォルトは Enabledです。

音声レジスタプールコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-register-pool)# exit

音声登録グローバル構成モードを開始して、

Cisco Unified CMEでサポートされるすべての SIP電
話機に対してパラメータを設定します。

voice register global

例：

Router(config)# voice register global

ステップ 6

SIP電話機でコールが保留中である場合の音声アラー
ト通知を設定します。デフォルトは無効です。

hold-alert

例：

ステップ 7

Router(config-register-global)# hold-alert

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-register-global)# end

SCCP電話機での ephone-Huntグループの構成
ハントグループとオプションのエージェントアベイラビリティパラメータを定義するには、

次の手順を実行します。
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• [ハント（HLog）]ソフトキーは、画面のある電話機でのみ使用できます。
Cisco Unified IP Phones 7902、7905、および 7912、Cisco IP Communicator、および
Cisco VG224では使用できません。

•共有 ephone-dnは、エージェントステータス制御機能または自動エージェント機能を
使用できません。

•ハントグループのメンバであるディレクトリ番号が called-name画面に設定されてい
る場合、次の制限が適用されます。

•少なくとも1つのワイルドカード文字を使用して、プライマリまたはセカンダリ
のパイロット番号を定義する必要があります。

• list コマンド内の電話番号には、ワイルドカード文字を使用できません。

•ハントグループメンバ（ディレクトリ番号）に対してすべてのコールの転送または
話中のコール転送が設定されている場合、ハントグループはそれを無視します。

制約事項

始める前に

ハントグループに含まれているディレクトリ番号が、Cisco Unified CMEで設定されているこ
と。構成情報については、SCCP電話機の電話番号の作成を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-hunt hunt-tag {longest-idle | peer | sequential}
4. pilot number [secondary number]
5. list number [, number...]
6. final final-number

7. hops number

8. timeout seconds [, seconds...]
9. max-timeout seconds

10. preference preference-order [secondary secondary-order]
11. no-reg [both | pilot]
12. fwd-final {orig-phone | final}
13. forward local-calls
14. secondary start [current | next | list-position]
15. present-call {idle-phone | onhook-phone}
16. from-ring
17. description text-string

18. display-logout text-string

19. exit
20. telephony-service
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21. max-redirect number

22. hunt-group logout {DND | HLog}
23. exit
24. ephone-dn dn-tag

25. ephone-hunt login
26. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephoneハントコンフィギュレーションモードを開
始して、ephoneハントグループを定義します。

ephone-hunt hunt-tag {longest-idle | peer |
sequential}

例：

ステップ 3

• hunt-tag—構成タスク中にこのハントグループ
を識別する一意のシーケンス番号。範囲：

1～ 100。

Cisco CME 3.3以降：範囲：1～ 10

Router(config)# ephone-hunt 23 peer

• longest-idle — ephoneハントグループが定義さ
れたときに指定したホップ数に応じて、最長で

アイドル状態だった ephone-dnの通話が送信さ
れます。最長アイドルは、電話機が登録され

た、再登録された、またはオンフック状態に

なった最後の時刻からの時間で決まります。

• peer —呼び出される最初の ephone-dnは、パ
イロット番号が前回通話されたときに呼び出さ

れた最後の ephone-dnの右側の番号です。呼び
出しは、ephoneハントグループを定義したと
きに指定したホップの数だけ、左から右へ循環

して行われます。

• sequential — ephone-dnは、ハントグループを
定義するときにリストされた順番の左から右の

順に呼び出されます。
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目的コマンドまたはアクション

パイロット番号を定義します。このパイロット番号

をダイヤルすると、発信者はハントグループに転

送されます。

pilot number [secondary number]

例：

Router(config-ephone-hunt)# pilot 5601

ステップ 4

• number —最大 27 文字までの E.164番号。ダ
イヤルプランパターンをパイロット番号に適

用できます。

• secondary—（オプション）ephoneハントグルー
プの追加パイロット番号を定義します。

ephoneハントグループが着信コールをリダイレク
トする先の番号のリストを定義します（2～20）。

list number [, number...]

例：

ステップ 5

• number —最大 27 文字までの E.164番号。
ephone-dnに割り当てられたプライマリ番号ま
たはセカンダリ番号。

Router(config-ephone-hunt)# list 5001, 5002,
5017, 5028

ephoneハントグループ内の最後の番号を定義しま
す。この最後の番号よりも後の番号へはリダイレク

final final-number

例：

ステップ 6

トされなくなります。ephone-dnプライマリ番号まRouter(config-ephone-hunt)# final 6000
たはセカンダリ番号、ボイスメールのパイロット番

号、別のハントグループのパイロット番号、ある

いは FXS番号にすることができます。

最後の番号が別のハントグループのパイ

ロット番号として定義されている場合、

最初のハントグループのパイロット番号

は別のどのハントグループにおいても、

最後の番号として設定できません。

（注）

このコマンドは、Cisco Unified CME
B-ACDサービスに含まれる ephoneハン
トグループでは使用されません。これら

のグループの最終宛先は、B-ACDサービ
スによって決定されます。

（注）

（任意。ピアおよび最長アイドルハントグループ

のみ）コールが最後の番号に進むまでのホップ数を

設定します。

hops number

例：

Router(config-ephone-hunt)# hops 7

ステップ 7

• number —最後の ephone-dnに通話が着信する
までのホップ数。範囲は 2～ 20ですが、この
値は listコマンドで指定された内線番号の数以
下にする必要があります。デフォルトでは、ハ

ントグループメンバの数に自動的に調整され

ます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）無応答のコールが、何秒後にハントグルー

プリスト内の次の番号にリダイレクトされるかを

設定します。

timeout seconds [, seconds...]

例：

Router(config-ephone-hunt)# timeout 7, 10, 15

ステップ 8

• seconds —秒数。範囲：3～ 60000。カンマで
区切り、複数のエントリを作成できますが、

list コマンドの ephone-dn数に対応する必要が
あります。複数の値を入力した場合、それぞれ

の値は、対応する ephone-dnを呼び出す秒数を
表しています。この期間が過ぎると、コールは

リスト内の次の番号に自動転送されます。値を

1つだけ入力した場合、その値は各 ephone-dn
の無応答期間として使用されます。

•このコマンドを使用しない場合、デフォルト
は、 timeouts ringing コマンドがセットした秒
数になります。このコマンドのデフォルト値

は、180秒です。デフォルトの 180秒では長す
ぎる場合があります。

（任意）ephoneハントリスト内のすべてのephone-dn
に対して、無応答期間の最大組み合わせタイムアウ

max-timeout seconds

例：

ステップ 9

トを設定します。このタイムアウトが期限切れになRouter(config-ephone-hunt)# max-timeout 25
ると、コールはハントサイクルが完了したかどう

かに関係なく、最終宛先に進みます。

• seconds —秒数。範囲は 3～ 60000です。

•このコマンドを使用しなかった場合、デフォル
トでは組み合わせタイムアウト制限は設定され

ません。

（任意）ハントグループのパイロット番号に関連

付けられた ephone-dnのプリファレンスの順序を設
定します。

preference preference-order [secondary
secondary-order]

例：

ステップ 10

• preference-order—数値の範囲については、CLI
のヘルプを参照してください。0が最も高い優
先設定です。デフォルト値は 0です。

Router(config-ephone-hunt)# preference 1

• secondary secondary-order—（オプション）セ
カンダリパイロット番号の優先設定の順序。数

値の範囲については、CLIのヘルプを参照して
ください。0が最も高いプリファレンスです。
デフォルトは 7です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ハントグループのパイロット番号がH.323
ゲートキーパーに登録されないようにします。この

no-reg [both | pilot]

例：

ステップ 11

コマンドを使用しなかった場合、デフォルトではパ
Router(config-ephone-hunt)# no-reg

イロット番号がH.323ゲートキーパーに登録されま
す。

• both —（オプション）プライマリとセカンダ
リの両方のパイロット番号が登録されません。

• pilot —（オプション）プライマリパイロット
番号のみが登録されません。

• Cisco Cisco Mobility Express 3.1以降のバージョ
ンで、bothまたはpilot キーワードのいずれも
設定しないでこのコマンドを使用すると、セカ

ンダリ番号のみが登録されなくなります。

（任意）ローカル内線番号によって ephoneハント
グループに転送されたコールの場合、ハントグルー

プで応答されないコールの最終宛先を決定します。

fwd-final {orig-phone | final}

例：

Router(config-ephone-hunt)# fwd-final orig-phone

ステップ 12

• final — finalコマンドで指定した ephone-dn番
号に通話を転送します。

• orig-phone —通話をハントグループに転送し
た電話機のプライマリディレクトリ番号に通話

を転送します。

（任意。シーケンシャルハントグループのみ）ロー

カルコール（Cisco Unified CMEシステムの
forward local-calls

例：

ステップ 13

ephone-dnからのコール）が、ハントグループの最Router(config-ephone-hunt)# no forward
local-calls 初のリストメンバを過ぎた後に転送されないよう

に指定します。最初のメンバが話中である場合、内

部発信者にビジー音が流れます。最初の番号が応答

しない場合、内部発信者にはリングバック音が流れ

ます。

（任意）ハントグループメンバの電話機によって

パークされたコールの場合、コールがパークからセ

secondary start [current | next | list-position]

例：

ステップ 14

カンダリパイロット番号に再度呼び出されるか、
Router(config-ephone-hunt)# secondary start next

パークから、コールをセカンダリパイロット番号

に転送する ephone-dnに転送されると、（このコマ
ンドで指定されたように）ハントグループ内の別

のエントリポイントに戻されます。

• current —通話をパークした ephone-dn。
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目的コマンドまたはアクション

• next —通話をパークした ephone-dn後のハン
トグループリストの ephone-dn。

• list-position— listコマンドで指定したリスト内
線番号の指定した位置にある ephone-dn。範囲
は 1～ 10です。

（任意）指定に従って、アイドルまたはオンフック

状態のメンバ電話機に対してのみ、ephoneハント
グループのコールを表示します。

present-call {idle-phone | onhook-phone}

例：

Router(config-ephone-hunt)# present-call
idle-phone

ステップ 15

• idle-phone—電話機の回線がアイドル状態の場
合のみ、ephone-huntグループからの通話が、
ephoneに提示されます。このオプションは、
button mコマンドを使用して電話機に構成さ
れたモニタ対象回線を無視します。

• onhook-phone—ephoneハントグループからの
通話は、電話機がオンフック状態である場合の

み、ephoneに表示されます。このキーワード
が設定されると、ハントグループと関連しな

い呼び出し中または保留状態のコールによっ

て、ephoneハントグループからのコールが表
示されなくなることはありません。

（任意）コールによって内線番号が呼び出されると

きと、コールが応答されるときに、オンフックのタ

from-ring

例：

ステップ 16

イムスタンプが記録されるように指定します。デRouter(config-ephone-hunt)# from-ring
フォルトでは、オンフックのタイムスタンプはコー

ルが応答されたときにのみ記録されます。

（任意）設定出力に表示されるテキストを定義しま

す。

description text-string

例：

ステップ 17

Router(config-ephone-hunt)# description Marketing
Hunt Group

（任意）すべてのハントグループのメンバが受信

不可ステータスである場合に、そのハントグルー

display-logout text-string

例：

ステップ 18

プのメンバである IP Phoneに表示されるテキストRouter(config-ephone-hunt)# display-logout Night
Service を定義します。この文字列を使用して、すべてのメ

ンバがコールに応答できない場合に、コールがどこ

に送信されるかをハントグループメンバに伝える

ことができます。
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目的コマンドまたはアクション

ephone-huntコンフィギュレーションモードを終了
します。

exit

例：

ステップ 19

Router(config-ephone-hunt)# exit

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 20

Router(config)# telephony-service

（任意）Cisco Unified CMEシステム内で、コール
をリダイレクトできる回数を設定します。

max-redirect number

例：

ステップ 21

• number範囲は 5～ 20です。デフォルト値は
10です。

Router(config-telephony)# max-redirect 8

ホップ数が10よりも多い場合は、このコ
マンドが必要です。

（注）

（任意）エージェント受信不可ステータスが、電話

機の ephoneハントグループ内線番号にのみ適用さ
hunt-group logout {DND | HLog}

例：

ステップ 22

れるのか（HLogモード）、電話機のすべての内線
Router(config-telephony)# hunt-group logout HLog

番号に適用されるのか（DNDモード）を指定しま
す。[エージェント応答不可（Agent not-ready）]状
態は、HLogソフトキーまたは FACを使用してア
クティブ化するか、auto logoutコマンドに指定さ
れている通話数が応答されなかった後に、自動的に

アクティブ化することができます。

このコマンドを使用しなかった場合のデフォルト

は、DNDです。

• DND —電話機を [エージェント応答不可
（Agent not-ready）]状態にした場合、電話機
のすべての ephone-dnは通話を受け付けなくな
ります。

• HLog —HLogソフトキーのディスプレイを有
効化します。電話機がエージェント受信不可ス

テータスになると、ephoneハントグループに
割り当てられた ephone-dnのみがコールを受け
入れなくなります。

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 23

Router(config-telephony)# exit
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ephone-dnコンフィギュレーションモード
を開始します。

ephone-dn dn-tag

例：

ステップ 24

• dn-tag — ephoneハントグループに対する参加
および退出を許可された ephone-dnのタグ番
号。

Router(config)# ephone-dn 29

（任意）この ephone-dnが ephoneハントグループ
に対して参加および脱退できるようにします（動的

メンバーシップ）。

ephone-hunt login

例：

Router(config-ephone-dn)# ephone-hunt login

ステップ 25

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 26

Router(config-ephone-dn)# end

ephone-ハントグループ構成の確認

ステップ 1 show running-configコマンドを使用して構成を確認します。ephoneハントグループパラメータは、出力
の ephone-hunt部分にリストされます。

例：

Router# show running-config

ephone-hunt 1 longest-idle

pilot 500

list 502, 503, *

max-timeout 30

timeout 10, 10, 10

hops 2

from-ring

fwd-final orig-phone

!

!

ephone-hunt 2 sequential

pilot 600

list 621, *, 623

final 5255348
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max-timeout 10

timeout 20, 20, 20

fwd-final orig-phone

!

!

ephone-hunt 77 longest-idle

from-ring

pilot 100

list 101, *, 102

!

ステップ 2 ephoneハントグループの構成を確認するには、showrunning-configコマンドを使用します。出力のephone-hunt
部分を見て、少なくとも 1つのワイルドカードスロットが設定されていることを確認します。ephone-dn
セクションを見て、特定の ephone-dnに ephoneハントグループへの参加が許可されているかどうかを確認
します。telephony-serviceセクションを見て、FACが有効になっているかどうかを確認します。

例：

Router# show running-config

ephone-hunt 1 longest-idle

pilot 500

list 502, 503, *

max-timeout 30

timeout 10, 10, 10

hops 2

from-ring

fwd-final orig-phone

!

!

ephone-dn 2 dual-line

number 126

preference 1

call-forward busy 500

ephone-hunt login

!

telephony-service
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fac custom alias 5 *5 to *35000

fac custom ephone-hunt cancel #5

ステップ 3 ダイヤルピアタグ番号、ハントグループエージェント状態、オンフックタイムスタンプなどのハントグルー
プの詳細情報については、show ephone-hunt コマンドを使用します。このコマンドによって、動的に参加
した ephone-dnの中で、コマンドの実行時にグループのメンバであるすべての ephone-dnのダイヤルピア
タグ番号も表示されます。

例：

Router# show ephone-hunt

Group 1
type: peer
pilot number: 450, peer-tag 20123
list of numbers:
451, aux-number A450A0900, # peers 5, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20122 42 0 login up ]
[20121 41 0 login up ]
[20120 40 0 login up ]
[20119 30 0 login up ]
[20118 29 0 login down]
452, aux-number A450A0901, # peers 4, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20127 45 0 login up ]
[20126 44 0 login up ]
[20125 43 0 login up ]
[20124 31 0 login up ]
453, aux-number A450A0902, # peers 4, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20131 48 0 login up ]
[20130 47 0 login up ]
[20129 46 0 login up ]
[20128 32 0 login up ]
477, aux-number A450A0903, # peers 1, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20132 499 0 login up ]
preference: 0
preference (sec): 7
timeout: 3, 3, 3, 3
max timeout : 10
hops: 4
next-to-pick: 1
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no
Group 2
type: sequential
pilot number: 601, peer-tag 20098
list of numbers:
123, aux-number A601A0200, # peers 1, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20097 56 0 login up ]
622, aux-number A601A0201, # peers 3, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20101 112 0 login up ]
[20100 111 0 login up ]
[20099 110 0 login up ]
623, aux-number A601A0202, # peers 3, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
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[20104 122 0 login up ]
[20103 121 0 login up ]
[20102 120 0 login up ]
*, aux-number A601A0203, # peers 1, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20105 0 0 - down]
*, aux-number A601A0204, # peers 1, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20106 0 0 - down]
final number: 5255348
preference: 0
preference (sec): 9
timeout: 5, 5, 5, 5, 5
max timeout : 40
fwd-final: orig-phone
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no
Group 3
type: longest-idle
pilot number: 100, peer-tag 20142
list of numbers:
101, aux-number A100A9700, # peers 3, logout 0, down 3
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20141 132 0 login down]
[20140 131 0 login down]
[20139 130 0 login down]
*, aux-number A100A9701, # peers 1, logout 0, down 1
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20143 0 0 - down]
102, aux-number A100A9702, # peers 2, logout 0, down 2
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20145 142 0 login down]
[20144 141 0 login down]
all agents down!
preference: 0
preference (sec): 7
timeout: 100, 100, 100
hops: 0
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no

音声ハントグループの構成

特定の番号（パイロット番号）のコールを Cisco Unified SCCP IP Phoneと SIP IP Phoneの定義
されたグループのディレクトリ番号にリダイレクトするには、次の手順を実行します。
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制約事項
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• CiscoUnifiedCME4.3よりも前のバージョンでは、音声ハントグループへの転送がサ
ポートされていません。

• Cisco Unified CME 4.3以降のバージョンでは、コール自動転送はパラレルハントグ
ループ（ブラストハントグループ）に対してのみサポートされています。

• SIPと H.323との間のコールはサポートされていません。

•ハントグループメンバ（ディレクトリ番号）に対してすべてのコールの転送または
話中のコール転送が設定されている場合、ハントグループはそれを無視します。

•補足サービスでは、発信者 IDの更新はサポートされていません。

•音声ハントグループは、max-redirectによる制限の影響を受けます。

•パイロットダイヤルピアは、音声ハントグループと ephoneハントグループに同時
に使用することはできません。

•音声ハントグループは、dialplan-patternコマンドを使用したパイロット番号の内線
番号をサポートしません。外線電話機でパイロット番号をダイヤルできるようにする

には、完全修飾 E.164番号を使用して、セカンダリパイロット番号を設定する必要
があります。

•コール待機が有効の場合（デフォルト）、パラレルハントグループは、特定の SIP
電話機モデルでサポートされているコール待機コールの制限まで、複数のコールをサ

ポートします。コール待機が無効になっている場合、パラレルハントグループは、

呼び出し中の状態のコールを同時に1つのみサポートします。接続できなかった電話
機が他のコールを受信するには、オンフック状態に戻る必要があります。

• FXOポートに関連付けられた電話番号は、パラレルハントグループでサポートされ
ていません。

•ディレクトリ番号（音声ハントグループのメンバー）が共有回線の場合、エージェン
ト状態コントロールまたは HLogはサポートされません。

• Unified CiscoMobility Expressリリース 11.6以降、SIP電話機では回線レベルのログア
ウトまたはログインはサポートされていません。

• DND FACは、Unified Cisco Mobility Expressの SIP電話機ではサポートされていませ
ん。

•音声ハントグループと ephoneハントグループの両方に含まれる SCCP DNについて
考えてみます。音声ハントグループにメンバーのログアウトまたは自動ログアウトが

構成されている場合、SCCPDNは、音声ハントグループからのみログアウトします。
ephoneハントグループにメンバーのログアウトまたは自動ログアウトが構成されて
いる場合、SCCPDNは音声ハントグループと ephoneハントグループの両方からログ
アウトします。

• Unified CiscoMobility Express 12.1以前のリリースでは、混合共有回線と SIP共有回線
は音声ハントグループでサポートされていません。
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•並行音声ハントグループの場合、サポートできる通話ブラストの最大数は、32に制
限されています。これには、共有回線と通常のディレクトリ番号が含まれます。

• Unified Cisco Mobility Expressは、音声ハントグループと別の音声ハントグループの
チェーニング（ネスト）をサポートします。音声ハントグループのチェーンは、2番
目の音声ハントグループのパイロット番号として1番目の音声ハントグループの最終
番号を構成することで、確立されます。

• Unified CiscoMobility Expressは、最大 2つの音声ハントグループのチェーニング（ネ
スト）をサポートします。この構成により、音声ハントグループに発信される通話は

ループされません。

始める前に

• SIP電話機の場合は、Cisco Unified CME 3.4以降のバージョン。

• SCCP電話機、FXSアナログ電話機、DS0グループ、PRIグループ、または SIPトランク
を音声ハントグループに含めるには、Cisco Unified CME 4.3以降のバージョンが必要。

•コールを音声ハントグループに転送するには、Cisco Unified CME 4.3以降のバージョンが
必要。

•ハントグループに含まれているディレクトリ番号が、Cisco Unified CMEで設定されてい
ること。構成情報については、基本通話を発信する電話機の構成を参照してください。

• HLogソフトキー、機能ボタン、およびエージェント状態コントロールをサポートするに
は、Cisco Unified Cisco Mobility Express 11.6以降が必要です。

• Cisco Unified Cisco Mobility Express 11.6以降では、音声ハントグループ構成モードで、
present-call、 auto logout、members logoutを構成する必要があります。

•音声ハントグループを使用して混合共有回線およびSIP共有回線を構成するには、Unified
Cisco Mobility Express 12.2以降が必要です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voicehunt-group hunt-tag [longest-idle |parallel | peer | sequential]
4. pilot number [secondary number]
5. list number

6. final number

7. preference preference-order [secondary secondary-order]
8. hops number

9. timeout seconds

10. present-call idle-phone
11. members logout
12. auto logout number-of-calls
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13. exit
14. telephony-service
15. hunt-group logout {DND HLog }
16. exit
17. voice register dn tag

18. voice-hunt-groups login
19. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声ハントグループコンフィギュレーションモー

ドを開始して、ハントグループを定義します。

voicehunt-group hunt-tag [longest-idle |parallel |
peer | sequential]

例：

ステップ 3

• hunt-tag—構成するハントグループの一意の
シーケンス番号。範囲は 1～ 100です。Router(config)# voice hunt-group 1 longest-idle

• longest idle—最長でアイドル状態だったディ
レクトリ番号に通話を発信するハントグルー

プ。

• sequential—ディレクトリ番号の呼び出し順で
左から右に呼び出されるようにするハントグ

ループ。

• parallel—すべてのディレクトリ番号を同時に
鳴らすハントグループ。

• peer —電話番号に発信された通話が、次の電
話番号の着信音を鳴らすハントグループ。

•ハントグループタイプを変更するには、no形
式を使用して既存のハントグループを削除して

から、グループを再作成します。

音声ハントグループに到達するために発信者がダ

イヤルする電話番号を定義します。

pilot number [secondary number]

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-voice-hunt-group)# pilot number
8100

• number E.164電話番号を示す最大 16文字の文
字列。

•インターコム番号のように、電話番号が
Cisco Unified CMEルータによってのみダイヤ
ルされ、電話機のキーパッドからはダイヤルさ

れない場合、電話番号にはアルファベット文字

を使用することができます。

• secondary number—（オプション）キーワード
および引数の組み合わせによって、音声ハント

グループの追加のパイロット番号として続く番

号を定義します。

•セカンダリ番号にはワイルドカードを使用でき
ます。ワイルドカードはピリオド（.）で、入
力されたすべての数字と一致します。

音声ハントグループのメンバとなる内線番号のリ

ストを作成します。ルータ構成からリストを削除す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

list number

例：

Router(config-voice-hunt-group)# list 8000, 8010,
8020, 8030

ステップ 5

• number —音声ハントグループにメンバーとし
て追加される内線番号のリスト。複数の内線番

号はカンマで区切ります。

•ハントグループリスト内で、すべての内線番
号を同時に追加または削除します。既存のリス

トで、単一の番号を追加または削除することは

できません。

•ハントグループリストには 2～ 10の内線番号
が必要で、各番号はプライマリ番号またはセカ

ンダリ番号になっている必要があります。

•リスト内のいずれの番号も、パラレルハント
グループのパイロット番号にすることはできま

せん。

音声ハントグループの最後の内線番号を定義しま

す。

final number

例：

ステップ 6

•あるハントグループの最後の番号が別のハン
トグループのパイロット番号として設定され

Router(config-voice-hunt-group)# final 8888

ている場合、最初のハントグループのパイロッ

ト番号は、他のどのハントグループにおいて

も、最後の番号として設定できません。
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目的コマンドまたはアクション

•このコマンドは、Cisco Unified Cisco Mobility
ExpressB-ACDサービスの一環である音声ハン
トグループには使用されません。これらのグ

ループの最終宛先は、B-ACDサービスによっ
て決定されます。

音声ハントグループのパイロット番号と関連付け

られているディレクトリ番号に、プリファレンスの

順序を設定します。

preference preference-order [secondary
secondary-order]

例：

ステップ 7

パラレルハントグループのパイロット番

号は、システム内で一意にすることを推

奨します。複数のパラレルがある場合、

またはダイヤルピアと完全に一致するも

のがある場合、パラレルハントグループ

は機能しない場合があります。たとえば、

パイロットが、「8000」で「8…」と一致
する別のダイヤルピアが存在する場合な

どです。複数の一致を避けられない場合

は、他のダイヤルピアに低いプリファレ

ンスを割り当てることで、パラレルハン

トグループに最も高いプライオリティを

設定して実行します。8が最も低いプリ
ファレンス値です。デフォルトで、パラ

レルハントグループによって作成される

ダイヤルピアのプリファレンスは0です。

（注）Router(config-voice-hunt-group)# preference 6

• preference-order —範囲は 0～ 8で、0がいch
版高い優先設定で、8が一番低い優先設定で
す。デフォルト値は 0です。

• secondary secondary-order—（オプション）キー
ワードと引数の組み合わせは、セカンダリパイ

ロット番号の優先順位を設定するために使用さ

れます。範囲は 1～ 8です。0は最も高いプリ
ファレンス、8は最も低いプリファレンスで
す。デフォルトは 7です。

ピアまたは最長アイドル音声ハントグループのみ

の設定用です。コールが最後の番号に進む前に、ピ

hops number

例：

ステップ 8

アまたは最長アイドル音声ハントグループ内の次

の番号にホップできる回数を定義します。
Router(config-voice-hunt-group)# hops 2
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目的コマンドまたはアクション

• number —ホップ数。範囲は 2から 10です。
この値は、 listコマンドで指定された内線番
号の数以下にする必要があります。

•デフォルトは、 list コマンドで定義された宛
先の数と同じです。

コールに応答がない場合に、何秒後に音声ハント

グループリスト内の次のディレクトリ番号にリダ

イレクトされるかを定義します。

timeout seconds

例：

Router(config-voice-hunt-group)# timeout 100

ステップ 9

•デフォルト：180秒。

ハントグループ回線が表示される電話機ですべての

回線がアイドル状態の場合にのみ、音声ハントグ

ループ通話が表示されるように指定します。

present-call idle-phone

例：

Router(config-voice-hunt-group)# present-call
idle-phone

ステップ 10

Hlogoutの初期状態で、音声ハントグループ内のす
べての非共有静的メンバーまたはエージェントに対

members logout

例：

ステップ 11

して Cisco Unified Cisco Mobility Expressシステムを
構成します。

Router(config-voice-hunt-group)# members logout

指定された数のハントグループ通話が連続して応答

されなかった場合に、音声ハントグループエージェ

auto logout number-of-calls

例：

ステップ 12

ントの音声登録 dnまたは ephone-dnを自動的に応
答不可状態に変更できるようにします。

Router(config-voice-hunt-group)# auto logout 2

音声ハントグループ構成モードを終了します。exit

例：

ステップ 13

Router(config-voice-hunt-group)# exit

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 14

Router(config)# telephony-service

（オプション）HLogソフトキー機能を指定しま
す。応答不可状態のエージェントは、HLogソフト

hunt-group logout {DND HLog }

例：

ステップ 15

キーまたはFACを使用してエージェントをアクティ
ブ化できます。

Router(config-telephony)# hunt-group logout Hlog

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 16

Router(config-telephony)# exit
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）音声登録 dn構成モードを開始しま
す。

voice register dn tag

例：

ステップ 17

• tag—音声ハントグループへの参加・退出を許
可された音声登録 dnのタグ番号。

Router(config)# voice register dn 29

（オプション）音声ハントグループへの参加・退出

を許可するこの音声登録 dnを有効にします（動的
メンバーシップ）。

voice-hunt-groups login

例：

Router(config-register-dn)# voice-hunt-groups
login

ステップ 18

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 19

Router(config-register-dn)# end

音声ハントグループ構成の確認

ステップ 1 show running-configコマンドを使用して構成を確認します。Voice hunt groupパラメータは、出力の音声ハ
ントの箇所に一覧されます。

例：

Router# show running-config

voice-hunt 1 longest-idle
pilot 500
list 502, 503, *
max-timeout 30
timeout 10, 10, 10
hops 2
from-ring
fwd-final orig-phone
!
!
voice-hunt 2 sequential
pilot 600
list 621, *, 623
final 5255348
max-timeout 10
timeout 20, 20, 20
fwd-final orig-phone
!
!
voice-hunt 77 longest-idle
from-ring
pilot 100
list 101, *, 102
!

ステップ 2 音声ハントグループ動的メンバーショップの構成を確認するには、show running-configコマンドを使用し
ます。出力の音声ハントの箇所を見て、少なくとも 1つのワイルドカードスロットが構成されているかを
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確認します。音声 dnセクションを見て、特定の ephone-dnに音声ハントグループへの参加が許可されてい
るかを確認します。telephony-serviceセクションを見て、FACが有効になっているかどうかを確認します。

例：

Router# show running-config

voice-hunt 1 longest-idle
pilot 500
list 502, 503, *
max-timeout 30
timeout 10, 10, 10
hops 2
from-ring
fwd-final orig-phone
!
!
voice-dn 2 dual-line
number 126
preference 1
call-forward busy 500
ephone-hunt login
!
telephony-service
fac custom alias 5 *5 to *35000
fac custom ephone-hunt cancel #5

ステップ 3 ダイヤルピアタグ番号、ハントグループエージェント状態、オンフックタイムスタンプなどのハントグルー
プの詳細情報については、show ephone-hunt コマンドを使用します。このコマンドによって、動的に参加
した ephone-dnの中で、コマンドの実行時にグループのメンバであるすべての ephone-dnのダイヤルピア
タグ番号も表示されます。

例：

Router# show ephone-hunt

Group 1
type: peer
pilot number: 450, peer-tag 20123
list of numbers:
451, aux-number A450A0900, # peers 5, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20122 42 0 login up ]
[20121 41 0 login up ]
[20120 40 0 login up ]
[20119 30 0 login up ]
[20118 29 0 login down]
452, aux-number A450A0901, # peers 4, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20127 45 0 login up ]
[20126 44 0 login up ]
[20125 43 0 login up ]
[20124 31 0 login up ]
453, aux-number A450A0902, # peers 4, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20131 48 0 login up ]
[20130 47 0 login up ]
[20129 46 0 login up ]
[20128 32 0 login up ]
477, aux-number A450A0903, # peers 1, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20132 499 0 login up ]
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preference: 0
preference (sec): 7
timeout: 3, 3, 3, 3
max timeout : 10
hops: 4
next-to-pick: 1
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no
Group 2
type: sequential
pilot number: 601, peer-tag 20098
list of numbers:
123, aux-number A601A0200, # peers 1, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20097 56 0 login up ]
622, aux-number A601A0201, # peers 3, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20101 112 0 login up ]
[20100 111 0 login up ]
[20099 110 0 login up ]
623, aux-number A601A0202, # peers 3, logout 0, down 0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20104 122 0 login up ]
[20103 121 0 login up ]
[20102 120 0 login up ]
*, aux-number A601A0203, # peers 1, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20105 0 0 - down]
*, aux-number A601A0204, # peers 1, logout 0, down 1
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20106 0 0 - down]
final number: 5255348
preference: 0
preference (sec): 9
timeout: 5, 5, 5, 5, 5
max timeout : 40
fwd-final: orig-phone
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no
Group 3
type: longest-idle
pilot number: 100, peer-tag 20142
list of numbers:
101, aux-number A100A9700, # peers 3, logout 0, down 3
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20141 132 0 login down]
[20140 131 0 login down]
[20139 130 0 login down]
*, aux-number A100A9701, # peers 1, logout 0, down 1
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20143 0 0 - down]
102, aux-number A100A9702, # peers 2, logout 0, down 2
on-hook time stamp 7616, off-hook agents=0
peer-tag dn-tag rna login/logout up/down
[20145 142 0 login down]
[20144 141 0 login down]
all agents down!
preference: 0
preference (sec): 7
timeout: 100, 100, 100
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hops: 0
E.164 register: yes
auto logout: no
stat collect: no

SCCP電話機でのハントグループへの正常なログインとログアウト用
可聴トーンの有効化

ユーザーは、SCCP電話機で可聴トーンの再生を有効にして、ハントグループへの参加または
退出、およびハントグループからのログインまたはログアウトが正常に行われたかを確認でき

ます（ephoneと音声ハントグループの両方に適用されます）。Cisco Unified Cisco Mobility
Express 10.5以降では、次のシナリオで明確な可聴トーンが再生されます。

1. FAC経由でハントグループに参加および退出するには
2. Hlog/DND、または FAC経由でハントグループにログインおよびログアウトするには

可聴トーンは、SCCP電話機の ephoneハントグループおよび音声ハントグループに対して再生
されます。

• 7926ワイヤレス電話機を除くすべての 79xx電話機をサポートします。制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 10.5以降のバージョン
• ephoneまたは音声ハントグループを構成する必要があります
• ephoneは、ハントグループの静的または動的メンバーである必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

3. ephone phone-tagまたは ephone-template template-tag

4. audible tone
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tagまたは ephone-template template-tag

例：

ステップ 3

• phone-tag—着信通話が夜間サービス期間内に夜
間サービス ephone-dnによって受け取られると
通知される電話機の一意のシーケンス番号。

Router(config)# ephone 25

または

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始して、ephoneテンプレートを作成します。

• template-tag—作成される ephoneテンプレート
の固有識別子。範囲：1～ 20。

ログインまたはログアウトの成功を確認するため

に、SCCP電話機で可聴トーンの再生を有効にしま
す。

audible tone

例：

Router(config-ephone)# audible tone

ステップ 4

endステップ 5

例：

Router(config-ephone)# end

例

次の例は、可聴トーンが音声登録プール構成モードで構成されていることを示してい

ます。

!
Router(config)# ephone 1
Router(config-ephone)# device-security-mode none
Router(config-ephone)# mac-address 64D8.14A5.C87A
Router(config-ephone)# type 7965
Router(config-ephone)# button 1:3
Router(config-ephone)# audible-tone!

音声ハントグループの通話統計収集の許可

音声ハントグループに関するコール統計情報の収集を有効にするには、次の手順を実行しま

す。
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リモート SCCPの音声ハントグループエージェントに関する、保留および保留解除統計
情報は更新されません。

制約事項

始める前に

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice hunt-group hunt-tag {longest-idle | parallel | peer | sequential}
4. statistics collect
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声ハントグループコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

voice hunt-group hunt-tag {longest-idle | parallel |
peer | sequential}

例：

ステップ 3

• hunt-tag—ハントグループを識別する一意のシー
ケンス番号。範囲は 1～ 100です。Router(config)# voice hunt-group 60 longest-idle

• longest-idle最長でアイドル状態だったディレク
トリ番号に通話を発信するハントグループ。

• parallel—通話を複数の電話機で同時に鳴らす
ようにするハントグループ。

• peer—リストから、呼び出される最初の内線番
号をラウンドロビン方式で選択するようにする

ハントグループ。呼び出しは、ハントグルー

プを定義するときに指定したホップの数だけ、

左から右へ循環して行われます。ラウンドロビ

ン方式の選択では、ハントグループが最後に呼

び出されたときに応答された番号の左側にある

番号から開始します。
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目的コマンドまたはアクション

• sequential —ハントグループが定義されたとき
にリストされた順序で左から右に向かって内線

番号が呼び出されるようにするハントグルー

プ。

音声ハントグループのコール統計情報の収集を有効

にします。

statistics collect

例：

ステップ 4

Router(config-voice-hunt-group)# statistics
collect

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-voice-hunt-group)# end

名前と着信側音声ハントグループの関連付け

CiscoUnifiedSIP IPPhoneはサポートされていません。表示サポートは、音声ハントグルー
プおよび ephone-hunt構成モードの Cisco Unified SCCP IP phoneにのみ適用されます。

制約事項

始める前に

Cisco Unified CME 9.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice hunt-group hunt-tag {parallel}
4. final number

5. list number [, number...]
6. timeout seconds

7. pilot number [secondary number]
8. name “primary pilot name” [secondary “secondary pilot name”]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

Cisco Unified Cisco Mobility Expressシステムで電話
機のハントグループを作成します。

voice hunt-group hunt-tag {parallel}

例：

ステップ 3

• hunt-tag—ハントグループを識別する一意のシー
ケンス番号。範囲は 1～ 100です。

Router(config)# voice hunt-group 20 parallel

• parallel—通話を複数の電話機で同時に鳴らす
ようにするハントグループ

音声ハントグループの最後の内線番号を定義しま

す。

final number

例：

ステップ 4

• number—電話機または内線番号。E.164番号、
音声メール番号、別のハントグループのパイ

Router(config-voice-hunt-group)# final 4000

ロット番号、または FXS発信者 ID番号にする
ことができます。

音声ハントグループのメンバーとなる内線番号のリ

ストを定義します。

list number [, number...]

例：

ステップ 5

• number—Cisco Unified Cisco Mobility Expressの
電話機に割り当てられる内線番号または E.164

Router(config-voice-hunt-group)# list 3001, 3002,
3003

番号。リストには 2～ 32個の数字を含める必
要があります。

通話が応答されない場合に。何秒後に音声ハントグ

ループリスト内の次の番号をリダイレクトするかを

定義します。

timeout seconds

例：

Router(config-voice-hunt-group)# timeout 20

ステップ 6

• seconds—秒数。範囲は 3～ 60000です。デフォ
ルト値は 180です。

CiscoUnified CiscoMobility Express音声ハントグルー
プに電話を発信するために発信者がダイヤルする番

号を定義します。

pilot number [secondary number]

例：

Router(config-voice-hunt-group)# pilot 4045550110
secondary 3125550120

ステップ 7

• number—内線番号またはE.164電話番号を示す
32文字までの文字列。

• secondary number—（オプション）音声ハント
グループの追加のパイロット番号を定義しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

着信側音声ハントグループに名前を関連付けます。name “primary pilot name” [secondary “secondary pilot
name”]

ステップ 8

• “primary pilot name”—プライマリパイロット番
号の名前。例：

Router(config-voice-hunt-group)# name Hospital
secondary “Health Center” • secondary “secondary pilot name”—（オプショ

ン）セカンダリパイロット番号の名前。

入力文字列の間にスペースがある場合は、

引用符（"）を使用します。
（注）

音声ハントグループの最終エージェントへの国内通話転送の防止

始める前に

Cisco Unified CME 9.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice hunt-group hunt-tag {parallel | sequential}
4. [no] forward local-calls to-final

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

Cisco Unified Cisco Mobility Expressシステムで電話
機のハントグループを作成します。

voice hunt-group hunt-tag {parallel | sequential}

例：

ステップ 3

• hunt-tag—ハントグループを識別する一意のシー
ケンス番号。範囲は 1～ 100です。

Router(config)# voice hunt-group 1 sequential

• parallel—通話を複数の電話機で同時に鳴らす
ようにするハントグループ

• sequential —ハントグループが定義されたとき
にリストされた順序で左から右に向かって内線
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目的コマンドまたはアクション

番号が呼び出されるようにするハントグルー

プ。

市内通話が接続宛先番号に転送されないようにしま

す。

[no] forward local-calls to-final

例：

ステップ 4

Router(config-voice-hunt-group)# no forward
local-calls to-final

SCCP電話機での夜間サービスの構成
この手順では、ナイトサービス時間、オプションのナイトサービスコード、通知プロセスを

開始する ephone-dn、通知を受け取る ephoneを定義します。

•ナイトサービス通知は、Cisco Integrated Services Router（ISR）または Cisco VG224
Analog Phone Gatewayの FXPポートに接続されているアナログエンドポイントでは
サポートされていません。

• Cisco Unified Cisco Mobility Express 4.0以降のバージョンでは、sキーワードを button
コマンドで使用して電話機に構成されたサイレント呼び出しは、夜間サービス機能と

組み合わせて使用すると抑制されます。サイレント呼び出しはオーバーライドされ、

電話機は指定されたナイトサービス時間内に呼び出し音が鳴ります。

制約事項

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. night-service day day start-time stop-time

5. night-service date month date start-time stop-time

6. night-service everyday start-time stop-time

7. night-service weekday start-time stop-time

8. night-service weekend start-time stop-time

9. night-service code digit-string

10. timeouts night-service-bell seconds

11. exit
12. ephone-dn dn-tag

13. night-service bell
14. exit
15. ephone phone-tag

16. night-service bell
17. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

ナイトサービスがアクティブになる反復期間を曜

日に関連付けて定義します。

night-service day day start-time stop-time

例：

ステップ 4

• day—曜日の省略形。有効な曜日の省略形は、
sun、mon、tue、wed、thu、fri、satです。

Router(config-telephony)# night-service day mon
19:00 07:00

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式
です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「mon 19:00 07:00」と
は、「月曜日の午後 7時から火曜日の午前 7
時」を示します。

ナイトサービスがアクティブになる反復期間を月

と日に関連付けて定義します。

night-service date month date start-time stop-time

例：

ステップ 5

• month—月の省略形。有効な月の省略形は、
jan、feb、mar、apr、may、jun、jul、aug、
sep、oct、nov、decです。

Router(config-telephony)# night-service date jan
1 00:00 00:00

• date：月の日。範囲は 1～ 31です。

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式
です。停止時刻は開始時刻よりも遅くする必要

があります。値24:00は無効です。停止時刻に
00:00を入力すると、23:59に変更されます。
開始時刻と停止時刻の両方に00:00を入力した
場合、指定した日付の 24時間全体でコールが
ブロックされます。
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目的コマンドまたはアクション

ナイトサービスの反復期間が毎日有効になるよう

に定義します。

night-service everyday start-time stop-time

例：

ステップ 6

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service everyday
1200 1300

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。

ナイトサービスの反復期間がすべての平日に有効

になるように定義します。

night-service weekday start-time stop-time

例：

ステップ 7

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service weekday
1700 0700

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。

ナイトサービスの反復期間が毎週末（土曜日と日

曜日）に有効になるように定義します。

night-service weekend start-time stop-time

例：

ステップ 8

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service weekend
00:00 00:00

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。
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目的コマンドまたはアクション

いずれかのナイトサービス回線（ephone-dn）から
ダイヤルできるコードを指定して、システムでナイ

night-service code digit-string

例：

ステップ 9

トサービスに関連付けられているすべての回線にRouter(config-telephony)# night-service code
*6483 対して、ナイトサービスのオンおよびオフを切り

替えます。

• digit-string最大16のキーパッド番号の文字列。
コードは、アスタリスク（*）で始める必要が
あります。

ナイトサービス通知の頻度を定義します。timeouts night-service-bell seconds

例：

ステップ 10

• seconds—範囲：4～ 30。デフォルト：12。
Router(config-telephony)# timeouts
night-service-bell 15

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 11

Router(config-telephony)# exit

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始し
て、ナイトサービス処理を受ける ephone-dnを定義
します。

ephone-dn dn-tag

例：

Router(config)# ephone-dn 55

ステップ 12

この ephone-dnにナイトサービス処理のマークを付
けます。

night-service bell

例：

ステップ 13

Router(config-ephone-dn)# night-service bell

ephone-dnコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-ephone-dn)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 15

• phone-tag—着信通話が夜間サービス期間内に
夜間サービス ephone-dnによって受け取られる
と通知される電話機の一意のシーケンス番号。

Router(config)# ephone 12

ナイトサービス時間内にナイトサービスの対象と

してマークを付けられた ephone-dnで着信コールが
night-service bell

例：

ステップ 16

受信されたときにナイトサービスベル通知を受け

取るように、この電話機にマークを付けます。
Router(config-ephone)# night-service bell

•ナイトサービス通知は、Cisco ISRまたはCisco
VG224の SCCP FXSポートに接続されている
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目的コマンドまたはアクション

アナログエンドポイントではサポートされて

いません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 17

Router(config-ephone)# end

SIP電話機での夜間サービスの構成
この手順では、夜間サービス時間、オプションの夜間サービスコード、通知プロセスを開始す

る音声登録 DNおよび通知を受信する SIP Phone（音声登録プール）を定義します。
Telephony-serviceの夜間サービスに関連する CLIコマンドは、SIP電話機で夜間サービス機能
を動作させるために使用されます。

• service directed-pickup gpickupがテレフォニーサービスで構成されている場合、
gpickupソフトキーを SCCP電話機で使用して、夜間サービス内線番号で呼び出し中
の通話に応答する必要があります。

制約事項

始める前に

•夜間サービスのために SIP電話機で通話に応答するには、telephony-serviceの下で CLIコ
マンド service directed-pickup gpickupを構成する必要があります。

• SIP電話機の夜間サービスコードを使用して [夜間サービス（Night Service）]機能を有効
または無効にするには、telephony-serviceの下で CLIコマンド call-park system application
を構成する必要があります。

• SIP電話機で [夜間サービス（Night Service）]機能を機能させるには、telephony-service構
成で送信元 IPアドレス、ポート、および最大 DNを構成する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. night-service day day start-time stop-time

5. night-service date month date start-time stop-time

6. night-service everyday start-time stop-time

7. night-service weekday start-time stop-time

8. night-service weekend start-time stop-time

9. fac standard
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10. night-service code digit-string

11. call-park system application
12. service directed-pickup gpickup
13. timeouts night-service-bell seconds

14. exit
15. voice register dn dn-tag

16. night-service bell
17. exit
18. voice register pool pool -tag | voice register template template-tag

19. night-service bell
20. voice register pool pool-tag

21. template template-tag

22. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

ナイトサービスがアクティブになる反復期間を曜

日に関連付けて定義します。

night-service day day start-time stop-time

例：

ステップ 4

• day—曜日の省略形。有効な曜日の省略形は、
sun、mon、tue、wed、thu、fri、satです。

Router(config-telephony)# night-service day mon
19:00 07:00

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式
です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「mon 19:00 07:00」と
は、「月曜日の午後7時から火曜日の午前7時
まで」を示します。

ナイトサービスがアクティブになる反復期間を月

と日に関連付けて定義します。

night-service date month date start-time stop-time

例：

ステップ 5

通話対応機能

96

通話対応機能

SIP電話機での夜間サービスの構成



目的コマンドまたはアクション

Router(config-telephony)# night-service date jan
1 00:00 00:00

• month—月の省略形。有効な月の省略形は、
jan、feb、mar、apr、may、jun、jul、aug、
sep、oct、nov、decです。

• date：月の日。範囲は 1～ 31です。

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式
です。停止時刻は開始時刻よりも遅くする必要

があります。値24:00は無効です。停止時刻に
00:00を入力すると、23:59に変更されます。
開始時刻と停止時刻の両方に00:00を入力した
場合、指定した日付の 24時間全体でコールが
ブロックされます。

ナイトサービスの反復期間が毎日有効になるよう

に定義します。

night-service everyday start-time stop-time

例：

ステップ 6

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service everyday
1200 1300

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。

ナイトサービスの反復期間がすべての平日に有効

になるように定義します。

night-service weekday start-time stop-time

例：

ステップ 7

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service weekday
1700 0700

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。
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目的コマンドまたはアクション

ナイトサービスの反復期間が毎週末（土曜日と日

曜日）に有効になるように定義します。

night-service weekend start-time stop-time

例：

ステップ 8

• start-time stop-time—夜間サービスの開始時刻
および終了時刻は、24時間制の HH:MM形式

Router(config-telephony)# night-service weekend
00:00 00:00

です。停止時刻が開始時刻よりも早い時刻に

なっている場合、停止時刻は開始時刻の翌日に

なります。たとえば、「19:0007:00」は「午後
7時から翌朝の午前 7時まで」を意味します。
値 24:00は無効です。停止時刻に 00:00を入力
すると、23:59に変更されます。開始時刻と停
止時刻の両方に00:00を入力した場合、ナイト
サービス機能は24時間全体にわたってアクティ
ブ化されます。

（オプション）事前定義された標準機能アクセス

コード（FAC）を有効にします。CLIコマンド
fac standard

例：

ステップ 9

night-service code を機能させるには、Router(config-telephony)# fac standard
telephony-service構成モードで、fac standard を構
成する必要があります。

いずれかの夜間サービス回線（voice register dn）か
らダイヤルできるコードを指定して、システムで夜

night-service code digit-string

例：

ステップ 10

間サービスに関連付けられているすべての回線に対Router(config-telephony)# night-service code
*6483 して、夜間サービスのオンおよびオフを切り替えま

す。

• digit-string最大16のキーパッド番号の文字列。
コードは、アスタリスク（*）で始める必要が
あります。

SIP電話の夜間サービスコードを使用して、[夜間
サービス（Night Service）]機能を有効または無効
にします。

call-park system application

例：

Router(config-telephony)# call-park system
application

ステップ 11

ダイレクトコールピックアップを有効にして、[G
ピック（GPickUp）]および [ピック（PickUp）]ソ
フトキーの機能を修正します。

service directed-pickup gpickup

例：

Router(config-telephony)# service directed-pickup
gpickup

ステップ 12

ナイトサービス通知の頻度を定義します。timeouts night-service-bell seconds

例：

ステップ 13

• seconds—範囲：4～ 30。デフォルト：12。
Router(config-telephony)# timeouts
night-service-bell 15
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目的コマンドまたはアクション

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-telephony)# exit

voice register構成モードを開始し、夜間サービス対
応を受けるように voice register dnを定義します。

voice register dn dn-tag

例：

ステップ 15

Router(config)# voice register dn 10

夜間サービス対応に対して voice register dnをマー
クします。

night-service bell

例：

ステップ 16

Router(config-register-dn)# night-service bell

voice register dnコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 17

Router(config-register-dn)# exit

プール構成モード（またはテンプレート構成モー

ド）に入ります。

voice register pool pool -tag | voice register template
template-tag

例：

ステップ 18

• pool-tag—夜間サービス期間に、night-service
voice-dnが着信通話を受信した際に通知される
電話機の固有シーケンス番号。

Router(config)# voice register pool 10

Router(config)# voice register template 1

夜間サービス期間中に夜間サービス対象としてマー

クされた voice register dnsで着信通話を受信する際
night-service bell

例：

ステップ 19

に、夜間サービスのベル通知を受信するように電話

機をマークします。
Router(config-register-pool)# night-service bell

Router(config-register-template)# night-service
bell

プール構成モードに入ります。この手順は、夜間

サービス構成が音声登録テンプレート配下にある場

合のみ有効です。

voice register pool pool-tag

例：

Router(config)# voice register pool 10

ステップ 20

このプールに夜間サービス対応を提供するように構

成された夜間サービスのベル通知を含むテンプレー

template template-tag

例：

ステップ 21

トを含めます。この手順は、夜間サービス構成が音Router(config-register-pool)# template 1
声登録テンプレート配下にある場合にのみ有効で

す。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 22

Router(config-register-temp)# end
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SCCP電話機の夜間サービス構成の確認

ステップ 1 show running-configコマンドまたは show telephony-serviceコマンドを使用して、夜間サービスパラメータ
を確認します。これは、出力の telephony-serviceオプションで一覧されています。

例：

Router# show running-config

telephony-service

fxo hook-flash

load 7910 P00403020214

load 7960-7940 P00303020214

max-ephones 48

max-dn 288

ip source-address 10.50.50.1 port 2000

application segway0

caller-id block code *321

create cnf-files version-stamp 7960 Mar 07 2003 11:19:18

voicemail 79000

max-conferences 8

call-forward pattern .....

moh minuet.wav

date-format yy-mm-dd

transfer-system full-consult

transfer-pattern .....

secondary-dialtone 9

night-service code *1234

night-service day Tue 00:00 23:00

night-service day Wed 01:00 23:59

!

!

Router# show telephony-service

CONFIG (Version=4.0(0))

=====================

Version 4.0(0)

Cisco Unified CallManager Express

For on-line documentation please see:

www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/tsd_products_support_category_home.html
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ip source-address 10.103.3.201 port 2000

load 7910 P00403020214

load 7961 TERM41.7-0-1-1

load 7961GE TERM41.7-0-1-1

load 7960-7940 P00307020300

max-ephones 100

max-dn 500

max-conferences 8 gain -6

dspfarm units 2

dspfarm transcode sessions 4

dspfarm 1 MTP00059a3d7441

dspfarm 2

hunt-group report delay 1 hours

Number of hunt-group configured: 14

hunt-group logout DND

max-redirect 20

voicemail 7189

cnf-file location: system:

cnf-file option: PER-PHONE-TYPE

network-locale[0] US (This is the default network locale for this box)

user-locale[0] US (This is the default user locale for this box)

moh flash:music-on-hold.au

time-format 12

date-format mm-dd-yy

timezone 0 Greenwich Standard Time

secondary-dialtone 9

call-forward pattern .T

transfer-pattern 92......

transfer-pattern 91..........

transfer-pattern .T

after-hours block pattern 1 91900 7-24

after-hours block pattern 2 9976 7-24

after-hours block pattern 4 91...976.... 7-24

night-service time is activated

night-service date Jan 1 00:00 23:59

night-service day Mon 17:00 07:00

night-service day Wed 17:00 07:00

keepalive 30

timeout interdigit 10
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timeout busy 10

timeout ringing 100

caller-id name-only: enable

system message XYZ Company

web admin system name xyz password xxxx

web admin customer name Customer

edit DN through Web: enabled.

edit TIME through web: enabled.

Log (table parameters):

max-size: 150

retain-timer: 15

create cnf-files version-stamp Jan 01 2002 00:00:00

transfer-system full-consult

multicast moh 239.10.10.1 port 2000

fxo hook-flash

local directory service: enabled.

ステップ 2 show running-configコマンドを使用して、night-service bell コマンドで構成した正確な ephone-dnsおよび
ephonesを確認します。また、show telephony-service ephone-dn および show telephony-service ephoneコマ
ンドを使用してもこれらのパラメータを表示できます。

例：

Router# show running-config

ephone-dn 24 dual-line

number 2548

description FrontDesk

night-service bell

ephone 1

mac-address 110F.80C0.FE0B

type 7960 addon 1 7914

no dnd feature-ring

keep-conference

button 1f40 2f41 3f42 4:30

button 7m20 8m21 9m22 10m23

button 11m24 12m25 13m26

night-service bell
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SIP電話機の夜間サービス構成の確認

ステップ 1 show running-config | section telephony-service コマンドを使用すると、出力のtelephony-service部分で一覧
される night-serviceパラメータを確認できます。show telephony-serviceコマンドを使用すると、同じパラ
メータが表示されます。

例：

Router# show running-config | section telephony-service

telephony-service
max-ephones 50
max-dn 50
ip source-address 10.50.50.1 port 2000
service phone sshAccess 0
service phone webAccess 0
service directed-pickup gpickup
time-zone 39
max-conferences 8 gain -6
call-park system application
hunt-group report url suffix 0 to 100
hunt-group report every 1 hours
hunt-group logout HLog
transfer-system full-consult
night-service weekday 13:17 14:17
night-service day Sun 00:05 23:59
night-service day Sat 00:05 23:59
night-service code *6483
Router# show telephony-service

max-ephones 50
max-dn 50
ip source-address 10.50.50.1 port 2000
service phone sshAccess 0
service phone webAccess 0
time-zone 39
max-conferences 8 gain -6
call-park system application
hunt-group report url suffix 0 to 100
hunt-group report every 1 hours
hunt-group logout HLog
transfer-system full-consult
night-service time is activated
night-service weekday 13:17 14:17
night-service day Sun 00:05 23:59
night-service day Sat 00:05 23:59

ステップ 2 show voice register dn および show voice register pool コマンドを使用すると、night-service bell コマンド
を使用して構成された正確な音声登録 dnと電話機を確認できます。

例：

Router# show voice register dn 1
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Dn Tag 1
Config:
Number is 8001
Preference is 0
Huntstop is disabled
Auto answer is disabled
Pickup group is 5
Night Service Bell is enabled

Router# show voice register pool 5

Pool Tag 5
Config:
Mac address is B000.B4BE.F32C
Type is 8851
Number list 1 : DN 5
Proxy Ip address is 0.0.0.0
DTMF Relay is disabled
Call Waiting is enabled
DnD is disabled
Video is disabled
Camera is disabled
Night Service Bell is enabled
Busy trigger per button value is 2

SCCP電話機でのオーバーレイ Ephone-dnの構成
ephone-dnsを作成し、複数の ephone-dnを、 button コマンドの oまたは cキーワードを使用し
て、単一の電話機ボタンに割り当てるには、以下の手順を実行します。
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• buttonコマンドの oキーワードを使用して、ephone-dnオーバーレイを構成する場
合、通話中着信は無効になります。通話中着信を有効にするには、buttonコマンド
の cキーワードを使用して ephone-dnオーバーレイを構成します。

• buttonコマンドの oキーワードでオーバーレイボタンを構成する場合、buttonコマ
ンドのxキーワードを使用した別の電話機ボタンへのオーバーレイ通話のロールオー
バーは、カバレッジの拡張についてのみ機能します。buttonコマンドで cキーワー
ドを使用する通話中着信付きのオーバーレイボタンは、オーバーレイロールオーバー

の対象外です。

• Cisco Unified CME 4.0(3)では、Cisco Unified IP Phone 7931Gが、デュアルラインモー
ド用に設定されている ephone-dnを含むオーバーレイをサポートできません。

•発信コールに使用できる回線を電話機に確保し、残りの共有ラインのオーバーレイ
セットに使用可能なアイドル回線がない場合でも、電話機ユーザがデュアルトーン

を確実に取得できるようにするには、共有回線のオーバーレイセットの各電話機に

あるプライマリ ephone-dnが電話機に対して固有の ephone-dnになっている必要があ
ります。この方法で固有の ephone-dnを使用して、電話機によって行われた発信コー
ルに固有の発信者パーティ IDを設定し、コールを受けたユーザが、具体的にどの電
話機が呼び出しを行っているのかがわかるようにできます。

•オクトラインディレクトリ番号はボタンオーバーレイセットではサポートされてい
ません。

制約事項

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn phone-tag [dual-line]
4. number number

5. preference preference-order

6. no huntstop または huntstop
7. huntstop channel
8. call-forward noan
9. call-forward busy
10. exit
11. ephone phone-tag

12. mac-address mac-address

13. button button-number {o | c}dn-tag, dn-tag [, dn-tag...] button-number {x}
overlay-button-number

14. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始
し、Cisco Unified IP Phone回線用の内線番号
（ephone-dn）を作成します。

ephone-dn phone-tag [dual-line]

例：

Router(config)# ephone-dn 10 dual-line

ステップ 3

•共有回線オーバーレイセットの場合、電話機
のプライマリ ephone-dnは、電話機に対して固
有の ephone-dnにする必要があります。

電話番号または内線番号を ephone-dnに関連付けま
す。

number number

例：

ステップ 4

Router(config-ephone-dn)# number 1001

ephone-dnのダイヤルピアプリファレンスの順序を
設定します。

preference preference-order

例：

ステップ 5

• preference-order—内線番号（ephone-dn）に関
連付けられたプライマリ番号の優先設定の順

Router(config-ephone-dn)# preference 1

序。数値オプションの範囲を表示するには、?
と入力します。0が最も高い優先設定です。デ
フォルト：[0]。

ディレクトリ番号に対して、コールハントの動作

を明示的に有効にします。

no huntstop または huntstop

例：

ステップ 6

•最後のインスタンスを除く、オーバーレイセッ
トのすべての ephone-dnにこのコマンドを設定
します。

Router(config-ephone-dn)# no huntstop
or
Router(config-ephone-dn)# huntstop

• IPPhoneの同じ回線ボタン上の複数の番号にわ
たって、コールハントを行えるようにするた

めに必要です。

または

ディレクトリ番号に対して、コールハントの動作

を無効にします。
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目的コマンドまたはアクション

•このコマンドを、オーバーレイセット内の最
後の ephone-dnに設定します。

•オーバーレイセットへのコールハントを制限
するために必要です。

対象はオーバーレイセット内のデュアルライン

ephone-dnのみです。最初のチャネルが話中か応答
huntstop channel

例：

ステップ 7

しない場合に、ハントからの着信コールを2番めの
チャネルに保持します。

Router(config-ephone-dn)# huntstop channel

•たとえば、コール転送の試行中または会議用に
行われるコンサルトコールなどの発信コール

用に、2番めのチャネルを予約します。

（任意）着信中の無応答コールをオーバーレイセッ

トの次の回線に転送します。

call-forward noan

例：

ステップ 8

•オーバーレイセット内のすべての ephone-dnに
このコマンドを設定します。

Router(config-ephone-dn)# call-forward noan

（任意）回線が話中の場合に、着信コールを転送し

ます。

call-forward busy

例：

ステップ 9

•このコマンドは、オーバーレイセット内の最
後の ephone-dnのみに設定します。

Router(config-ephone-dn)# call-forward busy

ephone-dnコンフィギュレーションモードを終了し
ます

exit

例：

ステップ 10

Router(config-ephone-dn)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 11

• phone-tag—オーバーレイセットの追加先にな
る電話機を識別する一意のシーケンス番号。

Router(config)# ephone 4

登録する電話機のMACアドレスを指定します。mac-address mac-address

例：

ステップ 12

Router(config-ephone)# mac-address 1234.5678.abcd

単一のボタンにオーバーレイされた ephone-dnの
セットを作成します。

button button-number{o| c}dn-tag, dn-tag[, dn-tag...]
button-number {x} overlay-button-number

例：

ステップ 13

• o—オーバーレイボタン複数の ephone-dnがこ
のボタンを共有します。最大25個の ephone-dnRouter(config-ephone)# button 1o15,16,17,18,19

2c20,21,22 3x1 4x1
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目的コマンドまたはアクション

をカンマで区切って単一のボタンに指定できま

す。

• c—通話中着信付きのオーバーレイボタン複数
の ephone-dnがこのボタンを共有します。最大
25個の ephone-dnをカンマで区切って単一のボ
タンに指定できます。

• x—oキーワードを使用して定義されたオーバー
レイボタンのロールオーバーボタンを作成する

セパレータ。このコマンドに指定されたオー

バーレイボタンがアクティブコールによって

占有されると、その ephone-dnの 1つへの 2番
めのコールがこのボタンに表示されます。

• dn-tag—ephone-dnをこのオーバーレイセット
に追加するために ephone-dnコマンドで以前に
定義した固有識別子。

• overlay-button-number—このボタンをオーバー
フローするオーバーレイボタンの番号。このボ

タンは、cキーワードではなく、oキーワード
を使用して定義される必要があります。

別のキーワードについては、

「CiscoUnified CommunicationsManager Express
Command参照資料」の「buttonコマンド」を
参照してください。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 14

Router(config-ephone)# end

SCCP電話機でのオーバーレイ Ephone-dn構成の確認

ステップ 1 show running-configコマンドまたは show telephony-service ephoneコマンドを使用してボタンの割り当て
を表示します。

Router# show running-config

ephone 5

description Cashier1

mac-address 0117.FBC6.1985
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type 7960

button 1o4,5,6,200,201,202,203,204,205,206 2x1 3x1

ステップ 2 show ephone overlayコマンドを使用して、構成および登録済みオーバーレイ ephone-dnの状態を表示しま
す。

ステップ 3 show dialplan numberコマンドを使用して、特定の電話番号のすべての番号の解像度が表示されます。こ
れにより、希望しない接続先に通話を発信するかどうかを検出できます。このコマンドは、番号をダイヤ

ルしても目的の電話機が鳴らない場合のトラブルシューティングに便利です。

Out-Of-Dialog REFERの有効化

•コール待機、会議、保留、転送コールの各機能は、Refer-Targetの呼び出し中にサポー
トされません。

• SIPから SIPのシナリオでは、Refer-Targetの呼び出し中に Refereeでリングバックが
鳴りません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 4.1以降のバージョン。

•クリックツーダイヤルアプリケーションなどOOD-Rを開始するアプリケーション、およ
びそのディレクトリサーバがインストールされ、設定されていること。

•ディレクトリサーバーおよび Cisco Unified Cisco Mobility Express間で使用する SIP REFER
およびNOTIFYメソッドの情報については、「RFC3515、Session Initiation Protocol（SIP）
Referメソッド」を参照してください。

• Refereeおよび Refer-Target間のセッションを開始する際に Cisco Unified Cisco Mobility
Expressが使用するメッセージフローの情報については、「RFC 3725、Third Party Call
Control（3pcc）の最新のベストプラクティス」を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. sip-ua
4. refer-ood enable [request-limit]
5. exit
6. voice register global
7. authenticate ood-refer
8. authenticate credential tag location

9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

SIPユーザエージェントコンフィギュレーション
モードを開始して、ユーザエージェントを設定しま

す。

sip-ua

例：

Router(config)# sip-ua

ステップ 3

OOD-R処理を有効にします。refer-ood enable [request-limit]

例：

ステップ 4

• request-limit —ルータが処理できる同時着信
OOD-R要求の最大数。範囲：1～ 500。デフォ
ルトは 500です。

Router(config-sip-ua)# refer-ood enable 300

SIPユーザエージェントコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-sip-ua)# exit

音声登録グローバル構成モードを開始して、

Cisco Unified CMEまたは Cisco Unified SRST環境で
voice register global

例：

ステップ 6

サポートされるすべての SIP電話機に対してグロー
バルパラメータを設定します。

Router(config)# voice register global

（任意）RFC2617ベースのダイジェスト認証を使用
した着信 OOD-R要求の認証を有効にします。

authenticate ood-refer

例：

ステップ 7

Router(config-register-global)# authenticate
ood-refer

（任意）着信 OOD-R要求の認証に使用するクレデ
ンシャルファイルを指定します。

authenticate credential tag location

例：

ステップ 8

• tag—OOD-R認証に使用する認証情報ファイル
を識別する番号。範囲：1～ 5。

Router(config-register-global)# authenticate
credential 1 flash:cred1.csv

• location—URLフォーマットの認証情報ファイ
ルの名前と場所。有効な保存場所は、TFTP、
HTTP、およびフラッシュメモリです。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Router(config-register-global)# end

次のタスク

•このルータで Cisco Unified Cisco Mobility Expressを始めて構成する場合、ここでシステム
レベルのパラメータを構成できます。「システムレベルパラメータの構成」を参照してく

ださい。

•すでに構成されている Cisco Unified Cisco Mobility Expressルータのネットワークパラメー
タを変更した場合は、ここで構成ファイルを生成して、変更を保存できます。「電話機用

構成ファイルの生成」を参照してください。

OOD-R構成の確認

手順の概要

1. show running-config
2. show sip-ua status refer-ood

手順の詳細

ステップ 1 show running-config

このコマンドによって設定が確認されます。

例：

Router# show running-config
!
voice register global
mode cme
source-address 10.1.1.2 port 5060
load 7971 SIP70.8-0-1-11S
load 7970 SIP70.8-0-1-11S
load 7961GE SIP41.8-0-1-0DEV
load 7961 SIP41.8-0-1-0DEV
authenticate ood-refer
authenticate credential 1 tftp://172.18.207.15/labtest/cred1.csv
create profile sync 0004550081249644
.
.
.
sip-ua
refer-ood enable

ステップ 2 show sip-ua status refer-ood
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このコマンドは、OOD-Rの設定値を表示します。

例：

Router# show sip-ua status refer-ood

Maximum allow incoming out-of-dialog refer 500
Current existing incoming out-of-dialog refer dialogs: 1
outgoing out-of-dialog refer dialogs: 0

OOD-Rのトラブルシューティング

ステップ 1 debug ccsip messagesコマンドを使用して、SIP UAクライアントとルータ間で交換した SIPメッセージを
表示します。

ステップ 2 debug voip application oodreferコマンドを使用して、[OOD-R]機能の Debug（デバッグ）メッセージを表
示します。

コールカバレッジ機能の設定例

コールハント：例

Ephone-dnダイヤルピア優先設定例

次の例では、ephone-dn 3のプライマリ番号に対してプリファレンス番号 2を設定します。
ephone-dn 3

number 3001

preference 2

ハントストップの無効化例

次の例は、ハントストップを行わず、ハントストップが明示的に無効にされているインスタン

スを示しています。この例では、ephone 4が 2つの回線を使用して設定され、どちらも同じ内
線番号5001を持っています。このようにすると、最初の回線が使用中の場合に、2番めの回線
が内線番号 5001にコール待機通知を提供できるようになります。最初の回線（ephone-dn 1）
に no huntstopを設定すると、ephone-dn 1がビジーの場合に、同じ電話機の 2番目の回線
（ephone-dn 2）で着信通話がハントできるようになります。

ephone-dn 2には内線番号 6000へのコール自動転送セットがあり、これは Foreign Exchange
Station（FXS）音声ポートに接続された、ローカルで接続されている応答マシンに対応します。
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内線番号 6000の一般電話サービス（POTS）ダイヤルピアは、それ以上のハントを防止するよ
う、ダイヤルピアハントストップ属性も明示的に設定されています。

ephone-dn 1
number 5001
no huntstop
preference 1
call-forward noan 6000

ephone-dn 2
number 5001
preference 2
call-forward busy 6000
call-forward noan 6000

ephone 4
button 1:1 2:2
mac-address 0030.94c3.8724
dial-peer voice 6000 pots
destination-pattern 6000
huntstop port 1/0/0
description answering-machine

チャネルハントストップの例

huntstop channelコマンドを使用した例を次に示します。通話はいずれの ephone-dnの 2番目
のチャネルでもハントされないが、ephone-dn 10、ephone-dn 11、ephone-dn 12の順序で各
ephone-dnのチャネル 1から通話がハントされる、デュアルライン ephone-dn構成を示していま
す。

ephone-dn 10 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

ephone-dn 11 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

preference 1

ephone-dn 12 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

preference 2
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SIPコールハントの例

次の例は、ハントストップが必要となる典型的なコンフィギュレーションを示しています。

huntstopコマンドを有効化され、内線番号 5001がビジー中に内線番号 5001への通話が、5...
のオンネットH.323ダイアルピアに再ルーティングされるのを防ぎます（ワイルドカードとし
て 3つのピリオドが使用されます）。
voice register dn 1

number 5001

huntstop

voice register pool 4

number 1 dn 1

id-mac 0030.94c3.8724

dial-peer voice 5000 voip

destination-pattern 5...

session target ipv4:192.168.17.225

session protocol sipv2

コールピックアップの例

次の例では、55という ephone-dnタグを持つ回線をピックアップグループ 2345に割り当てて
います。

ephone-dn 55
number 2555
pickup-group 2345

次の例は、ダイレクトコールピックアップをグローバルに無効にし、[ピック（PickUp）]ソ
フトキーのアクションを変更して、ダイレクトコールピックアップではなく、ローカルグルー

プコールピックアップを実行しています。

telephony-service
no service directed-pickup

通話中着信ビープ音の例

次の例では、ephone-dn 10はビープの受け入れと生成のいずれも行わず、ephone-dn 11はビー
プを受け入れず、ephone-dn 12はビープを生成しません。

ephone-dn 10
no call-waiting beep
number 4410

ephone-dn 11
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no call-waiting beep accept
number 4411

ephone-dn 12
no call-waiting beep generate
number 4412

通話中着信呼び出しの例

次の例では、短い呼び出し音によって、コールが内線番号 5533を待機していることが示され
るように指定しています。

ephone-dn 20
number 5533
call-waiting ring

ハントグループの例

シーケンシャル Ephoneハントグループの例

次の例では、パイロット番号 5600と最後の番号 6000、およびパイロット番号に応答する電話
機のリスト内にある 3つの番号を使用して、シーケンシャル ephoneハントグループを定義し
ています。

ephone-hunt 2 sequential

pilot 5600

list 5621, *, 5623

final 6000

max-timeout 10

timeout 20, 20, 20

fwd-final orig-phone

ピア Ephoneハントグループの例

次の例では、パイロット番号450、最後の番号500、およびリスト内の4つの番号を使用して、
ピア ephoneハントグループ 10を定義しています。コールが 4回リダイレクトされると（4回
ホップが行われると）、最後の番号にリダイレクトされます。

ephone-hunt 10 peer

pilot 450

list 451, 452, 453, 477

final 500

max-timeout 10

timeout 3, 3, 3, 3
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最長アイドル Ephoneハントグループの例

次の例は、パイロット番号 7501と、リスト内の 11個の番号を使用して、最長アイドル ephone
ハントグループ 1を定義しています。コールが 5回リダイレクトされると、最後の番号にリダ
イレクトされます。

ephone-hunt 1 longest-idle

pilot 7501

list 7001, 7002, 7023, 7028, 7045, 7062, 7067, 7072, 7079, 7085, 7099

final 8000

preference 1

hops 5

timeout 20

no-reg

From-Ringオプションを使用した最長アイドル Ephoneハントグループの例

次の例は、パイロット番号 7501、最後の番号 8000、およびリスト内の 11個の番号を使用し
て、最長アイドル ephoneハントグループ 1を定義しています。 from-ringコマンドが使用さ
れているため、通話によって内線番号が呼び出される時と、通話が応答される時に、オンフッ

クのタイムスタンプが記録されます。コールが 6回リダイレクトされると（6回ホップが行わ
れると）、最後の番号8000にリダイレクトされます。ホップ数（6回）は、システムで許可さ
れているデフォルトのリダイレクト回数（5回）よりも多いため、max-redirectコマンドを使
用してリダイレクト回数を増やします。

ephone-hunt 1 longest-idle

pilot 7501

list 7001, 7002, 7023, 7028, 7045, 7062, 7067, 7072, 7079, 7085, 7099

final 8000

from-ring

preference 1

hops 6

timeout 20

telephony-service

max-redirect 8

シーケンシャルハントグループの例

次のパラレルハントグループの例では、複数の発信者が内線番号 1000をダイヤルすると、内
線番号 1001、1002、1003、および 1004が同時に呼び出されます。応答する最初の内線番号が
接続されます。60秒以内にいずれの内線番号も応答しない場合、コールはボイスメールの番号
である内線番号 2000に転送されます。
voice hunt-group 4 parallel

final 2000
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list 1001,1002,1003,1004

timeout 60

pilot 1000

preference 1 secondary 9

!

!

ephone-dn 1 octo-line

number 1001

!

ephone-dn 2

number 1002

!

ephone-dn 3 dual-line

number 1003

!

ephone-dn 4

number 1004

!

!

ephone 1

max-calls-per-button 4

mac-address 02EA.EAEA.0001

button 1:1

!

!

ephone 2

mac-address 001C.821C.ED23

button 1:2

!

!

ephone 3

mac-address 002D.264E.54FA

button 1:3

!

!

ephone 4

mac-address 0030.94C3.053E

button 1:4
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パラレル音声ハントグループでの国内通話転送防止の例

次の例は、国内通話がパラレル音声ハントグループ1の最終接続先に転送されないようにする
方法を示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# voice hunt-group 1 parallel
Router(config-voice-hunt-group)# no forward local-calls to-final

名前と着信側音声ハントグループの関連付け

着信通話 Aが音声ハントグループ Bを経由して、最後の C着電すると、音声ハントグループ
が名前を表示するように構成されていないため、内線番号Cでは、転送者の名前は表示されま
せん。転送者の名前と最後の番号を表示するには、プライマリパイロット番号とセカンダリパ

イロット番号それぞれに 2つの個別の名前が必要です。

ephone-hunt

次は、プライマリパイロット名とセカンダリパイロット名が ephone-hunt構成モードで構成さ
れた場合の show runコマンドの出力例を示しています。

ephone-hunt 10 sequential
pilot 1010 secondary 1020
list 2004, 2005
final 2006
timeout 8, 8
name "EHUNT PRIMARY" secondary "EHUNT SECONDARY"

ephone-hunt 11 peer
pilot 1012 secondary 1022
list 2004, 2005
final 2006
timeout 8, 8
name EHUNT1 secondary EHUNT1-SEC

次は、プライマリパイロット名とセカンダリパイロット名が ephone-hunt構成モードで構成さ
れた場合の show ephone-huntコマンドの出力例を示しています。

show ephone-hunt 10
Group 10
type: sequential
pilot number: 1010, peer-tag 20010
pilot name: EHUNT PRIMARY
secondary number: 1020, peer-tag 20011
secondary name: EHUNT SECONDARY

voice hunt-group

次は、音声ハントグループ構成モードでプライマリパイロット名とセカンダリパイロット名を

構成する方法を示しています。

voice hunt-group 24 parallel
final 097
list 885,886,124,154
timeout 20
pilot 021 secondary 621
name SALES secondary SALES-SECONDARY

通話対応機能

118

通話対応機能

パラレル音声ハントグループでの国内通話転送防止の例



次は、プライマリパイロット名とセカンダリパイロット名が音声ハントグループ構成モードで

構成された場合の show voice hunt-groupコマンドの出力例を示しています。

show voice hunt-group 1
Group 1
type: parallel
pilot number: 1000, peer-tag 2147483647
secondary number: 2000, peer-tag 2147483646
pilot name: SALES
secondary name: SALES-SECONDARY
list of numbers:
Member Used-by State Login/Logout
====== ====== ===== ==========
2004 2004 up login
2005 2005 down -

preference: 0
preference (sec): 0
timeout: 180
final_number:
stat collect: no
phone-display: no

音声ハントグループの説明を指定する例

次の例は、 descriptionコマンドを使用した音声ハントグループ 12の説明の指定方法および。
do show run コマンドの出力への説明表示方法を示しています。

Router(config)# voice hunt-group 12 parallel
Router (config-voice-hunt-group)# description ?
LINE description for this hunt group
Router (config-voice-hunt-group)# description specific huntgroup description

Router (config-voice-hunt-group)# do show run | sec voice hunt-group
voice hunt-group 12 parallel
timeout 0
description specific huntgroup description

ログアウト表示の例

次の例では、説明は「マーケティングハントグループ」に設定されています。この情報は、

構成出力で表示され、このハントグループから通話を受信する IP Phoneでも表示されます。
display-logoutメッセージは、「夜間サービス」と設定され、これは、すべてのメンバーがログ
アウトされた際にハントグループのメンバーである IP Phoneに表示されます。
ephone-hunt 17 sequential

pilot 3000

list 3011, 3021, 3031

timeout 10

final 7600

description Marketing Hunt Group

display-logout Night Service
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ハントグループエージェントごとの総ログイン時間と総ログアウト時間の表示例

次の例では、特定のエージェントが午前 4:00から午前 5:00（0400から 0500）の間に ephoneハ
ントグループ 1にログインおよびログアウトしてから経過した時間（秒）を表示します。

show ephone-hunt 1 statistics
Wed 04:00 - 05:00
Max Agents: 3
Min Agents: 3
Total Calls: 9
Answered Calls: 7
Abandoned Calls: 2
Average Time to Answer (secs): 6
Longest Time to Answer (secs): 13
Average Time in Call (secs): 75
Longest Time in Call (secs): 161
Average Time before Abandon (secs): 8
Calls on Hold: 2
Average Time in Hold (secs): 16
Longest Time in Hold (secs): 21
Per agent statistics:
Agent: 5012
From Direct Call:
Total Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 70
Longest Time in Call (secs): 150
Totals Calls on Hold: 1
Average Hold Time (secs): 21
Longest Hold Time (secs): 21
From Queue:
Total Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 55
Longest Time in Call (secs): 78
Total Calls on Hold: 2
Average Hold Time (secs): 19
Hold Time (secs): 26
Total logged in Time (secs) : 3000
Total logged out Time (secs) : 600

Agent: 5013
From Direct Call:
Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 51
Longest Time in Call (secs): 118
Totals Calls on Hold: 1
Average Hold Time (secs): 11
Longest Hold Time (secs): 11
From Queue:
Total Calls Answered: 1
Average Time in Call (secs): 4
Longest Time in Call (secs): 4
Total logged in Time (secs) : 3000
Total logged out Time (secs) : 600

Agent: 5014
From Direct Call:
Total Calls Answered: 1
Average Time in Call (secs): 161
Longest Time in Call (secs): 161
From Queue:
Total Calls Answered: 1
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Time in Call (secs): 658
Longest Time in Call (secs): 658
Total logged in Time (secs) : 3000
Total logged out Time (secs) : 600

Queue related statistics:
Total calls presented to the queue: 5
Calls handoff to IOS: 5
Number of calls in the queue: 0
Average time to handoff (secs): 2
Longest time to handoff (secs): 3
Number of abandoned calls: 0
Average time before abandon (secs): 0
Calls forwarded to voice mail: 0
Calls answered by voice mail: 0
Number of error calls: 0

エージェントごとの統計は、静的エージェントと動的エージェントの両方が表示されま

す。

（注）

Ephoneハントへの動的メンバーシップの例

次の例では、4つの ephone-dnと 1つのハントグループを作成しています。このグループには
最初の ephone-dnと 2つのワイルドカードスロットが含まれています。最後の 3つの ephone-dn
は、グループハントの動的メンバーシップが有効になっています。ワイルドカードスロット

のいずれかが使用可能である場合は常に、それぞれがハントグループに参加したり、グループ

から脱退したりすることができます。標準 FACが有効であり、エージェントは標準 FACを使
用してハントグループに参加したり（*3）、グループから脱退したり（#3）します。必要に応
じて、facコマンドを使用しても、これら 3つのアクションに対してカスタム FACを作成でき
ます。

ephone-dn 22

number 4566

ephone-dn 24

number 4568

ephone-hunt login

ephone-dn 25

number 4569

ephone-hunt login

ephone-dn 26

number 4570

ephone-hunt login

ephone-hunt 1 peer
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list 4566,*,*

timeout 10

final 7777

telephony-service

fac standard

音声ハントグループへの動的メンバーシップの例

次の例では、1つの音声レジスタ dnと、2つのワイルドカードスロットを含む 1つの音声ハン
トグループを作成します。音声レジスタ dnは、グループハントの動的メンバーシップに対し
て有効になっています。DNは、ワイルドカードスロットのいずれかが使用可能になると、ハ
ントグループに参加・退出ができます。標準 FACが有効な場合、エージェントは標準 FACを
使用してハントグループに参加したり（*3）、グループから退出したり（#3）します。必要に
応じて、facコマンドを使用しても、これら 3つのアクションに対してカスタム FACを作成で
きます。

Voice register dn 1
Number 1001
Voice-hunt-groups login

Voice hunt-group 1 parallel
Pilot number 100
List 1001, 1002, 1003, *, *

次の例では、混在共有回線 DNの電話機で、3つの回線（音声登録 dn 3つと ephone-dn 1つ）
を作成します。構成したワイルドカードエントリを使用すると、DNは、ハントグループに参
加・退出できます。ここでは、標準 FACが有効な場合、エージェントは標準 FACを使用して
ハントグループに参加したり（*3）、グループから退出したり（#4）します。
ephone-dn 1 dual-line
number 1001
shared-line sip
ephone 1
device-security-mode none
mac-address 1111.4444.3301
type 7970
button 1:1

voice register dn 1
voice-hunt-groups login
number 1001
name phone-1
shared-line max-calls 4

voice register dn 2
voice-hunt-groups login
number 2001
name phone-2
shared-line max-calls 4

voice register dn 3
voice-hunt-groups login
number 2002
name phone-3
shared-line max-calls 4
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voice register pool 1
busy-trigger-per-button 2
id mac 00DA.5527.1BB7
type 8841
number 1 dn 1
number 2 dn 2
number 3 dn 3
dtmf-relay rtp-nte
username cisco1 password cisco
codec g711ulaw
no vad

voice register pool 2
busy-trigger-per-button 2
id mac 00DA.5527.1BB7
type 8841
number 1 dn 1
number 2 dn 2
number 3 dn 3
dtmf-relay rtp-nte
username cisco1 password cisco
codec g711ulaw
no vad

SCCP電話機を使用したエージェント状態制御の例

次の例では、ピア ephoneハントグループをセットアップしています。また、ephoneテンプ
レート7を使用して設定されている電話機にある、ソフトキーの外観と順序も決定します。こ
れらの電話機では、アイドル状態になるか、回線を捕捉したか、またはコールに接続されたと

きに、[ハント（HLog）]キーを使用できるようになります。ソフトキーなしの電話機では、標
準 HLogコードを使用して、応答可能状態と応答不可状態を切り替えます。
ephone-hunt 10 peer

pilot 450

list 451, 452, 453, 477

final 500

timeout 45

telephony-service

hunt-group logout HLog

fac standard

ephone-template 7

softkeys connected Endcall Hold Transfer HLog

softkeys idle Newcall Redial Pickup Cfwdall HLog

softkeys seized Endcall Redial Pickup Cfwdall HLog

SIP電話機を使用したエージェント状態制御の例

次の例では、ピア音声ハントグループを設定します。また、音声登録テンプレート7で構成さ
れた電話機のソフトキーの概観と順序も設定します。これらの電話機では、アイドル状態、部

外者がいる場合、通話が接続された場合にHLogソフトキーを使用できます。ソフトキーなし
の電話機では、標準HLogコードを使用して、応答可能状態と応答不可状態を切り替えます。
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voice hunt-group 10 peer
pilot 450
list 451, 452, 453, 477
final 500
timeout 45

telephony-service
hunt-group logout HLog
fac standard

voice register template 7
softkeys connected Endcall Hold Transfer HLog
softkeys idle Newcall Redial Pickup Cfwdall HLog
softkeys ringIn Answer DND iDivert HLog

Ephoneハントグループの自動エージェント応答不可の例

次の例では、動的および静的の両方のハントグループメンバ（デフォルト）の 1つのハント
グループのコールに応答しなかった後（デフォルト）、受信不可にステータスが自動的に変更

されるようにします。また、自動的に受信不可ステータスに設定される電話機は、今後のハン

トグループのコールに対してのみブロックされる必要があるということと、それらの内線番号

を直接ダイヤルして行われたコールは受信できる必要があるということも指定します。

ephone-hunt 3 peer

pilot 4200

list 1001, 1002, 1003

timeout 10

auto logout

final 4500

telephony-service

hunt-group logout HLog

次の例では、ハントグループリスト内のワイルドカードスロットを使用してハントグループ

に動的にログインするすべての ephone-dnに対して 2つのハントグループのコールが応答され
なかった後、受信不可にステータスが自動的に変更されるようにします。2つのハントグルー
プのコールに応答しない場合に受信不可ステータスに自動的に切り替えられる電話機は、DND
ステータス（直接ダイヤルされたコールも受け入れないステータス）にも切り替えられます。

ephone-hunt 3 peer

pilot 4200

list 1001, 1002, *

timeout 10

auto logout 2 dynamic

final 4500

telephony-service

hunt-group logout DND
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音声ハントグループの自動エージェント応答不可の例

次の例では、音声ハントグループ 1が自動ログアウトを許可するように構成されています。
1001、1002、1003、および1004に提示されるハントグループ通話に応答がない場合（つまり、
それぞれが 40秒以上呼び出された場合）、音声登録プール 1、音声登録プール 2、ephone 1、
および ephone 2は自動的にログアウトされます。応答のない通話はすべて DN 5000に送信さ
れます。

Router(config)# voice register dn 1
Router(config-register-dn)# number 1001
Router(config)# voice register dn 2
Router(config-register-dn)# number 1002

Router(config)# ephone-dn 1
Router(config-ephone-dn)# number 1003
Router(config)# ephone-dn 2
Router(config-ephone-dn)# number 1004

Router(config)# voice register pool 1
Router(config-register-pool)# number 1 dn 1

Router(config)# voice reister pool 2
Router(config-register-pool)# number 1 dn 2

Router(config)# ephone 1
Router(config-ephone)# button 1:1

Router(config)# ephone 2
Router(config-ephone)# button 1:2

Router(config)# voice hunt-group 1 peer
Router(config-voice-hunt)# pilot 1111
Router(config-voice-hunt)# list 1001, 1002, 1003, 1004
Router(config-voice-hunt)# final 5000
Router(config-voice-hunt)# timeout 40
Router(config-voice-hunt)# auto logout 4

音声ハントグループからの通話統計の例

次に、show voice hunt-group statisticsコマンドの出力例を示します。出力には、音声ハントグ
ループ番号への直接コールと、キューや B-ACDからのコールが含まれます。

Router# show voice hunt-group 1 statistics last 1 h
Wed 04:00 - 05:00
Max Agents: 3
Min Agents: 3
Total Calls: 9
Answered Calls: 7
Abandoned Calls: 2
Average Time to Answer (secs): 6
Longest Time to Answer (secs): 13
Average Time in Call (secs): 75
Longest Time in Call (secs): 161
Average Time before Abandon (secs): 8
Calls on Hold: 2
Average Time in Hold (secs): 16
Longest Time in Hold (secs): 21
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Per agent statistics:
Agent: 5012
From Direct Call:
Total Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 70
Longest Time in Call (secs): 150
Totals Calls on Hold: 1
Average Hold Time (secs): 21
Longest Hold Time (secs): 21
From Queue:
Total Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 55
Longest Time in Call (secs): 78
Total Calls on Hold: 2
Average Hold Time (secs): 19
Longest Hold Time (secs): 26
Total Loged in Time (secs): 3000
Total Loged out Time (secs): 600

Agent: 5013
From Direct Call:
Total Calls Answered: 3
Average Time in Call (secs): 51
Longest Time in Call (secs): 118
Totals Calls on Hold: 1
Average Hold Time (secs): 11
Longest Hold Time (secs): 11
From Queue:
Total Calls Answered: 1
Average Time in Call (secs): 4
Longest Time in Call (secs): 4
Total Loged in Time (secs): 3000
Total Loged out Time (secs): 600

Agent: 5014
From Direct Call:
Total Calls Answered: 1
Average Time in Call (secs): 161
Longest Time in Call (secs): 161
From Queue:
Total Calls Answered: 1
Average Time in Call (secs): 658
Longest Time in Call (secs): 658
Total Loged in Time (secs): 3000
Total Loged out Time (secs): 600

Queue related statistics:
Total calls presented to the queue: 5
Calls handoff to IOS: 5
Number of calls in the queue: 0
Average time to handoff (secs): 2
Longest time to handoff (secs): 3
Number of abandoned calls: 0
Average time before abandon (secs): 0
Calls forwarded to voice mail: 0
Calls answered by voice mail: 0
Number of error calls: 0

エージェントごとの統計は、静的エージェントと動的エージェントの両方が表示されま

す。

（注）

通話対応機能

126

通話対応機能

音声ハントグループからの通話統計の例



SCCP電話機の夜間サービスの例

次の例は、月曜日から金曜日までは午前 8時以前と午後 5時以降、土曜日には午前 8時以前と
午後 1時以降、日曜日にはすべての時間にナイトサービスを提供します。内線番号 1000は、
ナイトサービス用の内線番号として指定されています。ナイトサービス時間内に内線番号1000
にコールが着信すると、内線番号 1000が呼び出され、ナイトサービス電話として指定されて
いる電話機にナイトサービス通知が送られます。この例では、ナイトサービス電話機は、

ephone 14と ephone 15です。夜間サービスの通知は、電話機で 1回の着信音があり「夜間サー
ビス 1000」の表示で構成されます。夜間サービストグルコードである *6483（*NITE）を構成
します。これにより、電話機ユーザーは、夜間サービス時間内の夜間サービス状況をアクティ

ブ/非アクティブにできます。
telephony-service

night-service day mon 17:00 08:00

night-service day tue 17:00 08:00

night-service day wed 17:00 08:00

night-service day thu 17:00 08:00

night-service day fri 17:00 08:00

night-service day sat 13:00 12:00

night-service day sun 12:00 08:00

night-service code *6483

!

ephone-dn 1

number 1000

night-service bell

!

ephone-dn 2

number 1001

night-service bell

!

ephone-dn 10

number 2222

!

ephone-dn 11

number 3333

!

ephone 5

mac-address 1111.2222.0001

button 1:1 2:2

!

ephone 14

mac-address 1111.2222.0002
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button 1:10

night-service bell

!

ephone 15

mac-address 1111.2222.0003

button 1:11

night-service bell

SIP電話機の夜間サービスの例

次の例では、毎日午前 10時前と午後 7時以降に夜間サービスについて説明しています。夜間
サービス中の内線番号 3000への着信通話は、内線番号 3000で呼び出され、夜間サービス電話
機として指定された電話機に夜間サービス通知が送信されます。この例では、夜間サービスの

電話機はプール 2とプール 3です。夜間サービスの通知は、電話機で 1回の着信音があり「夜
間サービス 3000」の表示で構成されます。夜間サービストグルコードである *8765（*NITE）
を構成します。これにより、電話機ユーザーは、夜間サービス時間内の夜間サービス状況をア

クティブ/非アクティブにできます。

telephony-service
night-service everyday 19:00 10:00
night-service code *8765
service directed-pickup gpickup
call-park system application

voice register dn 1
number 3000
night-service bell

voice register dn 2
number 3001
night-service bell

voice register dn 10
number 5555

voice register dn 11
number 6666

voice register pool 1
mac-address 1111.2222.0001
number 1 dn 1
number 2 dn 2

voice register pool 2
mac-address 1111.2222.0002
number 1 dn 10
night-service bell

voice register pool 3
mac-address 1111.2222.0003
number 1 dn 11
night-service bell
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オーバーレイ Ephone-dnの例

オーバーレイ Ephone-dnの例

次の例は、3台の IP Phone全体で共有されている 3つの回線（ephone-dn）を作成して、同じ電
話番号への 3つの同時コールを処理します。内線番号 1001を持つ共有回線の 3つのインスタ
ンスが、3台の各電話機にある単一のボタンにオーバーレイされます。一般的なコールフロー
は、次のようになります。最初のコールが ephone 1（最高のプライオリティ）に送られ、3台
すべての電話機のボタン 1が呼び出されます（ハントストップはオフ）。コールは、ephone 1
で応答されます。内線番号 1001への 2番めのコールは ephone-dn 2でハントし、2つの残りの
ephone 11および ephone 12で呼び出します。2番目の通話は、ephone 12によって応答されま
す。内線番号 1001への 3番目の同時通話は ephone-dn 3でハントし、ephone 11で呼び出しを
行います。この呼び出しは応答されます。no huntstopコマンドを使用して、最初の 2つの
ephone-dnに対するハントを行えるようにし、huntstopコマンドを使用して、最後の ephone-dn
でコールハント動作が停止するようにします。preferenceコマンドを使用して、ephone-dnごと
に異なるプリファレンスを作成します。

ephone-dn 1
number 1001
no huntstop
preference 0

ephone-dn 2
number 1001
no huntstop
preference 1

ephone-dn 3
number 1001
huntstop
preference 2

ephone 10
button 1o1,2,3
ephone 11
button 1o1,2,3

ephone 12
button 1o1,2,3

オーバーレイデュアル回線 Ephone-dnの例

次の例は、デュアルライン ephone-dnをオーバーレイする方法を示しています。huntstopおよ
びpreferenceコマンドを使用することに加え、huntstop channelコマンドを使用して、ephone-dn
の 2番目のチャネルに通話がハントされないようにします。この例では、5つの異なる ephone
のボタン 1で、5つの ephone-dnがオーバーレイされます。これにより、同じ番号への 5つの
別個のコールが同時に接続され、各電話機の 1つのボタンのみを占有します。
ephone-dn 10 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

preference 0

通話対応機能

129

通話対応機能

オーバーレイ Ephone-dnの例



ephone-dn 11 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

preference 1

ephone-dn 12 dual-line

number 1001

no huntstop

huntstop channel

preference 2

ephone-dn 13 dual-line

number 1001

preference 3

no huntstop

huntstop channel

ephone-dn 14 dual-line

number 1001

preference 4

huntstop

huntstop channel

ephone 33

mac 00e4.5377.2a33

button 1o10,11,12,13,14

ephone 34

mac 9c33.0033.4d34

button 1o10,11,12,13,14

ephone 35

mac 1100.8c11.3865

button 1o10,11,12,13,14

ephone 36

mac 0111.9c87.3586

button 1o10,11,12,13,14
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ephone 37

mac 01a4.8222.3911

button 1o10,11,12,13,14

オーバーレイ共有回線 Ephone-dnの例

次の例は、単純な共有回線オーバーレイコンフィギュレーションでのプライマリ dnとしての
固有 ephone-dnを示しています。オーバーレイセット内の最後の ephone-dnである ephone-dn 12
を除くすべての ephone-dnに対して no huntstopコマンドを構成します。これらの ephone-dnは
デュアル回線 dnであるため、huntstop-channelコマンドは 2番目のチャネルが、発信通話と会
議用に必ず確保されたままになるようにも構成されます。

ephone-dn 1 dual-line

number 101

huntstop-channel

!

ephone-dn 2 dual-line

number 102

huntstop-channel

!

ephone-dn 10 dual-line

number 201

no huntstop

huntstop-channel

!

ephone-dn 11 dual-line

number 201

no huntstop

huntstop-channel

!

ephone-dn 12 dual-line

number 201

huntstop-channel

!

!The following ephone configuration includes (unique) ephone-dn 1 as the primary line
in a shared-line overlay

ephone 1

mac-address 1111.1111.1111

button 1o1,10,11,12

!

!The next ephone configuration includes (unique) ephone-dn 2 as the primary line in
another shared-line overlay
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!

ephone 2

mac-address 2222.2222.2222

button 1o2,10,11,12

通話中着信ありのオーバーレイ Ephone-dnの例

次の例では、ephone 1から ephone 3までのボタン 1は、番号 1111を共有するコール待機のあ
るオーバーレイ ephone-dnの同じセットを使用します。このボタンは、各 ephoneの固有（非共
有）ephone-dn番号への通話も受け付けます。ephone-dn 10と ephone-dn 11が話中の場合、コー
ルは ephone-dn 12に送られます。ephone-dn 12が話中の場合、コールはボイスメールに送られ
ます。

ephone-dn 1 dual-line

number 1001

ephone-dn 2 dual-line

number 1001

ephone-dn 3 dual-line

number 1001

ephone-dn 10 dual-line

number 1111

no huntstop

huntstop channel

call-forward noan 7000 timeout 30

ephone-dn 11 dual-line

number 1111

preference 1

no huntstop

huntstop channel

call-forward noan 7000 timeout 30

ephone-dn 12 dual-line

number 1111

preference 2

huntstop channel

call-forward noan 7000 timeout 30

call-forward busy 7000

通話対応機能

132

通話対応機能

通話中着信ありのオーバーレイ Ephone-dnの例



ephone 1

button 1c1,10,11,12

ephone 2

button 1c2,10,11,12

ephone 3

button 1c3,10,11,12

ロールオーバーボタンありのオーバーレイ Ephone-dnの例

次の例は、3台の ephoneと 9つの共有回線（ephone-dn 20から 28）に「3x3」共有回線セット
アップを構成しています。各 ephoneには、その 3つのボタンごとに固有の ephone-dnがありま
す（ephone 1では ephone-dn 11から 13、ephone 2では ephone-dn 14から 16、ephone 3では
ephone-dn 17から 19）。残りの ephone-dnは 3台の電話機で共有されます。3つのボタンを持
つ 3台の電話機を使用して、9つのコールを行えます。オーバーフローボタンによって、着信
コールが各電話機で最初に使用可能なボタンを呼び出せるようになります。

ephone-dn 11

number 2011

ephone-dn 12

number 2012

ephone-dn 13

number 2013

ephone-dn 14

number 2014

.

.

.

ephone-dn 28

number 2028

ephone 1

button 1o11,12,13,20,21,22,23,24,25,26,27,28 2x1 3x1

ephone 2

button 1o14,15,16,20,21,22,23,24,25,26,27,28 2x1 3x1

ephone 3
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button 1o17,18,19,20,21,22,23,24,25,26,27,28 2x1 3x1

音声ハントグループの着信側名表示の例

[着信者名表示（Called-Name Display）]機能は、Unified Cisco Mobility Expressで構成された IP
Phoneへの着信通話の着信番号に関連付けられた名前を表示します。音声ハントグループ通話
の着信者名表示の例については、「音声ハントグループの着信側名表示の例」を参照してくだ

さい。

オーバーレイ Ephone-dnの着信側ディレクトリ名表示の例

次の例は、オーバーレイ ephone-dnセットに含まれる着信 ephone-dnのディレクトリ名の表示
を表しています。構成情報については、ディレクトリサービスを参照してください。

このオーバーレイ ephone-dnのコンフィギュレーションでは、ephone-dnの 2番めの番号でワイ
ルドカードが使用されています。ワイルドカードを使用すると、ダイヤルされた番号に従って

表示を制御できます。この例は、1つのボタンで 9名の医師へのコールを受け付ける 3台の IP
Phoneを使用する医療応答サービスの場合です。5550101への通話が電話機 1から電話機 3の
ボタン 1で呼び出された場合、これら3つすべての電話機で、「doctor1」と表示されます。
telephony-service

service dnis dir-lookup

directory entry 1 5550101 name doctor1

directory entry 2 5550102 name doctor2

directory entry 3 5550103 name doctor3

directory entry 4 5550110 name doctor4

directory entry 5 5550111 name doctor5

directory entry 6 5550112 name doctor6

directory entry 7 5550120 name doctor7

directory entry 8 5550121 name doctor8

directory entry 9 5550122 name doctor9

ephone-dn 1

number 5500 secondary 555000.

ephone-dn 2

number 5501 secondary 555001.

ephone-dn 3

number 5502 secondary 555002.

ephone 1

button 1o1,2,3

mac-address 1111.1111.1111

ephone 2

button 1o1,2,3

mac-address 2222.2222.2222

ephone 3

button 1o1,2,3
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mac-address 3333.3333.3333

次の例は、2台の電話機と 4名の医師による医療応答サービスのハントグループの設定を示し
ています。各電話機に 2つのボタンがあり、各ボタンに 2名の医師の番号が割り当てられてい
ます。患者が 5550341に発信すると、Cisco Unified Cisco Mobility Expressはハントグループの
パイロットセカンダリ番号（555....）と照合し、2台の電話機の一方のボタン 1を鳴らし、
「doctor1」を表示します。ハントグループの動作の詳細については、ハントグループ（10
ページ）を参照してください。ワイルドカードはセカンダリ番号でのみ使用され、プライマリ

番号では使用できないことに注意してください。

telephony-service

service dnis dir-lookup

max-redirect 20

directory entry 1 5550341 name doctor1

directory entry 2 5550772 name doctor1

directory entry 3 5550263 name doctor3

directory entry 4 5550150 name doctor4

ephone-dn 1

number 1001

ephone-dn 2

number 1002

ephone-dn 3

number 1003

ephone-dn 4

number 104

ephone 1

button 1o1,2

button 2o3,4

mac-address 1111.1111.1111

ephone 2

button 1o1,2

button 2o3,4

mac-address 2222.2222.2222

ephone-hunt 1 peer

pilot 5100 secondary 555....

list 1001, 1002, 1003, 1004

final number 5556000

hops 5

preference 1

timeout 20

no-reg
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オーバーレイ Ephone-dnの着信側 Ephone-dn名表示の例

次の例は、nameコマンドを使用して着信側 ephone-dnに割り当てられる名前の表示を示して
います。この機能の構成については、「ディレクトリサービス」を参照してください。

この例では、3つの異なるカタログに対する 3つの共有 800番をピックアップするように割り
当てられたボタン 1が 3台の電話機にあります。

電話機のデフォルト表示は、オーバーレイセットにリストされる最初の ephone-dnの番号です
（18005550100）。最初の ephone-dn（18005550100）にコールがあると、発信者 ID（たとえ
ば、4085550123）がすべての電話機に表示されます。電話機 1のユーザがコールに応答しま
す。発信者 ID（4085550123）は電話機 1に表示されたままで、電話機 2および電話機 3の表
示はデフォルト表示（18005550100）に戻ります。2番めの ephone-dn（18005550101）へのコー
ルがあります。電話機2および電話機3のデフォルト表示は着信側ephone-dnの名前（catalog1）
と番号（18005550101）に置き換わります。
telephony-service

service dnis overlay

ephone-dn 1

number 18005550100

ephone-dn 2

name catalog1

number 18005550101

ephone-dn 3

name catalog2

number 18005550102

ephone-dn 4

name catalog3

number 18005550103

ephone 1

button 1o1,2,3,4

ephone 2

button 1o1,2,3,4

ephone 3

button 1o1,2,3,4

OOD-Rの例

voice register global
mode cme
source-address 11.1.1.2 port 5060
load 7971 SIP70.8-0-1-11S
load 7970 SIP70.8-0-1-11S
load 7961GE SIP41.8-0-1-0DEV
load 7961 SIP41.8-0-1-0DEV
authenticate ood-refer
authenticate credential 1 tftp://172.18.207.15/labtest/cred1.csv
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create profile sync 0004550081249644
...
sip-ua
authentication username

次の作業
ダイヤルピアコールハントおよびハントグ

ephone-dnダイヤルピア以外のダイヤルピアは、ハントグループまたはロータリーグループと
して直接設定できます。この場合、複数のダイヤルピアが着信コールを照合できます。（これ

らは、Cisco Unified Cisco Mobility Express ephoneハントグループと同じではありません。）詳
細については、「音声ゲートウェイルータのダイヤルピア構成」の「ダイヤルピア機能と構

成」章の「ハントグループ」項を参照してください。

呼び出し名ディスプレイ

この機能を使用すると、着信コールに対して、着信者の番号ではなく、名前が表示されるよう

に指定できます。この機能は、ephone-dnオーバーレイセット内の単一回線ボタンに表示され
る、複数の ephone-dnのコールに応答するエージェントにとって非常に便利です。詳細につい
ては、ディレクトリサービスを参照してください。

ソフトキー制御

HLogキーワード付きで hunt-group logoutコマンドを使用すると、アイドル通話状態時、接続
通話状態時、捕捉通話状態時に電話機にHLogソフトキーが表示されます。[ハント（HLog）]
ソフトキーは、受信可ステータスから受信不可ステータス、または受信不可ステータスから受

信可ステータスにエージェントを切り替えるために使用します。1台以上の電話機から HLog
ソフトキーを移動または削除するには、がんと宇する softkeysコマンドを含む ephoneテンプ
レートを作成して適用します。

Unified CiscoMobility Expressリリース 11.6以降、HLogソフトキーは、telephony-serviceで構成
した hunt-group logoutコマンドでサポートされます。SIP電話機では、アイドル、呼び出し
中、および接続済み状態の HLogソフトキーが電話機に表示されます。

詳細については、ソフトキーのカスタマイズを参照してください。

機能アクセスコード（FAC）

動的メンバーシップによって、承認された ephoneのエージェントは、標準またはカスタムの
機能アクセスコード（FAC）を有効にした後、FACを使用してハントグループに参加したり、
グループから脱退したりすることができます。

Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、標準またはカスタムの機能アクセスコード
（FAC）がシステムで有効になっている場合、ソフトキーの代わりに、FACを使用してコール
ピックアップをアクティブ化できます。コールピックアップの標準 FACを次に示します。

•ピックアップグループ：FACとピックアップグループ番号をダイヤルして、自分のもの
とは異なるピックアップグループ内で呼び出しているコールをピックアップします。標準

FACは **4です。
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•ピックアップローカル：FACをダイヤルして、自分のピックアップグループ内で呼び出
しているコールをピックアップします。標準 FACは **3です。

•ピックアップダイレクト：FACと内線番号をダイヤルして、すべての内線番号で呼び出
しているコールをピックアップします。標準 FACは **5です。

FACの詳細については、機能アクセスコードを参照してください。

Pickupソフトキーの使用制御

主要なディスプレイを削除せずにグループピックアップ（GPickUp）またはローカルピックアッ
プ（Pickup）ソフトキーの機能をブロックするには、features blockedコマンドを含む ephone
テンプレートを作成して適用します。詳細については、通話ブロッキングの構成を参照してく

ださい。

グループピックアップ（GPickUp）またはローカルピックアップ（Pickup）ソフトキーを 1台
以上の電話機から削除するには、該当する softkeysコマンドを含む ephoneテンプレートを作
成して適用します。詳細については、ソフトキーのカスタマイズを参照してください。

Ephone-dnテンプレート

ephone-hunt loginコマンドは、ephone-dnが ephoneハントグループに動的に参加および退出す
ること認証します。これは、1つ以上の個々の ephone-dnに適用される ephone-dnテンプレート
に含めることができます。詳細については、テンプレートを参照してください。

ephoneハントグループ統計レポート

複数の異なるタイプの統計情報を使用すると、現在の ephoneハントグループがコールカバ
レッジのニーズを満たしているかどうかを追跡するために役立ちます。これらの統計情報は、

画面上に表示することも、ファイルに書き込むこともできます。

詳細については、「Cisco Unified Cisco Mobility Express B-ACDおよび Tcl通話対応アプリケー
ション」の「CiscoUnified CiscoMobility Express基本自動着信呼分配およびAuto-Attendantサー
ビス」章を参照してください。

音声ハントグループ統計レポート

hunt-group statistics write-allコマンドは、すべての ephoneおよび音声ハントグループ統計を
ファイルに書き込みます。

hunt-group statistics write-v2コマンドは、すべての ephoneおよび音声ハントグループ統計情報
を、エージェントの合計ログイン時間とログアウト時間とともにファイルに書き込みます。

statistics collectコマンドを使用すると、音声ハントグループの通話統計を収集できます。

show telephony-service allコマンドは、統計収集がオンに設定されている ephoneと音声ハント
グループの合計を表示します。

show voice hunt-group statisticsコマンドは。音声ハントグループの通話統計を表示します。

詳細については、「CiscoUnified CommunicationsManager Expressコマンド参照資料」を参照し
てください。

サイレント（Do Not Disturb）
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サイレント（DND）機能は、HLog機能の代わりに使用し、着信コールによって電話機で呼び
出し音が鳴ることを防止できます。違いは、HLogではハントグループのコールのみによる呼
び出しが防止されるのに対して、DNDはすべてのコールによる呼び出しが防止されます。詳
細については、サイレントを参照してください。

夜間サービスの自動 Call Forward

夜間サービス中に ephone-dnですべての通話を自動転送するには、call-forward night-serviceコ
マンドを使用します。詳細については、ディレクトリ番号にCall Forwardingを許可を参照して
ください。

ephoneテンプレート

night-service bellコマンドは、夜間サービス ephone-dnとして構成された ephone-dnで通話を受
信した際に、電話機が夜間サービス通知を受信するよう指定します。このコマンドは、1つ以
上の個々の ephoneに適用される ephoneテンプレートに含めることができます。

詳細については、テンプレートを参照してください。

通話対応機能の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 5 :コールカバレッジの機能情報

変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

Cisco Unified Cisco Mobility
Expressに直接接続された SIP
IP電話機で通話ハント機能を
構成するためのサポートが追

加されました。

3.4コールハント

•セカンダリ番号のプリ
ファレンスが導入されま

した。

•ハントストップが導入さ
れました。

3.0

• ephone-dnダイヤルピアの
プリファレンスが導入さ

れました。

•ハントストップが導入さ
れました。

1.0

SIP電話機に対するコールピッ
クアップが追加されました。

7.1コールピックアップ

•ダイレクトコールピック
アップをグローバルに無

効にする機能が導入され

ました。

•コールピックアップの機
能アクセスコードが導入

されました。

•個々の電話機でコール
ピックアップをブロック

する機能が導入されまし

た。

4.0

個々の電話機でソフトキーを

削除または再配置する機能が

導入されました。

3.2

コールピックアップグループ

が導入されました。

3.0
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

コール待機のキャンセル機能

が追加されました。

8.0通話中着信

Cisco Unified Cisco Mobility
Expressに直接接続された SIP
電話機に通話中着信を構成す

るためのサポートが追加され

ました。

3.4

ビジーサブスクライバのコー

ルバックが導入されました。

3.0ビジーサブスクライバのコー

ルバック

パラレル、シーケンシャル、

ピア、および最長アイドル音

声ハントグループでの共有回

線および混合共有回線（SIPお
よび SCCP電話）のサポート
が導入されました。

12.2ハントグループ

次のサポートが追加されまし

た

•音声ハントグループの
SCCP電話機

•パラレル音声ハントグ
ループ（ブラストハント

グループ）へのコール自

動転送

•音声ハントグループへの
コール転送

•音声ハントグループのメ
ンバは、SCCP電話機、
FXSアナログ電話、DS0
グループ、PRIグループ、
SIP電話機、またはSIPト
ランクが可能です

7.0/4.3
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

4.0ハントグループ
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

SCCPを実行している IP Phone
に、次のサポートが追加され

ました。

•システム内のハントグ
ループ最大数が 20から
100に増加されました。ま
た、ハントグループ内の

エージェントの最大数が

10から20に増加されまし
た。

•ホップの最大数は、エー
ジェントの数に自動的に

調整されます。

•電話機の画面と設定出力
に説明を追加して、呼び

出し音と応答されたコー

ルに関連付けられた情報

をハントグループに提供

できます。

•すべてのエージェントが
受信不可ステータスの場

合に、コンフィギュレー

ションメッセージをエー

ジェントの電話機に表示

して、転送されるコール

や他の有益な情報を宛先

に提供できます。

•リスト内の ephone-dnごと
に無応答タイムアウトを

個別に設定し、すべての

ephone-dnに累積無応答タ
イムアウトを設定できま

す。

•自動ログアウトが開始さ
れる基準が、指定したタ

イムアウトを超過した場

合から、指定したコール

数を超過した場合に変更

されました。この機能の
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

名前が、自動ログアウト

から自動エージェントス

テータス受信不可に変更

されました。

•動的ハントグループのメ
ンバーシップが導入され

ました。ワイルドカード

スロットを使用できる場

合は常に、エージェント

はハントグループに参加

および脱退できます。

• [ハント（HLog）]ソフト
キーまたは機能アクセス

コード（FAC）を使用し
たエージェントステータ

ス制御が導入されまし

た。エージェントは、回

線を受信不可状態にし

て、グループでスロット

を放棄せずに、ハントグ

ループのコールを一時的

にブロックできます。

•アイドルまたはオンフッ
ク状態ではないエージェ

ントの電話機から、コー

ルをブロックできます。

•ハントグループによって
応答されない通話を、そ

れをハントグループに転

送した通話者に戻すこと

ができます。

•ハントグループエージェ
ントによってパークされ

たコールを、別のエント

リポイントに戻すことが

できます。
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

•（シーケンシャルハント
グループのみ）ハントグ

ループへのローカルコー

ルを制限して、実行中の

初期エージェントよりも

先へ、コールが転送され

ないようにできます。

•（最長アイドルハントグ
ループのみ）新しいコマ

ンドである from-ring
は、通話がエージェント

を呼び出したとき、およ

びエージェントが通話に

応答したときに、オン

フックのタイムスタンプ

を更新するように指定し

ます。

Cisco Unified Cisco Mobility
Expressに直接接続されている
SIP電話機にハントグループを
構成するためのサポートが追

加されました。

3.4

•システム上の最大ハント
グループ数が 20に増加さ
れました。

•自動ログアウト機能が導
入されました。

3.2.1

最長アイドルハントグループ

が導入されました。

3.2

セカンダリパイロット番号が

導入されました。

3.1

ピアおよびシーケンシャル

ephoneハントグループが導入
されました。

3.0
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

SIP電話とSCCP電話の混合展
開に対する夜間サービスサ

ポートが導入されました。

11.6夜間サービス

SIP電話機に対する夜間サービ
スサポートが導入されまし

た。

11.5

night-service everyday、
night-service weekdayおよび
night-service weekendコマンド
が導入されました。

4.0

ナイトサービスコードの動作

が変更されました。以前は、

ナイトサービスコードを電話

機で使用して、その電話機の

ephone-dnに対するナイトサー
ビスを有効または無効にして

いました。現在は、ナイト

サービスコードを電話機で使

用して、すべてのナイトサー

ビス ephone-dnに対するナイト
サービスを有効または無効に

します。

3.3

ナイトサービスが導入されま

した。

3.0
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

• buttonコマンドと oまた
は cキーワードを使用し
て単一ボタンでオーバー

レイできる ephone-dnsの
数を 10から 25に増加し
ました。

•オーバーレイ ephone-dnの
コールを同じ電話機の他

のボタン（ロールオー

バーボタン）に拡張する

機能が導入されました。

キーワードが xのbutton
コマンドを使用して、

[ロールオーバー
（Rollover）]ボタンを作
成します。

•通話中着信が構成されて
いるオーバーレイ

ephone-dnに対して表示す
る通話中着信の数を 6に
増加しました。対象の電

話機は、Cisco Unified IP
Phone 7940G、7941G、
7941G-GE、7960G、
7961G、7961G-GE、
7970G、7971G-GEです。

4.0オーバーレイ ephone-dn

オーバーレイ ephone-dnの通話
中着信が導入されました。c
キーワードを buttonコマンド
に追加しました。

3.2.1

オーバーレイ ephone-dnが導入
されました。 oキーワードを
buttonコマンドに追加しまし
た。

3.0

Cisco 4000シリーズサービス
統合型ルータの Cisco IP Phone
8800Series向けのすべてのエー
ジェントのログアウト表示

メッセージを導入しました。

12.2VHG電話機のすべてのエー
ジェントのログアウトメッ

セージ
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変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressバージョン

機能名

エージェント状態制御の拡張

機能がサポートされました。

12.2エージェントステータス制御

SIP電話機の Hlogソフトキー
サポートが導入されました。

11.6音声ハントグループの機能拡

張

hunt-group statistics write-all
コマンドを使用しようする

と、すべてのEphoneおｙほび
音声ハントグループ通話統計

をファイルに書き込むことが

できます。

9.0

次のエージェントに国内通話

を転送しないように、no
forward local-callsコマンドが
Ephoneハントグループに導入
されました。

9.5音声ハントグループの最終

エージェントへの国内通話転

送の防止

Cisco Unified SCCP IP Phoneの
ハントグループエージェント

統計情報が拡張され、ログイ

ン時間の合計ログアウト合計

が含まれるようになりまし

た。

9.5ハントグループのサポート強

化

hunt-group statistics write-v2
コマンドを使用すると、合計

ログイン時間とログアウト時

間と一緒にファイルにすべて

のEphoneハント通話統計を書
き込めます。

9.5エージェントの合計ログイン

時間とログアウト時間の統計

hunt-group statistics write-v2
コマンドを使用すると、合計

ログイン時間とログアウト時

間と一緒にファイルにすべて

の音声ハント通話統計を書き

込めます。

11.5エージェントの合計ログイン

時間とログアウト時間のサ

ポート強化

Out-of Dialog REFERのサポー
トが追加されました。

4.1Out-of-Dialog REFER
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


